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　　　　　　　１






「カイ！　そんな……ダメだよ。死なないで！」

　要よう塞さいルイン・ズ・フラム──

　南のユールン連邦で、人類解放をかかげる人類反旗軍レジストの拠点だ。

　その二階。ジリジリと照りつける日ひ射ざしが差しこむ一室で、金髪の少女リンネが悲鳴を上げた。

「ねえ返事をして。カイ、カイってば……」

　ベッドに横たわっているのは、群ぐん青じよう色いろの髪の少年だった。

　カイと呼ばれた少年は目を閉じ、薄地のタオルケットにくるまれている。返事はない。目を開ける気配もない。

「カイ……」

「もはや手遅れじゃの」

　弱々しい声をもらすリンネの背後で、呟つぶやいたのはツンと尖とがった耳をした少女レーレーン。

　小柄で愛らしい面立ちをしているが、人間よりずっと長い耳と透きとおるほど白い肌は、人間ではなくエルフの特徴である。

「人カ間イは助からん。諦めるのじゃリンネ」

「そんなっ!?」

「ワシも想定外じゃ。まさかこんな事になろうとは……」

「ねえ本当に、カイが助かる方法は一つもないの!?」

　エルフの巫み女こレーレーンにしがみついて、リンネが唇を噛かみしめる。

「カイを助けるためなら、わたし何でもするから！」

「うむ。残された手だては一つだけじゃ」

　レーレーンが最初にリンネを、続いて自分たちのいる部屋を指さした。

「エルフの郷さとに伝わる蘇そ生せいの呪まじないがある」

「それは……どうやるの……」

「リンネ、主ぬしがここで素っ裸になり、寝ているカイの前で歌って踊って走り続けるのじゃ。それを三日間。一瞬たりとも止まってはならぬ」

「ここで？」

「うむ」

「裸になればいいの？」

「そうじゃ。そして蘇生の呪いを唱え続けよ」

「わかった！　カイを助けるためならわたし何でもす────」

「するなぁぁぁぁっっっっ!?」

　バサッ、とタオルケットが宙に舞う。

　穏やかに昼寝をしていたベッドから跳ね起きて、カイは、今まさに服を脱ぎかけていたリンネを全力で押しとどめた。

「カイ、動いて平気なの!?」

「平気もなにも昼寝してただけだろ……」

「でも熱があるって」

「微熱だよ。原因もわかってるからすぐ治るし」

　心配そうに見上げてくるリンネを落ちつかせ、カイは後ろでニヤニヤしているエルフの巫女に目を向けた。

「レーレーンも、リンネをからかってないで何か言ってくれ」

「んー？　まあ不幸中の幸いじゃったの。エルフの霊薬はもともと人間には劇物じゃし、飲んだ副作用が微熱に留とどまったのは運が良い」

「……調合した本人にも副作用がわからないのか？」

「うむ。ワシにもわからん！」

　悪びれた様子もなくレーレーンが大きく頷うなずいた。

　エルフの霊薬──

　そうした薬の存在はカイのいた正史でも確認されているが、実際にソレを飲んだ人間となれば歴史上でも稀まれだろう。

　さらに言えば。

　人間のために調合されたエルフの霊薬を飲んだ者は、間違いなく世界でカイ一人だろう。




〝主ぬしがそのザマでは聖霊族との争いも困るでな〟

〝ワシが特別に、傷を半日で治す霊薬を作ってやろう〟




　左肩の傷。

　まだカイがユールン連邦を訪れる前のことだ。イオ連邦内にあるエルフの森で遭遇した幻獣族と戦いになり、カイが負傷したことが発端である。

　巨獣ベヒーモス──

　幻獣族の英雄ラースイーエが送りこんだ斥せつ候こうは、強大だった。カイが身を呈して戦わなければ、人類反旗軍レジストに甚大な被害が出ていただろう。

「傷が治ったのは感謝するけどさ……」

「そうであろう？　あの傷、人間には治せぬぞ。このまま主が負傷していては幻獣族との戦いにも支障が出るゆえ」

「こら真っ平らエルフ！」

　脱ぎかけた服を着直したリンネが、レーレーンの背中にしがみついた。

「うそつき！」

「な、なんじゃ。さっきの呪まじないはエルフの郷さとに伝わる由緒正しき──」

「そうじゃなくて。カイに飲ませた薬、副作用なんてないって言ったじゃない！」

「……まあ、それは俺も想定外だったな」

　エルフの霊薬は人間にとっての劇物。

　カイもそれは承知の上だが、人間用に調合された霊薬でさえ、こうして発熱という副作用が出るのは誤算だった。

「ワシは影響がないとは言っておらん。そもそも人間に霊薬を作った経験などあるまいに、微熱ですんだだけマシじゃろう？」

「まあそうだけど……」

「お、いい手を思いついたぞい」

　ぽんと手を打つレーレーン。

「副作用の微熱を消しさる薬を作ってやろう。それで解決じゃ」

「できるのか？」

「ただしその副作用で、今度は咳せきが止まらなくなる」

「ダメじゃん!?」

「咳を止める霊薬もあらかじめ作っておくのじゃ。ただし咳せき止どめの副作用で、今度は全身の寒気が止まらなくなるが」

「そもそも副作用がない薬は？」

「おそらく無いの」

　エルフの巫み女こがあっさり首を横にふる。

「ワシらの霊薬を人間用に弱めるのは、それこそ人間の薬と変わらん。強い効用を維持しつつ、どれだけ悪い副作用を抑えるか。これが腕の見せ所じゃ」

「……それだけ聞くと正論だな」

「じゃろう？　しかし主ぬしの容態はさておき、向こうは何をグズグズしておるか」

　レーレーンがふり返った先は、部屋の窓だ。

　窓枠に手をつき、じっと要よう塞さいの最上階にあたる尖せん塔とうを見上げて。

「西のシュルツ連邦への進軍、まだ決まらぬのか？　何ならワシらだけで向かってもいいぞ。人類反旗軍レジストとやらがいても息苦しいだけじゃ」

「わたしも賛成。ねえカイ、これ以上人間が増えても嬉うれしくないよ？」

「俺にそう言われてもなぁ……」

　蛮神族のレーレーンと、多種族の混血であるリンネ。

　どちらも本来的には人間とは相あい容いれぬ存在だ。

　同行する人類反旗軍レジストの傭よう兵へいが増えるのは、彼女たちにとって心強いどころか「鬱うつ陶とうしい」に近い心情なのだろう。

　……俺も、エルフの郷さとに入った時は落ちつかなかったし。

　……その気持ちもわかるんだけどな。

　リンネもレーレーンも、傭兵がいる前では人間のフリをしなければならない。そうした手間も二人が嫌がる一因だろう。

「あのバケモノ、切除器官ラスタライザといったか」

　エルフの巫女が、苦々しく溜ため息いき。

「アレを操っているのが幻獣族の英雄ラースイーエとわかっておきながら、こんな辺へん鄙ぴな荒野で足止めとはのう……」

「まだラースイーエの仕し業わざって決まったわけじゃないけどな」

「十中八九、決まりであろう？」

　窓の先を見つめたまま、レーレーン。

「主天アルフレイヤ様が豹ひよう変へんする直前、イオ連邦に牙ヤ皇ツが侵入してきたのは天使たちが目撃しておる。同じようにあの粘状生物スライムも、牙ヤ皇ツが聖霊族を滅ぼさんとユールン連邦に攻めこんできたと言っておったではないか」

「ああ。六リク元ゲン鏡キヨウ光コがそう言ってたのは俺も覚えてる」

　頷うなずき、カイは上着を肩にひっかけた。

　エルフの霊薬のせいで微熱が残っているが、どうせリンネとレーレーンが部屋にいては昼寝もままならないだろう。

　……なのに、何だこの感覚？

　……熱で身体からだは気け怠だるいのに、怖いくらい五感が研ぎ澄まされてる気がする。

　部屋の外を歩く傭よう兵へいの気配が、壁越しにもハッキリ聞き取れる。

　これも霊薬の力？

　エルフの法力を帯びた薬を飲むことで、人間の肉体にも一時的に法力が宿る。ただし、宿った法力が人間にどんな影響を与えるかは個人差があるらしい。

「のうカイ？　ジャンヌはまだ会議とやらか？」

「ユールン人類反旗軍レジストのバルムンク指揮官と一緒にな。西シユルツに向かうにしても、シュルツ人類反旗軍レジストと話をつけなくちゃいけない」

「それが気にくわんのじゃ」

　カイが寝ていたベッドを椅子がわりに、レーレーンが勢いよく座りこんだ。

「蛮神族ワシらなら、話しあいは同胞すべてを集めて行うぞ。エルフもドワーフも妖精も、必要とあらば天使たちも呼びよせる。隠しごとは一切なし。なのに人間は、なぜこうも少数で話をつけたがる？」

「その方が早く済むからだよ」

「それがいかん！」

　レーレーンがこちらを指さして。

「早く済ませるのは意見の黙殺じゃ。誰もが知恵をだしあってこそ解決する問題もあろう。人間は、どうも話しあいを急せかしたがる」

「それは蛮神族が────いや、何でもない」

　蛮神族が、圧倒的に人間よりも長生きだから。

　出かけた言葉をカイは呑のみこんだ。

　エルフにドワーフに妖精に天使。

　蛮神族に括くくられる四種族はいずれも長生種だ。

　レーレーンの言うように水さえ口にせず、一月近く不眠不休で話しあいを行うことさえあるという。

　……あとは悪魔も同じくらいの長生種か。

　……聖霊族と幻獣族は、データが少ないからわからないけど。

「とにかく、素早く決めることも大事なんだよ。特に今回みたいな遠征は」

「わたしは気にしないけどなー。ジャンニャたちだけで決めても気にしないよ？」

　ベッドに寝そべるリンネ。

　レーレーンもそうだが、どうにもこの二人は隙あらば自カ分イのベッドを占拠する習慣ができてしまったらしい。

「わたし難しい話イヤだもん。会議室っていうのも狭くて苦手だし」

「ワシとて人間に囲まれたいわけではない。だがな、せめて話の経過だけでも寄こすのが礼儀というものであろう……む？」

　ピクッ、と。

　エルフの巫み女こが、長い耳を振るわせた。

「おーい。カイいるかー」

「ばかアシュラン！　カイってば熱があるから寝てるって言ってたじゃない。寝てるならそっとしておけってジャンヌ様に言われたでしょ！」

「あ……やべっ」

　あっけらかんとした青年の声と、それを叱る少女の声。

　どちらも部屋の扉を隔てた通路から。

「お、おい。今ので起こしちまったかな……」

「知らないわよ。念のためノックしてみる？」

「──いや大丈夫。起きてるから」

　ノックが響くその前に、カイは部屋の扉を開けた。

「サキもアシュランも、どうかしたのか？」

　ウルザ人類反旗軍レジストの傭よう兵へい二人。

　背の高い剽ひよう軽きんな雰囲気の青年がアシュラン、そしてもう一人、こちらはオレンジ色の髪をした小柄な少女がサキ。

　どちらもカイが「この世界」で再会した数少ない友人だ。

　──もっとも。

　──当の二人は、正史での自カ分イを覚えていないのだが。

「おお、よかった起きてたんだな。顔色もそんな悪くなさそうじゃねえか」

　ほっとした表情のアシュランが、カイの後ろにいる少女二人に手を振って。

「よぅ。リンネちゃんもレーレーンちゃんも部屋に閉じこもってないで、たまには俺と散歩でもどうだ？」

「っていうコイツはほっといて。それよりカイ、招集よ」

　サキが、そんなアシュランの脇腹を肘ひじで突きながら。

「ジャンヌ様が人類反旗軍レジストの隊長級を呼びよせてるわ。ついでにカイが起きてたら呼んでくれって」

「わたしは？」

「ワシは？」

「アンタたちもよ。バルムンク指揮官から話があるって。いつもの会議室ね」

「すぐ支度して行くよ。ええと……」

　部屋のなかをさっと見回す。

　といってもカイの私物は多くない。こちらの世界で購入したわずかな衣類と通信機。そして正史の世界から持ちこんだ銃剣「亜竜爪ドレイクネイル」とその弾丸。

　……略式ドレイク弾が残り六発。

　……略式エルフ弾にいたっては残り二発か。

　持ちこんだ弾丸が尽きかけている。カイにとって最もさし迫った悩みになるが、現時点で解決策は浮かんでいない。

「カイ、銃剣は持っていかなくてもいいわよ」

「習慣なんだ。手放したくない」

「はー……。前から思ってたけど、傭よう兵へいじゃないくせにアタシたちよりよっぽど傭兵っぽいわよね。心構えっていうか」

「似たようなことをよく言われたよ」

　溜ため息いきをつくサキに、思わず苦笑がこぼれそうになる。

　部屋を出ようとしたその矢先に。

「カイ、あれどうするの？」

　リンネが指さしたのは、テーブルの隅に置かれていた古いペンダントだった。

　ロケットペンダント──

　装飾部分チヤームが開閉式になっていて、開けた空洞部分に薬や写真を入れておくことができる。このアクセサリ自体は珍しいものではない。チェーンも安価な金メッキで、宝石のような高価な装飾はついていない。

「放っておく？　それともわたしが見張っておく？」

「……俺が持っていくよ」

　ペンダントを指に引っかけて拾い上げる。

「おいおいカイ？　お前いつからそんな洒落しやれたもの持つようになったんだ？」

「中に薬が入ってる。肩の傷の化か膿のう止めだよ」

　目ざとく聞いてくるアシュランにそれとなく返事。

　リンネの小声は、どうやら傭兵二人には聞こえていなかったらしい。

「サキ、三階だっけ？」

「そそ。ジャンヌ様とバルムンク指揮官が待ってるわ。あと両方の人類反旗軍レジストの隊長たちも待機中よ」

「わかった」

　リンネとレーレーンに目配せし、カイは部屋を後にした。




　要よう塞さいルイン・ズ・フラム、三階。

　かつて王族が暮らしていた宮廷の一室で、獅し子しの咆ほう吼こうもかくやというような大声が響きわたる──

「諸君、待たせたな！」

　北のウルザ連邦および南のユールン連邦。

　そこから選よりすぐられた傭よう兵へい隊長たちを見回して、大男が声を張りあげた。

「うるさっ!?」

「騒音かっ!?」

　会議室の最後尾で。

　人間よりも耳のいいリンネとレーレーンがそろって耳に手をあてるが、当の本人がその様子を気にする気配はない。

「西シユルツの指揮官ミン殿とようやく連絡がついた。通信電波の受信にやや手間取ったが、話は速すみやかにまとまった」












　南ユールンの指揮官バルムンク。

　獅し子しを思わせる金色の髪と顎あご髭ひげをたくわえた姿から、「獅子王」と呼ばれる男だ。

　ずらりと並ぶ隊長たちも屈強な精せい鋭えい揃ぞろいだが、バルムンクはさらに頭一つ抜けた上背と逞たくましい風ふう貌ぼうである。

「諸君らもおおむね予想していただろう。シュルツ人類反旗軍レジストから、こちらの提案を全面的に了承すると返事があった」

　そう続ける獅子王の視線が、隣に佇たたずむもう一人の指揮官へ。

「ジャンヌ殿。俺から説明するがよろしいか」

「ええ。手て筈はずどおりに」

　北ウルザの指揮官ジャンヌ。

　悪魔族に支配されていたウルザ連邦で、王都ウルザークの奪還に成功。連邦の救世主とまで讃たたえられている美麗の青年だ。

　後ろで結わえた銀髪は艶つややかで、その相貌は凛り々りしくも美しい。民衆と傭よう兵へいの双方から支持される「霊光の騎士」。

　──そして男装の令嬢。

　──もっとも、この世界でジャンヌを少女と知る者は限られているのだが。

　そんなジャンヌが。

　会議室の最後尾に座る自カ分イにむけて、そっと目配せ。

「よく聞け。俺と諸君らは、これより連邦このくにの『外』へと挑む！」

　獅子王バルムンクの咆ほう哮こう。

「先日の作戦中、思いがけぬことに聖霊族の首領と交戦にいたったが、ヤツがあの場で語ったことを諸君らも鮮明に覚えていることだろう」

　隊長たちは無言。

　しかし一人からも反論が挙がる様子はない。




〝鏡キヨウ光コは提案する〟

〝人間おまえたちの相手はまた今度。戦いをやめよう。幻獣族がこの連く邦にを狙っている〟




　広大なユールン連邦の草原で──

　最古の粘状生物スライム『霊元主』六リク元ゲン鏡キヨウ光コは、長年の宿敵であるはずのユールン人類反旗軍レジストに向けてそう言った。

　……いや、宿敵と思ってたのは人間だけか。

　……聖霊族はもとから人間なんか眼中になかっただろうし。

　カイとて耳を疑った。

　まさか他種族からの共闘提案？

　それも聖霊族から？

　聖霊族はもっとも原始的で知能のない種族である、と。カイとリンネ、さらには蛮神族のレーレーンも信じて疑わなかった。

　だが事実、ここに集まった隊長たちも六リク元ゲン鏡キヨウ光コの話を聞いている。

「幻獣族の狙いは西シユルツだけではない。他の連邦を狙っているのは確かだろう」

　続けて口を開いたのはジャンヌだ。

「ウルザ連邦の国境に現れたのが疾竜ワイバーンだ。イオ連邦にも巨獣ベヒーモスが入りこんだのを目撃している。そしてもう一つ事実を述べるなら、現状、人間わたしたちには聖霊族と幻獣族を同時に相手する力はない」

　幻獣族がこの南ユールンを狙っているのは疑いない。

　その前提での二者択一──

　聖霊族と幻獣族の二つを相手取るか。

　聖霊族と共闘のうえで、幻獣族を先に討つか。

　だが前者は、ジャンヌが今まさに釘くぎを刺したとおり現実的にありえない。

「積みかさなる禍か根こんは承知の上だ。俺も諸君らも、命をかけて聖霊族と戦ってきた。奴やつらを生涯の敵と定める者も少なくない。俺自身もそうだからな」

　言葉を継ぐのは獅し子し王おうバルムンク。

「だが俺は、先に幻獣族を討つべきであると決した」

　ざわり、と。

　今まで沈黙を保っていた隊長たちがざわめいた。

「……指揮官。以前にも訊たずねたことですが、あらためてお聞きしたい」

　怖おず怖おずと手を上げたのは壮年の傭よう兵へい隊長だ。

　ここユールン連邦で、彼もまた聖霊族との戦いに命をかけてきた男の一人だろう。

「聖霊族との共闘とやらが想像もつきません。我々が銃を握って幻獣族と戦うその横に、奴らが並ぶことになると？」

「そうではない」

「ならば共闘とは？」

「『邪魔するな』。俺はそう捉えている」

　バルムンクの答えに迷いはなかった。

「ガイナッツ隊長、それは俺も迷いに迷った難題だ。聖霊族やつらのいう『共闘』と人間のソレが同じものである保証はない」

「……はい」

「人間と聖霊族が足並みをそろえて幻獣族に挑む。聞こえはいいが現実的ではないだろう。聖霊族やつらとまともな作戦会議ができるわけがないからな。ゆえに今しがた言ったとおりだ。互いに互いを『邪魔するな』」

　人間は人間で。

　聖霊族は聖霊族で。

　それぞれがシュルツ連邦へと向かう。そこに互いの干渉は一切ない。

「俺たちはあくまで南の連邦ユールン、北の連邦ウルザ、西の連邦シユルツ、この三つの人類反旗軍レジストでもって幻獣族を討つ。聖霊族やつらの手助けなどいらん」

「……その意思疎通ができると？」

「知らん！」

　豪快な口ぶりで、獅し子し王おうは部下の不安を一笑のもとに掻かき消けした。

「俺たちは何十年にわたって抗争を続けてきた敵同士だ。そもそも口約束など人間の間でさえ裏切りの応酬が世の常つねだろう。それを聖霊族が守る保証はないからこそ、俺は先日、あの草原で別れ際に六リク元ゲン鏡キヨウ光コに言ってやったばかりだ」




〝人間オレたちは、人間オレたちの流儀でやる〟

〝俺たちが幻獣族と戦う際に一切の邪魔をするな。加勢もいらん！〟




「ガイナッツ隊長、お前もその場にいたはずだ。そうだな？」

「……はっ」

「それを互いに守るのが『共闘』。聖霊族が裏切るようならばその場で破約。それだけの話だ。違うか？」

　それ以上の反論は無い。

　勢いに黙らされたのではなく、ほっとしたからだろう。

　ユールン連邦の兵が抱いていたのは恐れ。「よかった。傭兵おれたちは、聖霊族やつらと直じかに手を組むような真ま似ねはしなくていい」──この不安が解消されたのであれば、指揮官バルムンクの決定に従わない理由はない。

「そしてシュルツ連邦への遠征は、俺とジャンヌ殿の合同部隊とする」

　総指揮官はジャンヌ。

　これはユールン人類反旗軍レジストが、聖霊族以外と戦った経験がないからだ。

　悪魔族と蛮神族、そして聖霊族との交戦経験をもつジャンヌが総指揮を務めるべきというバルムンク側の発案になる。

「ウルザ人類反旗軍レジストからの技術提供を受けて、生産プラントで銃器の改造措置カスタマイズを命じた。幻獣族はタフだと聞くからな────十分な装備が揃そろい次第、シュルツ連邦めざして発たつ。それまで訓練を徹底する。以上！」





　　　　　　　２






　傭よう兵へい隊長たちが退室。

　かつてのダンスホールを改装して机と椅子を並べた会議室が、がらんとした静寂に包まれた。

「カイ、起きてきてくれたのはありがたいが、熱は？」

　バルムンクとともに歩いてくるジャンヌ。

　その後ろには、護衛役である女戦士・花琳フアリンの姿もある。

「エルフの霊薬の副作用がまだ続いてると……」

「問題ないよ。こうして起きてても大丈夫だから」

　不安げなジャンヌに、カイは小さく頷うなずいた。

　どうせ寝ていてもリンネとレーレーンが騒いで起こされるに決まってる。そんな理由もあるのだが、起きていることに苦痛はない。

「話は聞いてのとおり。ようやく西の連邦と話がついた。ただ向こうの電波塔の破損が著しく、いつ通信が断絶してもおかしくないらしい。そうなる前に加勢に向かいたいと思う」

「設備の経年劣化か？　それとも幻獣族の襲撃で？」

「後者だ。昔、電波塔が一撃で破壊されたらしい。山のように巨大な幻獣族にだ……正直、そんな怪物なんてお目にかかりたくないな」

　苦笑いを挟むジャンヌ。

「話を戻すが、バルムンク殿が話したとおり北の連邦ウルザ、南の連邦ユールン、西の連邦シユルツからなる三つの人類反旗軍レジストの合同で幻獣族に立ち向かうことになる」

「……俺も、部下と民衆の説得にはだいぶ手を焼いたがな」

　嘆息で応じたのは獅し子し王おうバルムンクだ。

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コからの提案を聞いた俺はともかく、要よう塞さいに待機していた部下は何も知らない。いまだ半信半疑の者も少なくないだろう」

「いえ、見事な手腕でした」

「よせジャンヌ殿。今さら世辞など──」

「私は真剣です。たとえば私の立場で、悪魔族から共闘を呼びかけられても民衆を説得できる自信はありません」

　ジャンヌが肩をすくめてみせる。

　──参りました。

　そんな意味をこめてのものだろう。

「バルムンク殿が、この連邦の民と積み重ねてきた信頼あってこそです。それは、まだ私のような若造には足りないものだから」

　獅し子し王おうバルムンクと霊光の騎士ジャンヌの違い。

　どちらも指揮官としての威厳は揺るぎないが、それとは別に、人としての風格が言葉に重みを与える時がある。

「しかし一番手っとり早いのは、奴やつみずからが民衆の前で『人間と共闘する』と宣言することだったはずだ。まったく手間をかけさせる」

　ぎろりと。

　バルムンクのまなざしが、カイが指先に引っかけているペンダントへ。

「おい聞いてるのか」

『────』

「ええいっ返事をしろ六リク元ゲン鏡キヨウ光コ！　俺は貴様に向かって怒鳴っているんだぞ！」

『………………』

「だ、か、ら、出てこい！　カイ、そのアクセサリを俺に寄こせ！」

　カイの手から問答無用でロケットペンダントをひったくる。バルムンクが装飾部分チヤームをこじ開けたそこには。

『…………なに？』

　小人がいた。

　真まっ青さおに透きとおった粘状生物スライム。

　いや、小人と呼ぶにしてもあまりに小さいだろう。なにしろペンダントの装飾部分チヤームの空洞にすっぽり入ってしまう大きさの少女なのだ。

「おい六リク元ゲン鏡キヨウ光コ！」

「ちょ、ちょっとバルムンク殿！　声が大きいですっ、外に漏れたら部下への説明が大変だと仰おつしやっていたではないですか」

「そ……そうだったな……失敬、ジャンヌ殿」

　こほんとせき払い。

　アクセサリを自分の手のひらに乗せて、真っ青な少女を見下ろす獅子王。

　──粘状生物スライム、すなわち聖霊族。

　ユールン連邦を支配する種族であり、この地に暮らす人間にとって最大の敵。それが、手に乗っていることがどれほど異様な光景か。

　しかもその相手は──

『鏡キヨウ光コは眠い』

　全長数センチ。

　カイの小指より小さい。幻獣族の英雄ラースイーエの襲撃、そして切除器官ラスタライザとの死闘で消耗しつくした結果だ。

『寝る。三十年たったら起こして』

「今すぐ起きろ！」

『……もう』

　ペンダントの装飾部分チヤームに収まった六リク元ゲン鏡キヨウ光コが、上半身だけを起き上がらせる。

『知能レベルが低い生物と話すのは時間の無駄』

「何か言ったか？」

『鏡キヨウ光コは二度の戦いで細胞のほとんどを失っている。人間、お前にも説明したはず』

　真まっ青さおな粘状生物スライムが、その針のように小さな指でバルムンクを指さした。

『いまの鏡キヨウ光コは、失った細胞を増やすのに忙しい』

「蘇そ生せいの術は使わんのか？」

　そこにレーレーンが口を挟んで。

「主ぬし、もう何日もペンダントの中で寝ていたようじゃが、一度目の戦い後ごには仲間たちと融合して蘇生していたではないか。同じ方法は使えんのか？」

『使える。けど使わない』

「なぜじゃ？」

『ともなう犠牲が大きすぎる。今の鏡キヨウ光コの肉体を蘇生するのに、これ以上は種族の数を減らすことができない』

　何千体。あるいは何万体か。

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コが強大であるがゆえに、それを完全回復させるのには莫ばく大だいな聖霊族の犠牲が必要になってしまう。

『だから鏡キヨウ光コは寝ていたかった。……なぜ起こした？』

「俺たちは西のシュルツ連邦へ向かう」

『知ってる』

「お前にも同行してもらう」

『────』

　一瞬の沈黙。

　バルムンクが再び口を開くより先に、聖霊族の英雄は面倒くさそうに口を開いた。

『知ってる。そうでなければ鏡キヨウ光コはこんなところにいない』

「俺たちがシュルツ連邦に向かうということは、それだけ要こ塞この守りが薄くなるということ。その隙をついて聖霊族が襲ってこようものなら、わかっているな？」

『好きにするといい。鏡キヨウ光コに抵抗する力はない』

「ほう、潔いな」

『どうせ核は分裂させてある。この肉体が潰つぶれても平気』

「全然潔くないではないかっ!?」

『潔い。核が一つ潰つぶれることが鏡キヨウ光コにとってどれだけの痛手か。完全再生が十年単位で遅れることになる』

　だから人質としての価値は十分──

　この小さな英雄はそう言いたいのだろう。ユールン連邦に残すことになる要よう塞さいと民衆、その双方を聖霊族が襲わないという約束ルール。

『というわけで鏡キヨウ光コは寝る。後は好きにしていい』

「おおいっ、貴様っ!?」

　すっぽりと装飾部分チヤームの中に収まって、器用にも内側から蓋を閉めてしまう六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

　もうバルムンクがどれだけ叫んでも反応しない。

「くっ……おいカイ、遠征期間中、このペンダントは俺が預かっておく。いいな」

「俺は構わないですが」

「では決まりだ。あとは西への遠征に向けて準備を進めるのみ！　俺はここで失礼する。ジャンヌ殿、午後の会議でまた会おう！」

　ペンダントをかたく握りしめる獅し子し王おうが、背を向ける。

　そのぶ厚い背中が去っていく姿を見送って。

「ねえジャンニャ？」

　ぽんぽん、とジャンヌの肩を叩たたくリンネ。

「わたしよくわかんなかったけど、まだ出発しないの？」

「もうしばらくかかるわ。私たちもユールン人類反旗軍レジストも、幻獣族と戦う用意が完璧ってわけじゃないの。特に武器ね」

　霊光の騎士がそっと肩をすくめて。

「エルフの森でベヒーモスが襲ってきたでしょ。あの時、機関銃がまるで効いてなかった。それで痛感したの。悪魔用の武器じゃ幻獣族にはダメだって。もちろん悪魔が幻獣族より弱いってわけじゃなくて、種族特性の差だけど」

「ふぅん？」

「ユールン人類反旗軍レジストの武器もね。ほとんど聖霊族との戦いに特化してるから、急ごしらえでも改造しなくちゃ。────これ、カイの受け売りだけど」

　ジャンヌのまなざしが向けられる。

「でしょ？」

「ああ。急ごしらえでも武器の調整をした方がいいと思う。全種族に効く万能の武器っていうのはなかなか無いし」

　同時に、これは自分自身に言い聞かせるためでもある。

　カイの亜竜爪ドレイクネイルは、正史での五種族大戦の戦闘をもとに設計された銃剣だ。

　理論上、全種族に通用する。

　……だけどベヒーモスには効かなかった。

　……正史で記録されている以上に強い個体が、まだまだいるかもしれない。

　亜竜爪ドレイクネイルが通じない相手にどう立ち向かえばいい？

　略式ドレイク弾が効かない耐久力。

　略式エルフ弾で打ち消せない大法術。

　さらにどちらの弾丸もじきに底をつく。その時、果たして自分は生き残ることができるだろうか。

「……俺自身の課題だな。一いつ朝ちよう一いつ夕せきで解決するものじゃないし」

「カイ？」

「独り言だよ。大丈夫」

　ふしぎそうに見つめてくるジャンヌに、カイは首を横に振ってみせた。
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　グランド・アーク大平原──

　西のシュルツ連邦に接した国境へと続く草原。その道なき道を、三十台もの軍用車が一直線に進んでいく。

　二つの人類反旗軍レジストの混合部隊、およそ百五十名。

「しっかし、また大所帯になったもんだな」

　運転席に座るアシュラン。

　車内のバックミラーに目をやれば、自分たちのすぐ後部に、二十台以上もの車が二列で追走している光景がある。

「壮観っちゃ壮観だけどよ、こんな大人数じゃ武器も弾薬もすぐ足りなくなるんじゃねえの？　車に積みこめる量だって限度があるだろ」

「ねー。武器とかそれ以前に、食料とか水もマジメに考えなきゃ」

　後部座席のサキ。

　こちらはガムを噛かみつつ、手元の地図と睨にらめっこしながら。

「アタシら百五十人の傭よう兵へいを受け入れるんだもん、西シユルツの人類反旗軍レジストも大変よね。ご飯とか水とか向こうが用意するわけだし、寝る場所だってそうよ」

「古い廃はい墟きよくらいあるだろ」

「嫌よ。廃墟とかネズミとかヘビとか出そうだもん。ベッドとは言わないけど、せめて落ちついて眠れることを望みたいわ。リンネもそう思うでしょ」

「わたし？　うーん……」

　サキの右隣といういつもの席で、リンネがじっと考える。

「わたしはどこでも寝られるから大丈夫」

「ワシもじゃ。ネズミもヘビも可愛かわいいもんじゃぞ。ワシも森で寝る時は、よく野ウサギと一緒に寝たものじゃ」

　うんうんと賛同するエルフの巫み女こ。

「しかしな。主ぬしらは着いた後の心配ばかりしているが、ワシらはまだ南の連邦の国境さえ通過しておらんが」

「そうねえ……あ！　カイ、見えたわよ墓所ってやつ」

　ぱっと顔を上げて、窓の向こうをサキが指さした。

　緑の地平線上。

　木々より遙はるかに高い漆黒のピラミッドが聳そびえ立たっている。

「いま見てもホント大きいわね。ちっちゃな都市一つくらい丸々入っちゃいそう。カイが前に言ってたからウルザ連邦だけの建物かと思ったけど、ここにもあるのね」

「ああ、いつ造られたのかは俺も知らないけど」

　未解析神造遺跡メガリス。

　誰が造ったのかわからない建造物の総称だ。正史では、これを利用して預言者シドが四種族を封印した。

　……誰が墓所を造ったのかはわかってない。俺もそう思ってたけど。

　……これもあの預言神が関わっているのか？




〝私は、五種族大戦が終わった世界の存在です〟

〝世界座標の鍵コードホルダーを創ることに、すべての力を使い果たしてしまいましたから〟




　エルフの森の奥深くで。

　預言神アスラソラカと名乗る像はそう言っていた。

　あの存在が本当に「神」と呼べるような超越的存在なのかはカイにも測りかねているが、五種族大戦の生き証人であるのは疑いない。

　だが。

　墓所を前にして、心中穏やかでない者もいる。

「────」

　後部のレーレーンをそっと見やる。

　じっと窓を見つめ、案の定、エルフの巫女は無言で歯を食いしばっていた。

「……そう。もうしばしの辛抱ですぞ。必ずや」

　押し殺したエルフの独白。

　その声こそ車内に響いたが、心境を察したのはカイとリンネの二人だけだろう。

　──主しゆ天てんアルフレイヤ。

　石化したように凍りついた天使を、切除器官ラスタライザから奪い返したのがあの墓所だ。




〝この石像は生きてない。鏡キヨウ光コが攻撃する必要がない〟

〝そ、そんなことはない！　術式さえ解ければ主天アルフレイヤ殿を蘇そ生せいできるはず〟




　六リク元ゲン鏡キヨウ光コは、主天アルフレイヤの像に触れてこう言った。石化の呪術ではない。まるで時間が止まったような状態だと。

　そして主天アルフレイヤの像は、レーレーン自らが墓所の内部に再び隠した。

　人類反旗軍レジストの拠点に置くことはできず、かといって墓所の外は聖霊族の支配地になる。見つかって破壊されるわけにはいかない。

　……主天アルフレイヤを襲ったのは切除器官ラスタライザだ。

　……だけどあの怪物を操ってる黒幕が、牙が皇おうラースイーエの可能性がある。

　蛮神族レーレーンにとっては主天アルフレイヤの敵かたき。

　カイとリンネにとっても、牙皇ラースイーエが世界輪りん廻ねの元凶というのなら、正史に帰還するためにも見過ごすわけにはいかない。

「あれ？　これまずくない？」

　突然に。

　地図を見ていたサキがはっと顔を持ち上げた。

「んー……ねえカイ、助手席そつちから正面方向に何か見えたりする？」

「岩と木だけだ。どうかしたかサキ？」

「このままいくと第四都市グリエールってのが見えるはずなのよね。もう大昔に聖霊族に襲われて廃はい墟きよ化してるけど」

「っ、まさか」

「そそ。聖霊族の巣になってるってこと。しかもめちゃくちゃデカそうよ……」

　三十台もの軍用車が進んでいく草原。

　うっすらと、都市の影が見えてきたのはそれから数分後のことだ。

「ぁっ!?　や、やっぱり思ったとおりじゃない！」

　サキの悲鳴。

　さらには左隣で、レーレーンまでもが顔をしかめている。

「相変わらず不気味じゃの。しかもあの巣は……デカいの」

　──光り輝く廃墟。

　都市一つがそっくり、光を放つコケ状のものに覆おおわれた奇怪な姿になっているのだ。

　喩たとえるなら蜘く蛛もの糸でビルを覆いつくしたよう。人間の感性ではおよそ理解できない、極めて不気味な「巣」がそこにはあった。

「おいおいおい、カイ、これやべえんじゃねえの！　今すぐ急ブレーキか方向転換するべきだろ。このままじゃ巣に突っこむぞ」

「それは俺も同感だけど……」

　巣には何万体という聖霊族が棲すんでいるだろう。

　この連合軍を包囲するのに十分すぎる規模であるのは疑いない。そして包囲されれば、いかに精鋭の傭よう兵へいとはいえ全滅は必至。

「だけどこれも作戦通りだ。俺たちは奴やつらの巣に踏みこむ」

「っ!?　まさか、そういうことなのか！」

「ああ。西の連邦へは、あの巣を突っきるのが手っとり早い。バルムンク指揮官が『直進』すると言ったのはそういう意味だ」

　アシュランに口早に応じつつ。

　カイ自身、心の内では冷や冷やものだ。

　……獅し子し王おうバルムンク、思いきった決断をしたな。

　……俺もジャンヌも、こんな無む茶ちやぶりは流石さすがに実行しようとは思わないぞ。




〝人間おまえたちの相手はまた今度。戦いをやめよう〟




　六リク元ゲン鏡キヨウ光コの、あの宣言。

　ラースイーエ打倒を掲げた言葉が本心ならば、たとえ巣に踏みこんだとしても聖霊族は襲ってこないはず。

　つまりこの直進で、六リク元ゲン鏡キヨウ光コの本心を確かめようというのだ。

　──逆を言えば。

　粘状生物スライム。幽体ゴースト。発光体ランタン。

　それらが一匹でも襲ってきたら、その場で聖霊族と人間の大戦争が始まるだろう。

　……奴らの巣で戦っても勝ち目はない。

　……わかっていて、それでも聖霊族の真意を見極める気なんだ。獅子王は。

　そしてジャンヌも許諾した。

『諸君、これより巣に突入する』

　一斉通信で響きわたったのは、獅子王バルムンクの声。

　その力強い声量で。

『言うなれば、これは聖霊族やつらの本心を確かめる実験だ。打倒幻獣族を誓ったあの言葉が、嘘うそか真まことか。だがあえて言おう。皆、銃を用意しておけ』

　聖霊族の巣へ。

　一台、二台と進んでいく。

　光るカビが生えた路面をタイヤが擦こすり、その勢いで跳ね上がった胞子がぱっと宙を舞うなかで。

「指揮官っ！　一号車より緊急連絡です！」

　通信機に割りこむ部下の悲鳴。

「ず、頭上をご覧下さい！　廃ビルの上からです！」

『……幽体ゴーストか！』

　頭上を埋めつくす浮遊体。

　廃ビルの四方八方から凄すさまじい勢いで集まって、巣の中を進む三十台の車の上で旋回を始めたではないか。

　まるで獲物を狙うハゲタカの如ごとく。

「み、見られていますっ！　すぐ頭上に──────」

『撃つな！　待て。俺が命令するその瞬間まで、一発の発砲も許さん』

　獅し子し王おうが吼ほえた。

『状況は同じだ。奴やつらとて、人間がいつ襲ってくるか神経質になっているのは疑いない。奴らも人間オレたちの真意を探っている』

「し、しかし……どんどん近づいてきます！」

『撃つなと言っている！』

　しんと静まりかえる。

　アシュランは無言でハンドルを握りしめ、サキは息を殺して押し黙り、リンネとレーレーンは左右の窓から頭上の幽体ゴーストを睨にらみつけている。

　おそらくは、すべての車内で同じことが起きているだろう。

『そのまま直進だ』

　淡々と告げられる指揮官の命。

　かつて都市の大通りであった道路をひたすらに直進。

　砕けたアスファルトと窓ガラス、ビルの壁面から剥はがれ落ちたコンクリートが散らばる道を進んでいった先に、一ひと際きわ大きな建造物が見えてくる。

　ねじくれた塔のようなビル。

『なんだ？　あんな建物があった記憶は──────なっっっっ!?』

　獅子王が息を呑のむ気配が、通信機を伝って響きわたった。

　ビルではない。

　それはビルをも上回る巨体の、銀色の粘状生物スライムだった。まったくの不動であるがゆえに、遠目には完全な擬態と言えるだろう。

『こんな粘状生物スライムがいるのか!?』

　十階建ての高層ビルに届く巨体だ。

　エルフの森で遭遇した巨獣ベヒーモスさえ上回る質量。まっすぐ倒れてくるだけで連合部隊の車両すべてが押しつぶされる。

「おそらく千年級。あるいは英雄級か……？」

　レーレーンの掠かすれ声。

「聖霊族は長生きするほど巨大化する個体がおる。そこは幻獣族と似ておるが、これほどの粘状生物スライムはワシも初めて目にするの」

　強さの指針となる四段階。

　十年級──生まれたばかりの小型個体。訓練された傭よう兵へいならば撃退可能。

　百年級──統率された傭兵部隊ならば勝負になるが、危険を伴う。

　千年級──強大無比。人間があらゆる手段で挑んでも常に全滅する可能性を負う。

　英雄級──霊元主・六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。

　これは四種族に共通する指針だ。

　千年級以上を相手にするには、指揮官と隊長級による合同協議が必要になる。

　……恐ろしいのは英雄だけじゃない。

　……ウルザ連邦の時にも痛感してたけど、あらためてとんでもないな。

　悪魔族もそう。

　冥めい帝ていヴァネッサを倒したカイとリンネの前に、その二番手ナンバーツーである英雄級悪魔が現れたのは記憶に強く焼きついている。

　夢魔姫サキユバスロードを名乗る悪魔──




〝私は夢魔サキユバスのハインマリル〟

〝ヴァネッサお姉様が倒されたって聞いたら、どんな人間か気になるのが当然でしょ？〟




　冥帝ヴァネッサに次ぐ夢魔姫サキユバスロードがいるように。

　たとえ六リク元ゲン鏡キヨウ光コが無力化した今も、聖霊族の総力はいまだ人の想像の及ぶところではない。

「だが動かんの。リンネ、主ぬしはどう思う？」

「……大気がピリピリしてる」

　窓ガラスから見上げるリンネが、銀色の巨大粘状生物スライムをじっと観察。

「アイツ怒ってるよ。自分たちの巣に踏みこまれて、ものすごく怒ってる」

「真まことか？」

「うん。いつ襲ってきてもおかしくないんだけど──」

　動かない。

　小山ほどの粘状生物スライムは微動だにしないのだ。わずか数メートル手前を三十台もの車が横切っている間も、何一つ変化がない。

「我慢してるんだと思うの」

『バルムンク殿』

　通信を伝って聞こえてきたのは、ジャンヌの凜りんと澄みきった声だった。

『動きはありません。幽体ゴーストたちも頭上を飛んでいますが襲ってくる気配はない。そして私たちは、もうじきに都市を通過する』

『…………』

『これが聖霊族の示した意思であるかと』

『──わかっている』

　獅し子し王おうの溜ため息いき。

『都市を通過する最後の瞬間まで油断はできない。だが諸君、見てのとおりだ。聖霊族やつらは俺たちを見逃す気でいる。幻獣族を討つためにだ』

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コの言葉に嘘うそはなかった。

　それが証明されつつある。

『全軍このまま直進せよ』

　獅子王の言葉に強さが戻る。

『いくぞ。西の連邦へ──』
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　世界を分かつ四つの連く邦に。

　北、東、南、西のそれぞれが悪魔族・蛮神族・聖霊族・幻獣族に奪われて、世界はもはや人間のものではなくなった。

　一方で──

　無主地と呼ばれる、どの種族にも支配されていない地が存在する。

　一滴の水も無く乾いた荒野。灼しやく熱ねつの大砂漠。嵐の大海。さらには永久氷土の霊峰。こうした過酷な地が世界いたるところに点在する。

　そう。

　それはカイの知る正史でも、かつて観測されていたのだが。

「…………」

「ねね、どうしたのよカイ、さっきから地図と睨にらめっこしちゃって。瞬まばたきもしないで見てたら車酔いするわよ？」

「サキ、これだけどさ──」

　手元の地図を広げて、後部座席のサキへと掲げる。

「俺たちが今いるのはシュルツ連邦の国境線沿いのここ。さっき国境を越えた」

「今さら確認？　それで何よ？」

　シュルツ連邦──

　世界四連邦でもっとも広い領土の、その東部。

　いま人類反旗軍レジストの連合部隊が車を走らせているのは、国境を越えた先の幹線道路ハイウエイだ。

　うっすらと霞かすんで見える山さん嶺れいは、火山帯。かつて大噴火を引き起こし、噴き上がった火山灰がぶ厚い地層を形成している。

「ここも無主地なのか……？」

「アタシに訊きかれても困るわよ。シュルツ人類反旗軍レジストから送られてきた地図にそう書いてあるなら、そうってことでしょ」

　オレンジガムを噛かみながら、サキ。

　その手元には双眼鏡。いち早く幻獣族の接近に気づくためだ。

「実際、ずっと幹線道路ハイウエイを走ってるけど幻獣族もいないしね。たぶん無主地なのよ」

「…………」

「だ、か、ら、どうしたのよカイってば！」

「俺の知ってる歴史と違う。その違いは何だろうなってさ」

「え？」

「俺の知ってる大戦だと、ここは無主地じゃなくて地図どおり幻獣族の縄張りだったはずなんだ。無主地が広すぎる」

　眉をひそめ、カイは地図を凝視した。

　シュルツ人類反旗軍レジストが作成したという最新版。これを見るかぎり、幻獣族が幹線道路ハイウエイの周辺に現れたことはないという。

　……どういうことだ？

　……だってここは普通の平野じゃないか。幻獣族の縄張りで何も問題ない。

　ありきたりな平野だ。

　地面には草木が生えて、つい数分前には湖も目にした。

「幻獣族が生息するには申し分ない場所に見える。なぜここに幻獣族はいないんだ？」

「いいじゃねえか。不安なら用心すりゃいいだけだ」

　運転席で、アシュランがあくびを噛みつぶす。

「無主地が多いのが不思議っていうけどよ、ウルザ連邦にも結構あるぜ？　悪魔族が支配してなかった場所」

「ああ、それもジャンヌから聞いて驚いた」

　聞かされたのはつい数日前。

　この地図を渡された時、無主地の存在に気づいたカイに、ジャンヌが何気なく話してくれた。

　……北ウルザだけじゃない。東イオも南ユールンも。

　……世界規模で、四種族が縄張りから外している領域が妙に多くないか？

　人間にとっては貴重な安全圏。

　たとえば幻獣族に襲われた時に、この領域に逃げこむことで生還した傭よう兵へいたちがいる。ただし、「なぜ無主地か」の解明には至っていない。

「ねーカイ」

「ん？」

「わたしもう疲れたよぉ。いつまで車の中にいればいいの……？」

　リンネが後部座席でぐったり。

　三日前にユールン人類反旗軍レジストの要よう塞さいを発たって以来、ずっと慣れない車中泊であることに疲労が溜たまっているらしい。

「そうだな。レーレーンもぐったりしてるし」

「…………」

　エルフの巫み女こは、サキによりかかって青白い顔。

　こちらはリンネよりも重症で、もはや返事をする気力も残ってない。

　……エルフの森を抜ける時もずっと車移動が続いたけど。

　……その時はテント泊だったしな。

　人間の造った「動く金属箱」の中で寝泊まりするのは、リンネやレーレーンにとって苦痛以外の何物でもないのだろう。

「そういえばこの近くに人間の町があるらしいわ。カイ、アンタが見てる地図に載ってるでしょ」

「人類特区ヒユーマンシテイ？」

「ううん。ほら、そのちっちゃな黒点。そこ普通の町なんだって」

「……普通の!?」

　サキの言葉に耳を疑った。

　人類特区ヒユーマンシテイではない。つまり人間が逃げのびている隠れ都市ではないということ。それが意味するものは。

「幻獣族に襲われずに残ってる町がある？　本当か？」




『鉄てつ屑くずの町アギト──』




　指揮官ジャンヌの通話が入ったのは、まさにその矢先のことだ。

『諸君、じきに町につく。広大なユールン連邦で、幻獣族に襲われずに現存しているただ一つの町だ。我が連合軍を歓迎するとの連絡もある』

　二股に別れた幹線道路ハイウエイ。

　先頭車が左へ舵かじを切って、後続車がそれに続いていく。

『あと一時間ほどの辛抱だ。とはいえ無主地として記録されていようと油断はできない。各自、警戒を怠るな。幻獣族といつ交戦になるかわからない』

「……わたしもう無理。あと一時間も車に乗ってられないよぉ」

「……ワシもじゃ。エルフの森が恋しいのぅ」

　リンネとレーレーンの呟つぶやき。

　そのすぐ後に。

『え？　なんだ花琳フアリン、違う？……あ、間違えた。すまない諸君』

　ジャンヌの、あっけらかんとした声が返ってきた。

『あと二時間はかかるそうだ』

「もうやだぁ────────っっっっ！」

「限界じゃああああああああっっっ！」

　カイの乗る車両に、少女二人の悲鳴がこだました。
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　石炭による火力発電──

　四種族の脅威に対抗する機関を駆動させるため、地下資源に恵まれたシュルツ連邦では炭鉱開発が行われた。

　炭鉱集落、炭鉱町、炭鉱都市。

　多くの呼び方を持つこれらの拠点は、幻獣族の襲撃をうけてことごとく壊滅してしまう。残った町はただ一つ。

　──鉄てつ屑くずの町アギト。

　そう呼ばれる鉱山の町で。

「大地じゃ───────────っっっ！」

　軍用車のドアを蹴り開けて、レーレーンが外に飛びだした。

　ずっと金属箱の中に閉じこめられていてよほど地面が恋しかったのか、赤茶けた地面の上に仰あお向むけに転がりこむ。

　そのまま起き上がる気配がない。

「あぁ、やはり身体からだが土と接しておるのは良いの。エルフの森の清せい澄ちような空気が吸いたいという贅ぜい沢たくは言わん。一日こうして土に寝そべっておりたいのぅ」

「そう言わずに起きてくれ。ほら移動するから」

「あ、こらカイ！」

　渋い顔をするエルフの手を取って起き上がらせる。

　鉱山の跡を利用した広場に停とまっている車は、ウルザとユールンの軍用車。さらに石炭を運ぶためであろう大型トラックだ。

「信じがたいな。こんな白昼堂々、車を停めていいのか……」

　その光景を、目をみひらいて観察するジャンヌ。

　隣のバルムンクも似たような表情だ。

「ウルザ連邦では、廃ビルの陰に車を隠すしかない。もし見つかれば悪魔の斥せつ候こうがやってくる。人類特区ヒユーマンシテイがあるとバレてしまうことになるのに……」

「同感だジャンヌ殿。車を外に停めようものなら、聖霊族がうじゃうじゃとやってくる。だがこの町は、どうやら本当に幻獣族の侵攻とは無縁らしい」

　ここだけが正史のよう。

　そしてこの炭鉱があるからこそ、西のシュルツ人類反旗軍レジストは今まで幻獣族に抗あらがうことができたという。石炭も鉄鋼も、武器の製造には必要不可欠だ。

「鉱山にあるってことを抜かせば、ホントに普通の町っぽいな……」

　赤茶けた斜面にならぶビル群。

　カイにとっては懐かしい、正史の街並みによく似た風景だ。町の者の多くは炭鉱員の服を着て、忙しそうに荷を運んでいる。

　……炭鉱の仕事に集中してる。

　……銃を持ってない人間を見るなんて、本当に正史みたいな雰囲気だ。

　廃はい墟きよでないビルも、この別史の世界では珍しい。

「んー。人間の臭いするよね」

　リンネが不思議そうにあたりを見回して。

「ねえカイ。この町って本当に幻獣族が来ないの？　幻獣族って嗅覚がきくから、人間の臭いなんてすぐ嗅ぎつけてくると思うけど」

「俺もそれが不思議だよ」

　偶然とは思えない。

　……幻獣族が嫌うものがこの町にあるのか？

　……たとえば石炭の臭いを嫌うとか。鉄の臭いが嫌いだとか。

「とにかく一通り見てみよう。行こうリンネ、レーレーンも」

　百五十人の連合軍が町の奥へ。

　ジャンヌとバルムンクを先頭にした傭よう兵へい集団へ、進み出たのは同じく傭兵らしき装備をまとった壮年の男兵だ。

　短く刈った髪に、強い意志を感じさせる眼光。

「ウルザの指揮官ジャンヌだ。こちらは指揮官バルムンク殿。そちらは？」

「シュルツ人類反旗軍レジスト、隊長カーセナルと申します。貴軍らの遠征、心より歓迎いたします。よくぞおいでになられました」

「……失礼だが、ミン指揮官殿は？」

　出迎えというには数が少ない。

　百五十人という北ウルザと南ユールンの連合軍に対して、西シユルツ側はカーセナル隊長と部下九人だけ。ここに指揮官の姿はない。

「我らの指揮官ミンは本拠地でお待ちしております」

「貴官らは、この町の常駐か？」

「はい。一年間の任期で交代制を敷いております」

　傭よう兵へいによる常駐部隊。

　今まで幻獣族が現れていないとはいえ、さすがに警備は怠っていないらしい。

「明日の正午、皆さまを本拠地までご案内いたします」

「わかった。かたじけないが今晩は────…………っ、なんだ!?」

　ジャンヌの言葉が止まる。

　鳴動。

　カイやジャンヌ、さらにはリンネとレーレーンまでが咄とつ嗟さに足下を見下ろすほど突然に、地面が揺れ始めたのだ。その振動で地面の石がぱらぱらと坂を転がっていく。転ぶほどではいないが、歩こうとすれば足を取られるほどの揺れ。

「なに、すぐに止やむでしょう。この町の風物詩のようなものです」

「……この地震が？」

　いまだ揺れ続ける地面を見下ろすバルムンク。

「これが風物詩とは物騒だな？」

「鉱山を掘り進んだ時に、地盤に亀裂が入ったものと考えられます。大地震に繋つながったことは一度もありません」

「毎月のように起きるのか？」

「三日に一度ほど」

「そんなにか!?」

「はい。一方で、幻獣族はこの地震を嫌って近づかないのではという説もあります。この揺れによる損害も軽微なため、住民は気にしておりません」

「……承知した」

　渋々ながら頷うなずく獅し子し王おう。

「カーセナル隊長、ところで頼みがある」

「車両の整備ならお任せください。町に腕のいい技師が揃そろっています」

「かたじけないが頼む。そして町を一通り見学したい。これだけの人数だが、強こわ面もての男どもが町を歩いて平気だろうか」

「もちろん。町の者も皆様の訪れを歓迎しています。ただ、残念ながらちょうどすれ違いになってしまいましたか」

　シュルツ連邦の隊長が、残念そうに低く唸うなる。

「つい二時間ほど前です。別の傭よう兵へい部隊がここに立ち寄っていました。バルムンク殿との再会も楽しみにされていたのですが」

「俺に？　誰がだ」

「バルムンク殿もよくご存じの、荒野の傭兵王です」

「──まさか」

「アーカイン様でいらっしゃいます」

「奴やつか！　なんだ、この町に来ていたか、それは惜しいことをした！」

　バルムンクが豪快な笑い声。

「奴の消息を聞いたのは一年半ぶりか。世界のどこをほっつき歩いているかと思ったが、健勝であったか？」

「はい。幻獣族が大移動をした形跡があり、その調査を依頼しました。この町にも物資の補給にお越しになって」

「消息を聞いただけで十分だ。ふむ、奴がこの連邦にいるとなると──」

「失礼。バルムンク殿、貴殿の知人ですか？」

　そこに割って入るジャンヌ。

「アーカイン……わたしもうっすらと聞き覚えがある名ですが、生あい憎にくどこで聞いたか定さだかではなく」

「おお失敬。そうか、奴は世界大陸の南から西をうろつくことが多い。北の連邦ウルザに名が届く機会は少ないだろう。俺たちと同じ傭兵だ」

「どの人類反旗軍レジストに所属を？」

「所属はしていない。奴は同じ拠点に留とどまることがない生しよう来らいの風来坊だ。おかげで連絡を取りたくてもそう簡単に捕まらん」

　バルムンクが小さく溜ため息いき。

「さしずめ荒野をうろつく用心棒か。今の話を聞くに、奴はシュルツ人類反旗軍レジストに雇われているそうだが」

「……人類反旗軍レジストが雇うほどに？」

「腕は確かでしょうな」

　シュルツ人類反旗軍レジストのカーセナル隊長が、一歩前に進みでた。

　鉱山の丘から西の方角を指さして。

「どの人類反旗軍レジストにも馴な染じめない荒くれ者どもを片っ端から抱えこみ、強力な傭よう兵へい集団を作りあげた男です。アーカイン・シド・コラテラルの名を知らぬ者は、我がシュルツ連邦にはおりません」

「──シド？」

　気づけば。

　無意識のうちに、カイはその名を口にしていた。

　……聞き間違いじゃない。

　……いまシドって言ったのか!?

　荒野の傭兵王と称される男。その名は、正史の「五種族大戦を終わらせた英雄」とまるで同じものだった。

　偶然の同一名？

　そうだとしても、黙って聞き捨てられるわけがない。

「あ、あの……待ってくれ！　その傭兵の話、もっと詳しく教えてもらいたい！」

「アーカイン殿のことか？」

　壮年の男隊長がふり返る。

「ならば本人に会うのが手っとり早いではないか」

「……会う？」

「先ほどアーカイン殿は我らの本拠地に向かわれた。そして貴官らも、明日に本拠地へと案内する。そこで自おのずと会うだろう」

「────」

　シドの名を持つ男がいる。

　シュルツ人類反旗軍レジストの本拠地に向かえば、嫌でもめぐり会うことになる。




〝シドのいない世界で、あなたが世界座標の鍵コードホルダーを見つけてくれたことを嬉うれしく思います〟




　預言神アスラソラカは、この世界に「シドはいない」と言った。

　……俺もそう思う。同一人物のわけがない。

　……この別史の世界は、シドがいないからこそ人類が負けたんだから。

　だがまったくの無関係とも思えないのだ。それほどまでに「シド」という名の持つ意味は大きい。

「皆さまを町の者に紹介します。どうぞこちらへ」

　身をひるがえすシュルツの隊長。

　続いていく指揮官ジャンヌと指揮官バルムンク。その後ろに花琳フアリン、部下の傭よう兵へいたちも従って歩きだす。

「ねえカイ、ジャンニャたち行っちゃうよ？」

「……ああ。わかってる」

　服の袖を引っ張るリンネにそう応じ、カイは鉱山の斜面を歩きだした。
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　鉄てつ屑くずの町アギト。

　山の斜面に立ちならぶビル群、その大病院の一室で。

「病院に寝泊まりって、なんだか入院してるみたいな気分だけど……」

　大きな窓から差しこむ夕日。

　患者用の個室が赤く染まる時刻、カイはふりそそぐ温水シャワーの水滴で、左肩の傷を幾度となく洗い清めていた。

　……ベヒーモスにやられた傷は開いてない。

　……腕に力をこめても痛まないし、もうほとんど大丈夫かな。

　ユールン連邦からここまで三日。

　ずっと車中泊であったため、こうしたまともな入浴は三日ぶりだ。

「しかもすごいな。こんな温かいシャワーだなんて」

　電気系統が生きている。

　ウルザ連邦の人類特区ヒユーマンシテイ『新ネオヴィシャール』は、電力消費の節約のためシャワーの水はぬるま湯が限度だった。だがここは違う。幻獣族の侵攻がないことから発電設備が無事で、豊富な電力を利用することができる。

「ここだけ正史に戻った感じだよ……」

「ワシは好かんの。水がぬるいのは不自然じゃ。水浴びはもっと、自然の湧き水のように冷たく澄んでおる方がいい」

「そう？　俺は温かい方がいいけど」

「ダメじゃ。というわけで水にするぞ」

「え？」

　ノズルから噴きだす水みず飛沫しぶきから、湯気が消えた。数秒の間をおいて、たちまち肌を突き刺すような冷水へ。

「冷たっっ!?」

「うむ。この冷たさが心地よい」

「俺が風邪ひくってば……ん？……レーレーン!?」

　首だけ後ろにやって、カイはその場で目を丸くした。

　シャワールームを開けて、エルフの巫み女こがさも当然とばかりに入ってきたのだ。

　しかも一糸まとわぬ裸身。白く透きとおるような肌を惜しげもなく見せつけるように、堂々と。

「ど、どうしたんだ。シャワーは俺より先に入っただろ!?」

「水浴びは済ませたが、一つ大事なことを忘れておった。カイ、ちょっと身体からだをみせい」

「はい？」

「エルフの霊薬を飲んだ影響が他に出ていないか、主ぬしの身体を診てやろうと言っておるのじゃ。なに、すぐ終わる」

「ちょ、ちょっと!?」

　狭いシャワールームで、背中にぴたりとエルフが密着。

　冷たい水しぶきが舞うなか、密着する肌の温かみが鮮明に感じられて──

「いやいやいや待てレーレーン！」

「恥ずかしがることはあるまい。ワシらは別種族じゃぞ。主が服を脱いでおっても犬猫を見るようなものじゃ」

「そう言われても……」

　蛮神族、特にエルフの肉体は、人間のソレと類似しすぎている。

　レーレーンも、カイの目からは人間の少女と何一つ変わらないのだ。あえて言うならば、エルフは人間の女性と比べて身体の凹おう凸とつが控えめに見える。

　……だけど肌は人間以上に艶なまめかしいし。

　……何より俺の方が、一緒に裸でいるのが恥ずかしいし。

「わざわざシャワー中に入ってくる必要あったか？」

「服を着ている時に脱がすのは時間の無駄じゃ。服を脱いでいる時に診てやるのが一番手っとり早いであろうが」

「それは確かに……」

「主に死なれては困るからの」

「俺に？」

　思わぬエルフの言葉に、一瞬、恥ずかしさも忘れて立ちつくしていた。

　人間と蛮神族は敵だ。

　一年間の不可侵契約を結んでいるとはいえ、敵である人間の身を案じることがあるのだろうか？

「変な質問するけど、それどういう意味で？」

「主がいなくなっては、ワシがこうして寝泊まりする相手がおらぬであろうが。それに、何だかんだで頼りになることはわかっておる。そうじゃな……」

　カイの背中をじっと眺めまわしながら。

「言うなれば番犬のようなものかの？　エルフの森でも守護獣を飼っておるし。ちょうど主ぬしはそんな印象じゃ」

「反応に困る喩たとえだけど、それは良いのか悪いのか……」

「喜んでいいぞ。エルフの森では、飼っている守護獣を丁重にあつかうのが決まりじゃ。こういう風に」

　レーレーンの手が伸びて、後ろからカイの脇腹へ。

　そのままカイの背中に抱きつくように。

「むむ、どうやら霊薬の副作用は他になさそうじゃな。肌のツヤといい触感といい怪しい箇所もなさそうじゃ」

「怪しいのはお前の手つきだろ!?　ちょ、ちょっと……もういいって！」

「こら動くな。まだ背中と肩しか────」

　バタンッ、と。

　シャワールームの扉が開いたのは、その時だった。

「この真っ平らエルフ──────っっっ！」

　目を血走らせたリンネが、扉を開けるなり絶叫。

　裸身のレーレーンを指さして。

「わたしがちょっと目を離した隙に何をしてるの！」

「くっ……もう散歩から帰ってきおったか！」

「どきなさい、カイはわたしのよ、エルフなんかにあげないんだから！」

「ふん、あいにくこの浴室は二人用じゃ」

「一人用だってば!?　おいレーレーン、さらっとなにウソついてんだ！」

「わたしもカイと一緒に入るっ！」

「だから服を脱ぐなって────────っっ！　二人とも出ていってくれ、いまは俺が入ってるんだから！」

　目の前で服を脱ごうとするリンネを、カイは全力で押しとどめたのだった。




　シャワーを済ませて。

「くしゅんっ！」

　水気の残る髪をタオルで拭きながら、カイは寒気に身をふるわせた。いつもの戦闘衣を着ているのにまだ身体からだが寒くて仕方ない。

「湯冷めしたかも……」

「ほほう？　いかんの、身体を冷やすと体調を崩すのは種族問わず共通の症状じゃ。油断するでないぞ」

「……一応言っておくけど、誰かさんがシャワーの温水を冷水に切り替えたからだぞ」

　夕ゆう陽ひの差しこむ窓まど際ぎわに座りこむ。

　一方でレーレーンは、部屋の床にあぐら座りでくつろいでいる恰かつ好こうだ。

「リンネは？」

「夕食の準備ができたと連絡があった。ワシら三人分を持ってくると言って出ていったぞ。なに、すぐ戻るじゃろ」

「わかった。ところでレーレーン、話があるんだけど」

「何なりと言ってみよ」

「俺の銃剣を抱えて何してるんだ？」

「好奇心じゃ」

　黒塗りの銃剣「亜竜爪ドレイクネイル」。

　部屋の隅に立てかけてあったカイの武器を抱えて、エルフの巫み女こはもの珍しそうにソレを眺めていたのだ。

「人間にしては面白いものを造るの」

「銃剣が？　ああ、そういえばバルムンク指揮官も似たようなこと言ってたな」

　最新型の銃の二世代先をいく、と。

　五種族大戦が終わった世界で造られた銃なのだから、あながち過大評価ではあるまい。

「人間の銃がわかるのか？」

「エルフの森にいくらでも落ちておる。とっくに構造も解析済みじゃし、何なら同じ銃で遙はるかに性能の良いものを造れる自信もある……が」

　手を広げるレーレーン。

　その小ぶりな手のひらに乗っているのは、正史で造られた二種類の弾丸だ。

「これはワシも初めて見たの。興味深い」

　略式ドレイク弾、そして略式エルフ弾。

　二つの弾丸を食い入るように見つめるエルフは、いくぶん興奮した口ぶりで。

「カイ、主ぬしが切除器官ラスタライザをコレで打ちのめした瞬間、剣の先っぽが火を噴いたじゃろ。そのカラクリが気になっておった」

「それはレーレーンの持ってる右側だな。略式ドレイク弾って呼んでる」

「左側のこちらは？」

「…………」

「言えぬか？」

「いや、言いたくないわけじゃない。本人を前にして口にするのが、なんか憚はばかられるっていうか恐れおおいっていうか、略式エルフ弾って名前だから」

「ほう？」

　弾丸を握って、レーレーンが不思議そうに見上げてくる。

　その名称を嫌がるどころか、ますます好奇心旺盛そうに弾たまを観察。

「人間の弾丸じゃろ。どういう意図でエルフの名を？」

「法術を打ち消す弾丸って意味で。レーレーンの着てる七色の着物がまさにそうだろ。法術に耐性のある霊装だし」

「つまりワシらの真ま似ね事ごとか。しかし弾丸のかたちで法術を打ち消すとは、ふむ……？」

　銃弾の先端──

　半透明な結晶をじっと見つめるエルフの巫み女こ。

「イリス鉱石じゃな。霊峰でしか採れん石を真まっ赤かに熱し、鎚つちで叩たたいて錬成する。法力を飛散させる性質があるから、それを利用すると」

「……知ってるのか!?」

「これこそ蛮神族ワシらの専売特許じゃぞ？」

　ふふん、と勝ちほこったレーレーンが弾丸をつまみ上げる。

「錬成がやや惜しいの。強い炎、強い圧で鍛えれば良いというものではない。この鉱石はもっと繊細に扱ってこそ真価を発揮する」

「さすがだな。参ったよ、たぶんレーレーンの言うとおり」

　イリス鉱石の加工は、人類庇ひ護ご庁でもまだ完全ではない。

　しかし略式エルフ弾を一目で見破られ、その加工の粗あらさまで指摘されるとは思ってもみなかった。

　……蛮神族の知恵は恐ろしいな。

　……正史の技術でもまだ全然追いついてなかったのか。

「ふむ。しかし懐かしいの。イリス鉱石は加工し甲が斐いのある石ゆえ、ドワーフが細工によく使う。ワシも見よう見まねで試したものじゃ」

「貴重な鉱石なのに、そんな好き放題できるのか？」

「なんじゃ。主ぬし、練石術を知らぬのか」

　ぽかん、と。

　さも当然といった表情のレーレーン。

「道ばたの小石一つあれば、そこからイリス鉱石を生成することなど当たり前じゃろう」

「そんなこともできるのか。それって──────…………あ……！」

「ん？　どうしたカイ？」

「…………」

　脳裏にうかぶ一つの光こう明みよう。

　略式ドレイク弾も略式エルフ弾も、正史の世界からカイが持ちこんだものだ。

　……だから補充できない。

　……使いきった後にどうするかって悩んでたけど。

　ここに本物の蛮神族がいる。

　正史の人間以上に秀ひいでた加工技術を持つエルフが、だ。

「レーレーンさ、もしかしてこの弾たまと同じ物を造れたりするか？」

「難しいの」

　レーレーンが、手の上の弾丸と睨にらめっこ。

「これがエルフの森なら窯かまも道具もあるのじゃが」

「ある程度なら俺が用意できる。人間用の道具になっちゃうけど」

　この町は幻獣族の侵攻を免まぬかれている。傭よう兵へいたちが駐屯していることを踏まえても、武器工房の一つや二つあるだろう。

「頼む。挑戦だけでもできないか」

「…………」

　エルフの巫み女こがじっと上目づかい。

　と思いきや、根負けしたように深々と溜ため息いきをついて。

「貸し一つじゃぞ？　そして断っておくが量産はできん。なぜなら時間がかかる。イリス鉱石を人間の弾丸に加工するなど初めてじゃからの」

「わかった。仮に十発なら何日かかる？　一週間か、それとも一か月か？」

「明日の明け方かの」












「はい？」

「どうした」

「……俺の聞き間違いかな」

　心を落ちつかせてもう一度。

「ええと、イリス鉱石を弾丸に加工するとしたら時間はどれくらいかかる？」

「明日の明け方で間違いないぞ」

「早っ!?」

「早くない。こんなもの熟練のドワーフにかかれば三時間といったところじゃ。蛮神族を舐なめるでない。とはいえ──」

　再び亜竜爪ドレイクネイルを抱きかかえるようにして。

　エルフの巫み女こは、にんまりと唇の端をつりあげた。

「主ぬしに、ワシの偉大さを見せつける良い機会かもしれぬな。まあ見ておれ」
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　鉄てつ屑くずの町アギトに、夜が訪れる。

　丘陵にあるビル群はひっそりと寝静まり。深い闇のなか、ビルの屋上に取りつけられた常夜灯が、まわりの鉱山をおぼろげに照らしだす。

　夜行性の幻獣族──

　とりわけ大型の肉食獣は夜に徘はい徊かいすることが知られている。いつ山道を登って襲ってくるかもわからない。

「たとえ襲撃されたことがなくても警戒は怠らない、それはこの町も同じか……」

　窓の外。

　町を歩く自警団の姿をぼんやりと見やって、カイは机の上に頬ほお杖づえをついた。

「ねえカイってば、わたし眠いよぅ」

　小さな蝋ろう燭そくだけが灯ともる部屋。

　隣に座るリンネが、眠そうにまぶたをこすりつつ見上げてくる。

「まだ寝ないの……？」

「何だか眠れないんだ。目が醒さめちゃって、横になっても眠れそうにない」

　いっそ自分も外で見張りを手伝いたいくらいだ。

　それくらい意識が覚醒している。全身が熱を帯び、苦しいくらいに火ほ照てって仕方ない。そして両手の指先がふるえている。

　……何なんだこの感じ。

　……この指のふるえは寒気とかじゃない。それに意識も覚醒してる。

　緊張？

　だとすれば、こうも心身を強こわばらせる要因は────




〝アーカイン・シド・コラテラルの名を知らぬ者は、シュルツ連邦におりません〟




「リンネさ、初めて俺たちが会った時のこと覚えてるか。切除器官ラスタライザから逃げて悪魔の墓所に戻ってきて。そこで話したこと──」

「シドって人間のこと？」

「そうそう。正史で、五種族大戦を終わらせた人間がいたんだ。世界座標の鍵コードホルダーで、四種族の英雄を倒していった伝説がある」

「でも、こっちの世界にはいないんでしょ？」

「そう思うんだけどな……」

　同一人物のシドではない。

　とすれば、アーカイン・シド・コラテラルという男は何者なのか？

「本当なら考える必要なんてないんだよ。明日、シュルツ人類反旗軍レジストの拠点に行けば嫌でもわかるはずなんだけど」

　ふっ、と微苦笑。

　自カ分イを見つめるリンネは瞬まばたき一つしていない。痛いくらい無む垢くなまなざしに、カイは肩をすくめて応えてみせた。

　……いや、やめよう。

　……俺がこんなこと言いだしたら、リンネも気にして眠れなさそうだし。

　大きく伸びをしながら立ち上がる。

「レーレーン。俺とリンネは先に休むけど、どうする？」

「────」

「おーい？」

「────────先に休むがよい」

　返事は、シャワールームから。

　略式エルフ弾の複製にとりかかったきり、エルフの巫み女こはシャワールームに閉じこもって出てこない。

「この精錬は埃ほこりのない場所でやらねばな。浴こ室こがちょうど良いのじゃ。もうしばらく時間がかかるでな」

　扉の向こうからカンカンと伝ってくる鎚つちの音。

　激しく鉱石を叩たたき、磨き、炎でもって不純物を取り除いていく。それをくり返すことで、略式エルフ弾の基となる結晶が完成するのだ。

「……もう四回くらい聞いたけど、手伝うことは」

「いらん」

　扉の向こうから、レーレーンが首だけを覗のぞかせて。

「完成途中のモノを見せるのは性に合わん。あと、細かい製造法もエルフの秘密事項じゃ。たとえ主ぬしでも見せるわけにはいかん」

「……意外と完璧主義者なんだな」

「というわけで、明日の完成を楽しみにしておれ」

　バタン、と扉が閉まってしまう。

　たった一人で一心不乱に加工を続けるエルフの姿に、カイはリンネと顔を見合わせたのだった。
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　薄うす墨ずみ色に染まった荒野──

　世界大陸の南に位置するユールン連邦。

　その要よう塞さいルイン・ズ・フラムの『太陽門』は、日没より一時間早く閉じ、太陽が完全に地上を照らすまで決して開くことがない。

　聖霊族は神出鬼没だ。

　一匹の侵入も許さないために、夜間に要塞の扉が開くことはない。

　……そのはずだった。

「お待ちを！　テレジア様、お待ちください！」

「夜は危険です。聖霊族だけではありません、荒野の獣たちも要塞のまわりを徘はい徊かいしています。どうか朝を待って────」

「お断り」

　両開きの太陽門が、ミシミシと軋きしみながら内側から開いていく。

　機械稼働式の金属扉。本来ならば重機用のモーターを用いてようやく開く扉が、音を立てて無理やりにこじ開けられていくのだ。

　数十センチ。

　わずかな扉のスキマを伝って夜の荒野に現れたのは、一人の少女だった。

　金色の刺し繍しゆうがなされた黒のローブ姿。

　目ま深ぶかにフードを被かぶってはいるが、そのほっそりとした顎あごから首筋までの線は、男性にはない華きや奢しやさが滲にじんでいる。

「……話が違う」

　鈴を転がすような声が、朱色の唇を伝ってこぼれた。

「面白い人間がいるって。そう聞いたからここに来たのに。すれ違いで西の連邦に向けて出発したなんて聞いてない」

　テレジア・シド・フェイク。

　シドの名を持つ少女が歩きだす。素足に質素なサンダルという姿で、夜風の吹きすさぶ荒野を往ゆく──

　月明かりに照らされるその姿はあまりに奇妙で、不可思議で。

　そして美しかった。

「ねえ、世界座標の鍵コードホルダーはどこにあるの？」

　少女が顔を上げる。

　その瞬間に、吹きこむ風がテレジアという名の少女のフードを跳ね上げた。露あらわになる素顔は愛らしい少女の面立ち。三日月色の瞳に、淡い朱色の唇が艶あでやかに映える。

　だがもっとも目立つ特徴は、その額。

　──聖せい痕こん。

　──すなわち輝ける光の痣あざ。

　法力の発現をしめすその輝きは、法術円環に限りなく近い。

　人間兵器テレジア。

　ヒトでありながらも法力を有する少女。それも高位悪魔族にも匹敵する法術を操るとされている。

「運命竜ミスカルシェロ」

　その少女が、薄い雲の棚引く夜空へと顔を向けた。

「あなたたちが造ってしまった運命の剣。その剣を私より先に見つけてしまった男がいて、この要よう塞さいで出会えるはずだった。そう預言してたわよね」

『…………』

「世界座標の鍵コードホルダーは私にピッタリの剣。私の物にしろって言ったんじゃ？」

『我が預言がねじ曲げられたのだ』

　灰色の雲が、蠢うごめいた。

　吹きすさぶ風の流れに逆行しながら、人間兵器テレジアの頭上に集まって凝縮し、一つのかたちを描いていく。

　竜の頭部へ。

『祈いのり子ごアスラソラカの預言が、わずかながらも霊光の騎士ジャンヌの旅足を速めたのだ。それゆえに出会わなかった』

「でも世界座標の鍵コードホルダーは、霊光の騎士が持ってるわけじゃないんでしょ」

『霊光の騎士に同行している』

「……邪魔な預言神たち。なぜこうも、預言と預言をぶつけあうの」

　額の聖痕を手で覆おおう。

　すぐ背後の要塞から、万が一にも傭よう兵へいたちに見られぬように。

「一体だけでいいのに」

『いずれそうなる。汝なんじが世界座標の鍵コードホルダーを手にし、五種族大戦を終わらせた時に』

「────」

　無言。

　少女は、ただひたすらに荒野を歩き続ける。




　さらなる預言神、運命竜ミスカルシェロ。

　その導くがままに、人間兵器テレジア・シド・フェイクは西を目指す。
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　クーレンマデル電波塔──

　連邦間の通話をつなぐ生命線。多くの電波塔が幻獣族の侵攻によって崩れおちたなか、稼働し続けている数少ない「生き残り」である。

　そよぐ草原。

　微かすかな薫くん風ぷうが心地よい地で。

「は、はじ、はじめまし……て！　あたしが指揮官のミンストラウム・シュルテン・ビスケッティです。ど、どうぞミンとお呼びくだしゃいっ！」

「指揮官バルムンクだ！　お初に──」

「ひやぁぁぁぁぁっっ!?」

　栗くり色いろの髪の少女が、悲鳴を上げた。

　まだ十四歳か十五歳だろう。幼さの残る顔立ちに、小柄な体格。可愛かわいらしいワンピースかエプロンが似合うであろう少女が、ぶかぶかの戦闘衣を着ている姿はなんとも不似合いに見えてしまう。

　そんな少女が涙をうかべて。

「グリングズ総隊長！　こ、ここに幻獣族がっ!?」

「お気を確かにミン殿。目の前にいるのは人間です。幻獣族ではありません」

　指揮官補佐の老兵が、咳せき払ばらい。

「ユールン連邦よりお越しになった指揮官殿です。獅し子し王おうとも称される偉大な方でして、どうか無礼のなきよう」

「か、……噛かみつきませんか？」

　指揮官の少女が、おそるおそる老兵の背中から顔をのぞかせた。

　そこへジャンヌが前へ。

「お初にお目にかかりますミン殿。ウルザの指揮官ジャンヌと申します」

　見目麗しい微笑。

　そして優美な佇たたずまいで、幼い指揮官に手を差しだした。

「幻獣族は強敵と聞きます。どうか協力して戦いましょう」

「は、はい……！　あ、よかった。こっちの指揮官さんは怖くないです！」

　にっこり握手する二人。

　仲間はずれの獅子王だけが「不平等だ……」と呟つぶやいているのだが、当の指揮官二人にはそれも聞こえていないらしい。

「ずいぶん可愛かわいらしい指揮官殿だな。あんま威厳を感じねぇけど」

「ね。アレかしら。戦場に立つと人が変わったようにビシッと気合いが入るタイプ？」

　ひそひそ声のアシュランとサキ。

　シュルツ人類反旗軍レジストには聞こえないよう小声だが、カイを含む周りの傭よう兵へいには丸聞こえだろう。

「でもよ、あんなちっちゃい女の子だぜ？　戦場に出たら兵士たちに囲まれて見えなくなるだろ。存在感ゼロじゃねえの」

「うーん……なんか……正直、弱々しい感じよね」

「ワシも同感じゃ。おいカイ、なんじゃあの小娘は」

　二人の会話を耳ざとく聞きつけて、レーレーンまでもが首を傾かしげてみせる。

「この地の人間は、あんなチビを崇あがめておるのか？」

「身長はレーレーンといい勝負だけど」

「こら。ワシが言っておるのは威厳じゃ。ワシとあの娘では、全身からにじみ出る迫力が違うであろうに」

「……それは置いといて。確かに俺も気になってる。指揮官らしさが無いなって」

　この場の多くがそう感じているだろう。

　男装の女指揮官ジャンヌよりも幼いのがミン指揮官だ。指揮官として優秀ならば頷うなずけるとしても、彼女はとにかく引っ込み思案に見えてしまう。

「ジャンヌ様と同じ経歴だ、あの指揮官は」

　ぼそりと答えたのは花琳フアリンだった。

　挨拶をかわすジャンヌとミンを、常に横目で見守りながら。

「もともとの指揮官は彼女の父だったが、幻獣族との戦いで負傷して引退を余儀なくされた。彼女はその後継だ」

「……ほかの候補は？」

「彼女を支える部下たちが優秀だから問題ない。誰が指揮官になるかという面倒な争いを起こすくらいなら、いっそ娘を立ててしまえという判断だ」

　花琳が、電波塔を囲むコンクリート壁を指さした。

「このとおり軍備は十分。部下が優秀ならば問題ない」

　高さ五メートルにおよぶ重厚な壁は、幻獣族の突進を想定したもの。人間の目の高さに設置された窓からは、ずらりと機関砲が覗のぞいている。

　……今までの人類反旗軍レジストの要よう塞さいは人類特区ヒユーマンシテイらしさもあったけど。

　……こっちはまさに軍事基地って物々しさだ。

　ウルザ連邦では、悪魔族に見つからないよう廃はい墟きよのなかに基地を用意した。

　だが西シユルツは違う。

　幻獣族と真っ向から撃ちあう武装を前面に出していく態勢だ。

「奴やつら幻獣族は嗅覚が鋭いと聞く。武装も兵も隠すだけ無駄。ならばこうして全面対決の布陣を敷いた方がマシというわけか」

　同じように防護壁を眺めるバルムンク。

　機関砲、そして奥に構えられているのはカノン砲台。これらが空に向けられているのは、疾竜ワイバーンなど頭上からの襲撃に備えているのだろう。

「強力な軍備だ。それに、どれも新しい型のように思える」

「……は、はい。ご慧けい眼がんです！　皆さまが泊まった鉄屑の町アギトで良い鉄が採れますので、それを開発に回しています」

　指揮官の少女が大きく頷いた。

　自軍が褒められて嬉うれしかったのかぱっと明るい表情に。と思いきや、何かを思いだしたようにすぐ口元を引きしめた。

「……でも、まだまだ反撃に至りません。開発が進むより、幻獣族の侵攻のペースの方が早いからです。十分な研究ができない試作品のまま戦場に持ちこんで、使い捨てのようなかたちで兵器を消耗してしまっているのが現状なんです」

「どこも似た状況というわけか。ところでだ──」

　獅し子し王おうのまなざしが、ミン指揮官の背後にならぶ兵たちへ。

　誰かを探すように兵を見回しながら。

「奴やつの姿が見えないようだが。基地の中か？」

「ええと、奴とは」

「アーカインだ。俺が来たとなれば奴も顔を見せると思ったが」

「っ！　あの方とお知り合いでしたか！」

　指揮官ミンが声を弾ませた。

「仰おつしやるとおりです。私たちは兵器も兵も足りず、アーカイン殿の傭よう兵へい部隊を雇い入れています。シュルツの旧王都に巣くう幻獣族を追い出すため、アーカイン殿は先ほど発たたれました」

「なんと。またすれ違いか」

「通信を入れることはできますが……」

「いや、既に作戦中なら無用な通信を入れるには及ばん。我々も優先すべきことが山積みだからな」

「で、では基地内をご案内いたします！　人類特区ヒユーマンシテイも敷地内にありますので、そちらもぜひご覧下さい！」

　クーレンマデル電波塔、そして奥に立ちならぶビル群へ。

　指揮官ミンを先頭にしてジャンヌとバルムンクの三指揮官。その後ろに三連邦の傭兵たちが続いていく。

「あれ？　ねえねえカイ」

　軍ぐん靴かの音が響きわたるなか、リンネがぽかんと首をかしげた。

「カイの探してたシドって人間、いないの？」

「ああ。ここの人類反旗軍レジストとは別行動みたいだな。詳しくはわからないけど、しばらく電波塔ここにも戻ってこない雰囲気だし」

「追いかけちゃえば？」

「ん？」

「カイが気になるなら、わたしも気になるし」

　じーっと上目づかいのリンネ。

「カイを狙う人間が増えないように、わたしが見張らなくちゃ」

「どんな誤解だよ!?」

「それにわたし、人間の建物でじっとしてるより草原こつちの方が好き」

「まあ、リンネの気持ちもわかるけど……」

　地平線まで続く大草原。

　吹きこむ薫くん風ぷうに髪をゆらすリンネは暢気のんきだが、この穏やかな草原も、その先は幻獣族の縄張りに続いていることだろう。

　……どこからが縄張りかわからない。

　……そして幻獣族は、自分の領域に踏みこまれることを激しく嫌う。

　遭遇すれば戦闘必至。

　あの疾竜ワイバーンや巨獣ベヒーモスのような大型獣との戦いは極力避けたい。それは人類反旗軍レジストの傭よう兵へいたちの共通認識だ。

　……狙いは牙が皇おうラースイーエ。

　……幻獣族を一体一体すべて倒すってのは現実的じゃない。

　牙皇ラースイーエの塒ねぐらを突きとめること。

　四連邦でもっとも広大なシュルツ連邦で、ここから途方もない時間と人手をかけた調査が必要になることだろう。

「だけど考えたら、リンネの案も一理あるか」

　ぽつりと草原に残されて。

　電波塔へと入っていく人類反旗軍レジストの背を見送りながら、カイはぼんやりと呟つぶやいた。

「追いかけるのはアリかもな」
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　人類特区ヒユーマンシテイ『ゲンガ＝イ』。

　電波塔の敷地にあった商業ビル群を、まるまる居住区に作りかえた街だ。

　シュルツ連邦の人類特区ヒユーマンシテイは全部で十三。ここと鉄てつ屑くずの町アギトを除けば、他はすべて地下都市だという。

「ねえカイ、このお菓子おいしいよ。すごくおいしいっ！」

「草餅とな？　ふむふむ材料は、蓬ヨモギと糯もち米ごめと砂さ糖とう黍きび？　ほう、これならエルフの口にもあうの。今までの人間の料理で一番じゃ！」

　街の郷土菓子を夢中で食べるリンネ。

　隣を歩くレーレーンも、珍しく人間の料理が口にあったらしい。

「しかし意外じゃな……もぐ。幻獣族に追い詰められていると聞いておったが……もぐ。この集落の人間たちはこんな美う味まいものを。もぐもぐ……余裕があるの」

「先に食べてから喋しやべってくれ」

「そうは言っても……もぐもぐ……おかわり」

「はいはい」

　自分の分の草餅を二つに割って、それを二人に配ってやる。が、それに待ったをかけたのが他ならぬリンネだ。

「まってカイ。こっちの真っ平らエルフのお餅の方が大きくない？」

「何を言う。そっちの方こそ粒つぶ餡あんが多いではないか」

「ずるい[image: ][image: ]！」

「ずるいのはそっちじゃ！」

　リンネとレーレーンが人類特区ヒユーマンシテイの道の真ん中で睨にらめっこ。もちろん周りを歩く住民の目などお構いなしで。

「カイ、わたし、このお菓子の分け方はよくないと思うの！」

「そうじゃそうじゃ。これでは納得いかん」

『だからもう一個！』

「まだ食べる気かよ!?　もうないってば……！」

　カイにしてみれば、郷土菓子という嗜し好こう品ひんが残っているのが驚きだ。

　北の連邦ウルザでは一食につきパン一つ。東の連邦イオでもエルフの森の植物を無理やり料理して飢えを凌しのいでいた。南の連邦ユールンも似たようなものだった。

　だがここには──

　まだ最低限の人間らしい文化が残っている。

「西シユルツには十三の人類特区ヒユーマンシテイがあるけど、都市ごとに生活レベルが大違いらしいんだ」

「ほう？　ならばここは？」

「ここと鉄屑の町アギトは良くて、あとはどこも相当に苦しい生活をしてる。あのミン指揮官が言ってたろ」

「ここは街の守りが強固じゃからか？」

「そう思いたいけど、そういうわけでもないんだ」

　攻められたことがない。

　レーレーンの言うように電波塔の守りが堅けん牢ろうだからという以上に、幻獣族の縄張りから偶たま々たま外れている幸運ゆえにだ。

　……幻獣族は、一体一体が獣の王様みたいなもんだ。

　……気まぐれこの上ない。

　悪魔族のように執念深く人類特区ヒユーマンシテイを付け狙うこともなく、蛮神族のように計画的な侵攻もない。

　不機嫌だからという理由で人間の都市を破壊して、気が向けば破壊をやめる。

「この電波塔のまわりが安全なのは、幻獣族の気まぐれってのが大きいかもな」

「まあそうじゃろうな。奴やつらの巨体には人類特区ヒユーマンシテイなど狭すぎる。こんな小さな領土よりも他連邦を攻める方がはるかに魅力的じゃ」

　エルフの巫み女こが奥歯を噛かみしめた。

「ワシとしても牙皇ラースイーエには恨みもある。さっさと奴やつの塒ねぐらを探しに行きたいところじゃが……カイ。まだ出発せぬのか？」

「もう少し。ここでジャンヌと待ち合わせをしてるんだけどさ」

　人類特区ヒユーマンシテイ『ゲンガ＝イ』の入り口。

　電波塔が聳そびえ立たつ前でカイはあたりを見回した。人類特区ヒユーマンシテイであっても民衆の姿は数える程度で、道行く者の多くは傭よう兵へいだ。

　その中で。

「カイ、待たせた」

　鈍にび色いろに輝く鎧よろいの指揮官が、電波塔から姿を見せた。

　その後ろには花琳フアリン。そして背に荷物を担いだサキとアシュランの姿もある。

「指揮官のミン殿から了解を得た。ウルザ人類反旗軍レジストから車を一台出す。今すぐにでも出発してもらって構わない」

「恩に着るよジャンヌ」

「──という当たり障さわりのない話はここまでにして」

　珍しくも「むっ」とした表情のジャンヌ。

　その理由は、カイ自身も察しがついていた。

「荒野の傭兵王。そんな異名を持つアーカイン・シド・コラテラルは、現在、シュルツの旧王都へと向かっている。そこが幻獣族の巣になっているからだ」

「ああ、そう言ってたな」

「最初に出会った時から、君が『シド』という名を口にしていたことは私も知っている。しかしそこまで気になるのか、その男が？」

　シドという名前だけで、荒野の傭兵王に会いに行こうとする。

　それは軽はずみではないか？

　遠回しではあるが、ジャンヌが含ませた意図は明らかだった。

「ミン殿も言っていたが、三週間もすればアーカインの傭兵部隊も帰還する。会うのはその時でも遅くないように思えるが？」

　こほん、とジャンヌが咳せき払ばらい。

「君の行為を咎とがめているわけではない。ただ、電波塔の外に広がる草原すべてが幻獣族の縄張りだ。危険を冒してまで君が行動する必要はないのでは？」

「わかってる。冷静に考えればそのとおりかもしれない」

「……冷静さを欠いていると？」

「そうじゃない。俺なりに冷静に考えたんだよ。ただそれが、周りから見たら冷静に思われないんだろうなってだけなんだ」

　……今のお前は覚えてないかもしれないけど。

　……俺はずっとそうだっただろ？

　心の内だけで、幼なじみジヤンヌに向けて苦笑い。




〝志はからかってないわ。からかってるのはカイの態度。そうやって膨れっ面つらするカイの態度が可愛かわいいから、つい〟

〝……ああそうですか〟

〝もう何年も前よね。カイがいきなり『シドの剣を見た』って言いだしたの〟




　シドの足跡を追い続けてきた。

　……正史の時からそうだったんだ。

　……周りから冷静に思われなくたって、それでも追い続けてきたんだよ。

　それが結果として世界座標の鍵コードホルダーの発見に繋つながって、リンネと出会い、この過酷な世界で生き残ることにも直結した。

　この世界にシドの剣があったのだ。

　シドの名を持つ男がいることも偶然とは思えない。

「リンネもレーレーンもいるから心配ないよ。幻獣族を見かけたって無闇に喧けん嘩かを売る気もない」

「……だが」

「あーわかった！　わたしわかっちゃったよ！」

　不安げなジャンヌを指さして。

　今の今まで沈黙していたリンネが、突然として声を張りあげた。

「ジャンニャ、またカイを狙ってるでしょ！　ホントは理由を作ってカイについてくる気でしょ。そうはいかないんだから！」

「ふぁっ!?」

　男装の指揮官の頬ほおが、耳までボンっと真まっ赤かに染まった。

「な、何を言うリンネ！　私は──」

「カイ離れて。このジャンニャは危険だよ」

「私のどこが危険なんだ!?……と、とにかく。誤解がないよう言っておくが、私は反対しているわけではない。ただ十分気をつけてほしい」

　じーっとジャンヌを観察するリンネ。

　その訴えるような視線から目を逸そらしつつ、ジャンヌは元の声こわ色いろで。

「私はバルムンク殿、ミン殿と会合がある。これからの展開を見すえた会議になるが、もしも何かあればすぐに連絡を」

「アシュランの運転なら問題ないさ。幻獣族だって振りきれる」

「……ったく。調子がいいこと言いやがる。こっちは何十時間と運転してクタクタだってのに」

　車の鍵を握りしめるアシュラン。

　サキにいたっては、早くも車のトランクに荷物を積み終えた様子だ。

「おら行くぞカイ。さっさと終わらせてさっさと戻る。とにかくそのシドって奴やつのツラを拝めば満足なんだろ？」

「ああ」

「あーあ、可愛かわいい女の子ならいざ知らず。厳いかつい傭よう兵へいの顔を見にいく趣味はねぇんだけどな。しかもまあ、とんでもねえ大型車だなコレはよ」

　駐車場に駐めてある車を見上げる、アシュラン。

　装甲兵員輸送車アーマード・キヤリア。

　車全体を強固な鎧よろいで覆おおった装甲車だ。最高時速百二十キロ。地上を走る幻獣族の追跡を振りきるための特注品である。

「さすがの俺もこんなデカブツは初めて運転するんだが……」

「腕の見せどころだ、アシュラン」

　溜ため息いきをつく仲間にそう頷うなずいて、カイはその助手席に乗りこんだ。
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　クーレンマデル電波塔、三階。

　あてがわれた賓客室ゲストルームのソファーに座りこみ、獅し子し王おうバルムンクは何かを思案中であるかのように堅く目をつむっていた。

「……俺はユールン連邦の民の希望。人類反旗軍レジストを率いるリーダーだ」

『そ』

「宿敵である聖霊族を倒すため、傭兵に志願したのは十三の時だ。忘れもしない、先代の指揮官が通りがかったのを見て、部下にしてくれとしがみついた。あの頃は俺もよく無む茶ちやをした。若かったな」

『ふーん』

「それ以来、俺は聖霊族との戦いに生涯を費やしてきたわけだ。わかるな？」

『鏡キヨウ光コは関知しない。それはどうでもいい』

「関知しろっっっっっっ！」

　目の前のテーブルに思いきり拳こぶしを打ちつける。

　机上にぽつんと置かれたグラスが衝撃でカタカタと揺れるのだが、そこに入っているのは水ではなく、真まっ青さおな小人の少女である。

「俺はいま、猛烈に大事な話をしている！」

『鏡キヨウ光コには関係ない。人間の個体事情はどうでもいい。それよりほら、ほら』

　グラスの中にいる粘状生物スライムが、両手を宙へ。

　猫が手招きするようにチョコチョコと手を動かす仕草が妙に可愛かわいらしいのだが、それを見下ろす獅し子し王おうの顔つきは嫌悪そのものだ。

『鏡キヨウ光コは水を要求する。肉体の再生に必要不可欠。水、大事』

「……ぐっ。なぜ俺が水をくれてやらねばならない」

『ユールン人類反旗軍レジスト、規則第七十三条の二によって捕虜に対する差別的扱いは禁じられている。ゆえに鏡キヨウ光コは水を要求する』

「……なぜ貴様がそんなに詳しい」

『戦場で落としていった本を読んでみた。鏡キヨウ光コは一度覚えたものは忘れない』

「……ずる賢い奴やつめ。ほら、これで文句あるまい！」

　水の入ったボトルの口を開けて、グラスの中へと注ぎこむ。

　グラス内の六リク元ゲン鏡キヨウ光コが頭から大量の水を浴びるわけだが、この聖霊族の英雄はそれが心地よさそうな雰囲気だ。

『もっと』

「貴様、さっきからもう一リットルほど飲んでいないか？」

『もっともっとほしい』

　スポンジが水を吸うように、粘状生物スライムの身体からだに水がみるみる吸いこまれていく。ただ、それだけの水を吸収しながらも六リク元ゲン鏡キヨウ光コは変わらず小指の先ほどの大きさだ。

『あと百リットルほしい』

「百だと……!?　そんな水があるわけないだろう。水は人間でさえ貴重だぞ」

『じゃあ砂糖』

「砂糖？　調理室に頼めば少量なら手に入るだろうが、なぜ砂糖だ？」

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コをじっと見下ろす。

　聖霊族との戦いに精通したバルムンクも、聖霊族の生態まで熟知しているわけではない。そもそも聖霊族が水を欲しがるというのも初耳なのだ。

「砂糖がエネルギー源なのか」

『エネルギー効率がいい。水と砂糖と日光があれば、肉体の再生を速められる』

「塩ではいけないのか？」

『塩は水分を奪われる。干上がる。よくない』

「……わかった。少量なら手に入れて持ってきてやる。だがこれは俺からの温情だ。敵に塩を送るのはこれきりだと思え」

『塩じゃなくて砂糖』

「知っとるわっっ！　モノの喩たとえだ！」

　思わず頭を押さえる。

　だめだ、この生物との会話は頭痛を引き起こす。

「とにかく、ジャンヌ殿とミン殿に呼ばれているからもう行くぞ。さっさとペンダントの中に入れ。装飾部分チヤームに隠れろ」

『えー……』

「えー、じゃない！　俺はこれから会議だ」

『鏡キヨウ光コはここで日光浴してる。安心して行ってくるといい。幻獣族の連邦で騒ぎを起こすようなことはしないから』

「…………本当か？」

　疑い深いまなざしで、青い小人をじっくりと観察する。

『鏡キヨウ光コが約束を守ったら砂糖をもらう。それでどう？』

「いいだろう。だが俺のいない間に部屋から一歩でも出てみろ、今後は一滴の水もやらんからな。そのまま干ひ涸からびても俺は知らんぞ」

『承知した』

「うむ、ならば俺は──」

『あ……最後に一つだけ聞きたいことがある』












　六リク元ゲン鏡キヨウ光コがぴょんと跳ねた。

　器用にグラスの縁に飛び乗って、そこに腰かける恰かつ好こうで。

『お前以外はどこで何をしている？　カイという人間、それとリンネという「何か」と話がしたい』

「カイか。奴やつなら今しがた連邦の旧王都向けて出ていったぞ」

『ん？　鏡キヨウ光コは聞いてない。それはどうして』

「さあな。何でも会って話をしたい奴がいるからといって、待ちきれずに電波塔ここを飛びだしていったらしいが」

『…………』

　人型をした六リク元ゲン鏡キヨウ光コが沈黙。

『それは牙が皇おうラースイーエ？』

「まさか。そんな危うい独断であれば俺が止めている。れっきとした人間だ。もっとも、聖霊族のお前は興味などないだろうが」

『一応聞いておく。それはどういう人間？』

「どうと言われてもな。荒野の傭よう兵へい王アーカイン・シド・コラテラルなど、貴様は知りもしないだろうに」

『────シド？』

　獅し子し王おうバルムンクは気がつかなかった。

　その名を口にする六リク元ゲン鏡キヨウ光コの声こわ音ねに、小さな驚きよう愕がくが混じっていたことに。

『詳しい話を聞きたい。そのシドという人間は……』

「会議の時間だ。また後でな」

『あっ!?　待て人間、まだ鏡キヨウ光コの話は終わってない。こら────っっ！』

　バタン、とドアの閉じる音。

　あっという間に獅子王が部屋を出ていって、後に残されたのは六リク元ゲン鏡キヨウ光コのみ。

『…………』

　陽のそそぐ窓をみやって。

『シド。お前、この世界にいるの？……いるわけない。だとしたら、そのシドというのは何者？』

　聖霊族の英雄は、珍しくも悔しそうに呟つぶやいた。

『しまった。鏡キヨウ光コもついていけばよかった』
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　シュルツ連邦、旧王都ラクガル・シャ。

　花と風車の都──

　そう親しまれていた地は砕けた煉れん瓦がと燃え殻がらで埋まり、春でさえ草木一本も芽吹くことはなくなった。

『幻獣族やつらは揃そろいも揃って大食らいじゃからの。美お味いしそうな花が咲いてて我慢できるわけもあるまい』

　平へい坦たんな大地を進む装甲兵員輸送車アーマード・キヤリア。

　レーレーンの呟つぶやきが、乗車席に伝わってくる。

『そんな奴やつらに花を荒らされて、自分たちの都のなかで火砲を撃って大地を焦土と化す。人間の破滅の縮図のような話じゃの。それと比べて、こっちの平原はまだ草木が残ってるぶんマシか』

　旧王都へと続く平原は穏やかな薫くん風ぷうに包まれ、装甲車が進む地面は、芝生のように背の低い草が絨じゆう毯たんのように茂っている。

　壮大な野原──

　四連邦のなかでもっとも広大な面積をほこるシュルツ連邦は、もともとは遊牧民たちが暮らしていた地として知られている。

『ふむ。風も心地よいの。やはり車の外に出て正解じゃ。この穏やかな平原を鑑賞しつつ、できたての草餅を食べるのは……もぐ……うむ。悪くない』

『あっ、ずるいっ！　まだ草餅もってたの!?』

『これはワシのお小遣いで買ったものじゃ。リンネ、悔しければ主ぬしもさっきの街で買っておくべきじゃったの』

「あー……二人とも？　少し落ちついてくれ」

　装甲車の外で騒ぎ立てる少女二人を、カイはやんわりと押しとどめた。

　自カ分イとサキそして運転中のアシュランは車内。一方さっきから聞こえてくる二人の声は、通信機を通じて車の屋根から伝わっているものだ。

「車内にいるのが窮屈だからって、あんまりはしゃぐと走ってる車から転がり落ちるぞ？」

『わたし平気だよ？』

『ワシもじゃ。車の屋根に座ってるだけではないか。古代樹の枝を飛び移る方がはるかに度胸がいるの』

「……元気ねぇ二人とも」

　座席に座るサキが、ぐったりした様子で生返事。

「幻獣族って、あの巨獣ベヒーモスとか疾竜ワイバーンとかそういうのがウジャウジャいるんでしょ。そんなのといつ出会でくわすか。アタシなんか気が気でないのに……」

『心配いらん。滅めつ多たに鉢合わせなどせんよ』

「そうかしら……？」

『考えてみぃ。クジラを見つけようと思って海に潜って、そう簡単にクジラが見つかるか？　幻獣族は個体数も少ない。偶然にすれ違うか巣を見つけるか。よほど運が悪くないかぎり出会でくわさんよ』

「そうだったらいいけどな」

　ハンドルを握るアシュランから、気け怠だるげな相づち。

「とにかく見張っててくれや。この野原も、草が残ってるってことは幻獣族やつらの食料庫も同然だろ。腹を空すかせてやってきた怪物どもに襲われるのはゴメンだぜ？」

『平気そうだよ、地平線に何も見えないし』

「おっ、ホントかリンネちゃん」

『でも幻獣族は走るのが速いから、地平線に見えてから逃げても遅いけど』

「容赦ねぇなっ!?」

「幻獣族に見つかる前に終わらせよう。どうしたってそれが最善だ」

　連邦の地図、そして車窓の景色を見比べる。

「アシュラン、この先だ。旧王都ラクガル・シヤは幻獣族の巣になってるから迂う闊かつに近づけなくて、その手前の廃はい墟きよに陣を敷いてるらしい」

「荒野の傭よう兵へい王さんだろ。そういやカイは前から探してたしな。シドを知らないかって」

「……俺の知ってるシドとは違うかもしれない」

「はい？　なんだそりゃ、赤の他人ってことか？」

「本人の前でそんなことは聞かないよ。俺たちはあくまでウルザ人類反旗軍レジストからの派遣団としてだ」

　傭兵王アーカインは、西シユルツの人類反旗軍レジストに雇われている。

　北ウルザの人類反旗軍レジストがこれから作戦を共にする同志である以上、迅速な交流が必要だろう。そこで遣わされたのが自カ分イたちという名目だ。

『あ！　カイ、見つけたよ。あっちの地平線に建物っぽい影が見える！』

『人間のビルじゃろうな』

　リンネとレーレーンの声が綺き麗れいに重なった。

　双眼鏡をのぞくカイの視界にも、緑の地平線の先、うっすらと灰色のビル群が浮かびあがって見える。

「サキ、向こうに通信できるかな」

「こちらウルザ人類反旗軍レジスト、今からそちらにご挨拶に向かいます。でいいかしら？」

「十分だ」

　通信機を握りしめるサキに頷うなずき返し、カイはじっと息を呑のんだ。

「あとは本シ人ド次第だな……」




　学術都市ロン＝ジュ。

　もはや原形を留とどめぬほどに破壊されたビル群と、地面に散らばる瓦が礫れきの山。そこに一歩踏みこんだ途端──

　猛烈な悪臭が、カイの鼻孔に突きささった。

「うわっ、何この臭い！　アシュラン、まさかアンタおならした……？」

「ば、バカ言ってんじゃねえよ。っつぅか何だこの臭い。腐臭か!?　生き物が死んだにしても、そうそうこんな悪臭はしねぇぞ！」

「……二人とも下がれ。地面の下から漏れた毒ガスかもしれない」

　カイ自身、そう言いながら足早に後ずさる。

　臭いは瓦礫の向こうから。

「幻獣族」

「ん？」

「大きな獣の臭い……たぶんこれ、幻獣族の臭いだと思う」

　リンネが顔をしかめてみせる。

　人間以上に鋭い嗅覚をもつリンネには拷問じみた悪臭に違いないが、後退するどころか瓦礫の道をまっすぐ歩きだす。

「リンネ、真まことか？　エルフの森で嗅いだことのない臭いゆえ、ワシにはわからんが」

「たぶん間違いないよ。こっち──」

　そう言いかけたリンネが、唐突に足を止めた。

「カイ。あれ」

「っ、あの黒い水みず溜たまり……血か!?」

　コールタールじみた黒い液体が溜まった泉。

　それが瓦礫の道の行く手を阻むように、大きく広がっているではないか。

　血痕？　滴したたり落ちたと思おぼしき血の痕あとは大きな泉だけではなく、ビルの奥に向かって続いているのだ。

「幻獣族の体液のように思えるの。ワシも触って確かめたいとは思わんが」

「おいおい、幻獣族ってのはこんな臭い血を流すのかよ!?　おいカイ、お前こういうのは詳しいだろうが」

「……俺にも心当たりがない」

　人類庇ひ護ご庁の記録にない。

　まさか幻獣族の血の臭いなど、わざわざ気に留めて記す理由がないからだ。

　臭いの根源。

　ビルを曲がったすぐそこに──

　幻獣族であろう黒の巨鳥が、どす黒い血を垂れ流して横たわっていた。

「げ、幻獣族よね!?」

「な……なんだコイツはよ！　う、動かねぇけど……？」

　大きさは象ほどだろうか。

　地に落下して潰つぶれているから目測しにくいが、翼を広げればさらに大きいだろう。その翼はカラスの濡ぬれ羽ば色いろで、漆黒ながらも陽に触れた箇所は輝いてみえる。

　……ピクリとも動こうとしない。

　……力つきてる？

　夥おびただしい血が流れ出ているが、この大量に溜たまった血の池こそが悪臭の正体か。

　腐敗している？

　それとも最初からこの臭いの血なのか。

「怪鳥ジスだ」

　カラン、と瓦が礫れきの跳ねる音。

　そのわずかな気配とともに、廃ビルの影から次々と傭よう兵へいが現れる。

「アンタらは……」

　総勢二十人。

　いずれもカイが小柄に見える偉丈夫ばかりで、多くの者が顔や腕に古傷を持っているのが特徴だろう。

「この廃はい墟きよの上空を飛びまわっていた斥せつ候こうだ。地面に付着した血は猛毒だから触らぬ方が身のためだ。──それはさておき諸君ら五人、通信を入れてきたウルザ人類反旗軍レジストの傭兵という認識で正しいだろうか」

　片目を眼帯で覆おおった傭兵が、先頭へ。

　肩には幻獣族用であろう対物ライフルを提げている。

「そこの二名は人類反旗軍レジストの装備だろうが、向こう三名は、あまり馴な染じみのない装備に見えるな」

　サキとアシュランの軍装。

　対してカイの服装は人類庇ひ護ご庁からの支給品で、リンネとレーレーンはエルフの霊装だ。自カ分イたちの素す性じようを知らない傭兵には「傭兵二人と見慣れない服を着た三人」に映っていることだろう。

「あー……いや、俺たちはウルザ人類反旗軍レジストからの派遣団で間違いない。こっちの三人も、厳密には傭兵ってわけじゃないんだが、新入りみたいなもんだ。恰かつ好こうが不ふ揃ぞろいなのは勘弁してくれ。物資とかもろもろの事情でな」

　片手を上げてアシュランが応じる。

「西シユルツのミン指揮官殿からも話がいってるはずだ。つい今朝方だが、ウルザとユールンの人類反旗軍レジストが到着した」

「お前は？」

「俺はウルザ人類反旗軍レジスト所属、上級兵のアシュランだ。隣は上級兵のサキ。こっちの三人も、俺たちと行動してるのは間違いない。ええとだな……」




「世界座標の鍵コードホルダーの男か」




　ザッ……と砂を蹴りつける硬い靴音。

　屈強な傭よう兵へいたちが、あたかも海が割れるように左右に分かれていく。そのなかで一人の男が日ひ射ざしの下に浮かびあがった。

「っ」

　ドクン、と胸の内側が大きく弾んだ。

　初めて出会う相手。互いに面識など無いはずなのに。

　……なんだ。

　……手のひらに汗が滲にじんで止まらない。

　これは緊張？

「霊光の騎士ジャンヌが来るかと思っていた。この展開は意外だな」

　重厚な短機関銃マシンピストルを握りしめた男。

　精せい悍かんで彫りの深い顔立ちに、鋭い眉目。その声には威厳がにじみ、他者を屈服させるに十分な凄すごみがある。

「アーカイン様！」

「この場はいい。警戒を続けろ、怪ジ鳥スの群れが嗅ぎつけても不思議ではない」

　口早に指令。

　左右に控えた部下たちが一礼し、たちまち瓦が礫れきの道を走っていく。その間、カイは口を開けなかった。

　別人だ。

　人類庇ひ護ご庁に残っている「預言者シドと思われる者」の姿と、服装も体格も違う。

　……俺の知ってるシドじゃない。

　……持ってるのも銃で、剣じゃない。

　預言者シドと傭兵王シドは、別人。

　それがわかっただけでもドロドロとした謎が解消されたはずなのに、なぜこうも唇が痛いくらいに渇いていくのか。理由など自問するまでもない。

　世界座標の鍵コードホルダー──

　いま確かに、この男はシドの剣の名を口にした。

「ウルザ人類反旗軍レジスト、ユールン人類反旗軍レジストの双方の加勢は、俺としても拒む理由はない。援軍を断るほど余裕があるわけではないからな」

　太ふと股もものホルダーに銃を納める傭兵王アーカイン。

「だが俺の部隊は俺の私兵だ。共同戦線を望むならば吝やぶさかでないが、俺の兵に命令を下すのは俺。ジャンヌ指揮官にそう伝えておけ」

「……はっ」

　緊張の面持ちでアシュランが敬礼。

　その姿にはまるで興味を示さずに、傭よう兵へい王アーカインが目を向けていたのは──自カ分イ。そして背中に提げた亜竜爪ドレイクネイルだ。

「お前が────」

「ねえねえカイ？　この人間がシドっていうの？」

　のほほんとしたリンネの声が、傭兵王の言葉を吹き飛ばした。

「お、おいリンネちゃん!?　ちょっ……まずいって！」

「そ、そうよ！　相手は仮にも傭兵部隊の指揮官よ。アーカイン様とかシド様とか言い方ってものがあるでしょ！」

「……シドか」

　無表情。

　少なくともカイの視点では、そう呟つぶやく傭兵王の顔から一切の心情が読みとれなかった。

「他人からそう呼ばれるのは久しいな。カイとやら」

「荒野の傭兵王アーカイン殿、一つ聞きたいことがあります」

　応えはない。

　……好きにしろ、ただし答えるかどうかは俺が決める。

　……そんな感じだな。

　直立不動のシドに対し、カイは真正面からその眼光を受けとめた。

「預言者シドという男を知っていますか」

「────」

「俺はその人物のことを調べています。アーカイン殿がさっき口にした世界座標の鍵コードホルダーとも関係のある男だ。何か知ってるんじゃ……」

「誰だ」

「え？」

「世界座標の鍵コードホルダーという強力な剣がある。それはこの世界の事実であって、知る者がいたとしても不思議ではあるまい。ただそれだけのこと」

「……じゃあ預言者シドのことは」

「さあな」

　拍子抜けするほどに軽々しい否定。

「お前のいう預言者とやらが誰であろうと、この世界のシドは俺だ」

「っ、それはどういう意味で──」




「この世界、人間以外すべての種族を根絶する」




　蕩とう々とうと。

　崩れぬ余裕と自信を讃たたえた口ぶりで、傭よう兵へい王シドはそう宣言した。

「悪魔族を浄化し、蛮神族の森を伐採し、聖霊族の巣を焼きはらい、幻獣族を狩りつくす。例外はない。一匹たりとも残さず殲せん滅めつする」

「……なんじゃと」

　エルフの巫み女この、押し殺した冷たい声こわ音ね。少なくとも自カ分イは、レーレーンからこれだけ明確な怒りを孕はらんだ声を向けられたことはない。

　蛮神族が敵ニンゲンに向ける憎悪。

「……ワシらの森を切り倒すと。主ぬし、そう言ったのか？」

　その呟つぶやきを聞いたのは、隣のカイ一人だったことだろう。一方で横並びに立つリンネも、「人間以外」の扱いにみるみる表情を曇らせていく。

　蛮神族レーレーンと異種族リンネ、双方が見上げる前で──

「世界をヒトの地に作りかえる。手始めがこのシュルツ連邦、それは人類反旗軍レジストのミン指揮官にも伝えていることだ」












「……それは、いくら何でも突拍子がなさすぎる」

　絞り出したカイの声は、掠かすれていた。

　預言者シドが勝利したのは、まだ人間が五種族大戦の過程で食い下がっていたからだ。

　言うなれば「不利」からの逆転──

　だが傭よう兵へい王シドの野望はそのさらに上。

　五種族大戦で既に「敗北」した人類が、そこから四種族を殲せん滅めつして頂点に立つ？

　……あまりに大それてる。

　……人間は、食料も武器もろくに残ってないんだぞ。

「いずれわかる」

　傭兵王は表情を崩さない。

「霊光の騎士ジャンヌも似た狙いではないのか？」

「いえ。俺たちの指揮官ジャンヌの目標は、他種族に支配されてる状況から人間を解放すること。それで十分な成果だと」

　過ぎた野望は、人類にとっての逆風になるだろう。

　もし悪魔族が本気で激げき昂こうすれば──

　人間を殲滅しようとすれば、ウルザ連邦はあっけなく落ちるだろう。そうしないのは、東の蛮神族や西の幻獣族が目を光らせているからだ。

「今の人間おれたちは何もかもギリギリです。他種族に抵抗するだけで精一杯で、上回れるような要素が思いつかない」

「ある」

「え？」

「そのための預言神だ。一体だけと思ったか？」

「……なんだって」

　目をみひらき、そこに立つ「シド」を凝視する。

　その頭上──蜃しん気き楼ろうのようにうっすらと、何か巨大なものの存在がいる。そんな錯覚にカイは襲われた。

　思い返せば、祈いのり子ごアスラソラカは示し唆さしていた。




〝預言者ジャンヌ。あなたがシドに代わる、この世界の英雄となるのです〟

〝シドに代わる適格者。この世界には数人の候補者がいる〟




　……正史のシドが預言神アスラソラカに導かれた。

　……そのシドの代わりがジャンヌだって、俺は勝手にそう思っていたけど。

　他にも存在するというのか。

　この世界の傭よう兵へい王「シド」。そしてシドを導く別の預言神が。

「待ってくれ、だとしたらアンタにも────」

「カイ、そこ危ない！」

　リンネの絶叫が、瓦が礫れきの街にこだました。

　腕を掴つかまれるや有無を言わさず後ろへ引っ張られる。リンネだけではない。レーレーンまでもがカイの腕を掴んでいた。

「上におる！」

　何が？

　その一瞬の疑問を抱いたカイの視界が、濡ぬれ羽ば色いろの翼に埋めつくされた。

　轟ごうッ、とうなる羽ばたき音が聞こえた次の瞬間に、嵐のような突風が激しく砂すな埃ぼこりを巻き上げる。

「も、もう一体っ!?　聞いてないわよアシュラン！」

「お、俺に聞くな！　ってか、やばいぞ！」

　怪鳥ジス。

　鴉からすのような黒い翼をもった巨大な幻獣族が、ビルの屋上すれすれに飛ひ翔しようしてきたのだ。

　異様に小さな眼球──

　十メートル近い全長からは不似合いなほど小さな眼が、血走った眼光で狙いをつける。斥せつ候こうの一体を返り討ちにした人間へ。

「想定より早いな。嗅ぎつけてきたか」

「アーカインッ!?」

　振り下ろされた翼が、アスファルトの舗装路を粉々に打ち砕いた。

　翼というより巨大な斧おの。頭上から放たれた凶悪な一撃に対し、傭兵王は〇・数秒の差で身を退ひいていた。

　まるで羽毛が宙を舞うように。

　鍛えぬかれた鋼はがねの肉体にともなう重量感を微み塵じんも感じさせず、その動きは軽やかで洗練されていた。

「だが遅いぞ獣」

　既に、その両手には短機関銃マシンピストルが握られている。

　いつ抜いたのか。砂埃が舞う中とはいえ、カイがその所作を見失うほどに早い。

「────」

　銃口をほぼ垂直に。

　怪鳥の嘴くちばしから頭部にかけてを狙い定めるも、傭兵王は引き金を弾こうとしなかった。

「……既に群れをなしていたか」

　空に向けた銃口の先──

　まばらな雲の浮かぶ蒼そう穹きゆうに、真まっ赤かな影が浮かびあがった。怪鳥ジスと同じく巨大な翼を羽ばたかせ、高速で飛来する気配が一つ。

　それは一体の竜だった。

「ドレイクじゃ！」

「ドレイク？……こいつが!?」

　レーレーンの叫んだ名に、上空の存在を凝視した。

　溶岩のごとく赤黒い亜竜ドレイク。

　カイの所属していた人類庇ひ護ご庁では、この幻獣族の爪をモデルとして亜竜爪ドレイクネイルが設計された。裏返せば、それほどまでに人類に衝撃を与えた敵だったのだ。

　火か焔えん流──

　竜よりも一回り小さい身体からだながら、その噴きだす息で都市一つを一夜で焼き尽くしたとも言われた災厄の獣。

「やばい！　全員ビル陰に飛びこめ！」

　炎の嵐。

　亜竜ドレイクが吐きだした紅ぐ蓮れんの突風が、瓦が礫れきの山を吹き飛ばし、ビルの谷間に吹き荒れた。

　炎の壁が聳そびえ立たち、大波のごとく押し寄せてくる。

「いかん、ビルごと炎に呑のまれるぞ！」

「に、逃げるわよみんな。こんなの撤退よ！」

　誰がではなく全員が。

　ほぼ同時にビル陰から飛びだして、炎の壁に背を向けて全力で走りだす。空き地に停とめた装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアへ。

　だが一人、この場にいない者がいる。

「アーカインッ……！」

「おいカイ、止まるんじゃねえ。今は他人の心配してる余裕ねえぞ。止まったら俺らまで全滅だ！」

　アシュランが指さすのは上空。

　怪鳥ジス、亜竜ドレイク、そこに加えてさらに四体もの巨大な影が接近しつつある。

　……これが幻獣族。

　……個体の強さは最強。あらゆる種族の追随を許さない頂上種か……！

　世界座標の鍵コードホルダーも、飛ひ翔しようする相手には無力。

　リンネの法術だけは届くだろうが、あの六体を同時に相手取るのは無む茶ちや以外のなにものでもないだろう。

「カイ！」

「ああ」

　身を翻し、先頭を走るアシュランの背を追いかける。

　装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアの屋根に飛び乗るリンネとレーレーン。アシュランが運転席に飛び移るやエンジン始動、サキに続いてカイも車内へ。

「シートベルトを締める時間はねぇぞ！」

　五人を乗せた装甲車が、動きだす。

　背後で膨れあがる炎から遠ざかる方向へ。

「アシュラン早く早く、もっと急がないと、あの炎が何かに引火して爆発したらアタシらやばいのよ！」

「文句は瓦が礫れきの道に言ってくれ！　カイ！」

「────本部通信班。聞こえるか、こちらウルザ人類反旗軍レジストの第八車両だ！」

　草原の遙はるか先にある電波塔へ。

　通信の相手は、シュルツ人類反旗軍レジストの本部通信班。

『通信班です。どうしましたか』

「緊急事態だ。学術都市ロン＝ジュに幻獣族の群れが集まりつつある。亜竜ドレイクを含む六体、いずれも大型種だ。対空兵器を所持しない俺たちにはどうしようもない」

『……お待ちを。そこにはアーカイン傭よう兵へい部隊が』

「消息不明だ」

　亜竜ドレイクの火炎の中心地にいた傭兵王アーカイン、そして彼の部下である傭兵部隊。その全員がどうなったかわからない。

「炎に呑のまれた……ように俺には見えた」

『アーカイン殿がっ!?』

　女通信技手の声が、引き攣つった。

『ミン指揮官は会議中ですが、今すぐ緊急連絡として伝えてまいります！』

「至急頼む。できれば援軍も願いたい、中間地点での合流を」

　口早にそう告げて、カイは己おのれの下唇を噛かみしめた。

　見せつけられた。

　今まさに三人類反旗軍レジストが集って力を合わせようという算段に対し、それでも埋まらない歴然とした種族差があることを突きつけられた思いだ。

『……これは手を焼くの』

　しんと鎮まる車内。

　通信機を通じて、屋根に座るエルフの巫み女この声だけが微かすかに響いた。

『牙が皇おうラースイーエに挑むより先に、あのデカブツ共をいかに倒すか……』





　　　　　　　４






　シュルツ連邦・南西部──

　大草原に囲まれた湖のほとりに辿たどりついた時には、既に十台もの装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアが列をなして停車していた。

「ジャンヌ様！　も、申し訳ありません。俺たち……」

「貴官らの責は一切ない。幻獣族の群れに囲まれながら、よくぞ生還してくれた」

　装甲車から飛びおりるサキとアシュラン。

　二人を労ねぎらったのは鎧よろいに身を包んだジャンヌだ。その口元は引きしめられ、言葉からも緊張が滲にじんでいる。

「おおかたの事情は理解しているつもりだ。傭兵王アーカイン殿の部隊が陣を敷いていた学術都市ロン＝ジユが襲われて火の海になったと」

　カイたちの装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアを見やるジャンヌ。

　後方部が黒く焦こげている。

　亜竜ドレイクの熱波によるものだが、一歩間違えれば車全体が炎の波に呑のみこまれていた。

　その業ごう火かを推しはかってゾッと肝を冷やしたのだろう。後ろに控えたウルザ人類反旗軍レジストの部下たちも動揺を隠せないでいる。

「ジャンヌ様、あの……傭兵王アーカイン殿から、何か連絡は……」

「まだだ」

　無言で佇たたずむ獅し子し王おうが、重々しい様子で口を開いた。

「アーカインの奴やつが連絡を怠るのはいつものこと。慌てる必要はない。奴ほどの男がこれしきで力つきるとは思えん。あるいは」

　一呼吸あけて。

　バルムンクが見やったのは、自分たちがやってきた電波塔の方向だ。

「本部で待機しているミン殿のもとに、奴からの連絡が届いていればいいが。とはいえだ、俺たちが為なすべきことは二つ。一つは撤退部隊おまえたちとの合流。これは今まさに無事完了したと言える」

　ウルザ人類反旗軍レジストのサキとアシュラン、それにカイとリンネとレーレーン。

　五人を順に見やって、獅子王がその場で腕組み。

「もう一つが学術都市ロン＝ジュの偵察だ。亜竜ドレイクの炎がビルの何かに引火すれば大火事だ。下手をすると草原全体が焼け野原になる。そうでなくとも、アーカインの部隊がまだそこに残っている可能性もあるからな」

「あ、あのジャンヌ様……アタシたちは……？」

「貴官らは電波塔に戻って休むといい。ようやく逃げのびてきた身だ。これ以上の負担をかけるわけにはいかない」

　そう応じるジャンヌの視線が、一瞬、こちらに向けられた。

「カイも──」

「待ってくれジャンヌ。俺、確かめたいことがある」

「え？」

「さっきのあの場面は退ひくしかなかったし、その決断は間違ってなかったと思う。だけど、一つ確かめ損ねたことがあって」

「ま、待ちなさいよカイ！　もしかしてアンタ、あそこに戻るつもり!?」

　堪こらえきれずサキが悲鳴を上げた。

「ジャンヌ様も言ったでしょ。ここはジャンヌ様に任せて、アタシたちは戻った方がいいに決まってるわ。撤退だって作戦の一つよ」

「俺も同感だ」

　バルムンクが言葉を強めた。

　と同時に、強烈な眼光とともに眉根を寄せて。

「お前たちの車には十分な対空武器も搭載されていない。幻獣族との交戦になれば危険をくり返すだけだ。それは指揮官の一人として承諾しかねる。もっとも、引き返さなくてはならない特別な事情があるなら話は別だが、そんなものは──」

「あります」

「そうか無いか。ならば…………ん？」

　バルムンクが言いよどむ。

「俺の聞き間違いか。どういうことだカイ」

「確かめたいことがあるんです。いつ牙皇ラースイーエが現れるかわからない。できれば本格的な戦闘になる前に、俺の────これはっ！」

　カイが最後まで言い終える前に。

　緑の大地が跳ねて、大気が激しく波打った。立て続けに伝わってくるのは地震の鳴動ではなく、超重量の足音群。

　そして獣の咆ほう吼こうだった。

「……ジャンヌ様！」

　ウルザ人類反旗軍レジストの傭よう兵へいが、地平線を指さして喉を振るわせた。

　緑一色の平野に現れた黒い点。地平線上にある黒点と、そして宙に浮かんでいる黒点もある。

　それがみるみる肥大化し、雄々しき獣の輪郭を帯びていく。

「追ってきた!?」

「幻獣族！　標的は私たちか！」

　ざわり。

　その場の傭よう兵へいたちが一斉に身をふるわせた。理解したのだ。幻獣族への偵察に向かうための作戦を立てている最中に、己おのれの誤解に気づいた。

　──この連邦で狩られるのは。

　──人間じぶんたち。

　しかも地平線上に映る巨大な影が、みるみるうちに数も増していく。

「偵察班！」

　獅し子し王おうの怒鳴り声。

「奴やつらの戦力は！」

「ほ、報告どおりです。怪鳥ジスに亜竜ドレイク二体、疾竜ワイバーンが一体。正体不明の浮遊体が二体。これはおそらくウロボロスの幼生体かと」

「それで六体か」

「い、いえ！」

　双眼鏡をのぞく兵が、地平線を凝視して微動だにしない。

「向こうの地平から蜥蜴の王バジリスクの大群もやってきています！　数、二十以上！」

「馬鹿な、奴らの生息地は西の大砂漠だぞ。そこから出るなどありえない。しかもなぜだ。幻獣族がこれほどの群れをなすとは」

「バルムンク殿！」

「わかっているジャンヌ殿。──諸君、作戦を変更する！」

　獅子王の声が響きわたる。

　徐々に、わずかずつながらも地響きが大きくなっていくなかで、宙を滑空する亜竜ドレイクの姿が浮かびあがった。

「撤退だ。電波塔まで全速退避！」

「はっ」

　蜘く蛛もの子を散らすように、誰もが一目散に装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアへと駆けていく。

「カイ乗れ、ちんたらしてると奴らに踏み潰つぶされるぞ！」

「ああ、さすがにこれは尋常じゃない」

　アシュランの手招きに頷うなずき、カイは装甲車へと飛び乗った。

　……だけど幻獣族がこんな群れで？

　……しかも蜥蜴の王バジリスクまで。通常じゃ絶対にありえない。

　獅子王が撤退命令を出すのも当然。

　いま地平線の彼方かなたからやってくる幻獣族の群れは、明らかに過去に例を見ない進軍だ。気まぐれに群れをなしたとは思えない。

　……幻獣族に何かの意思が働いてる？

　……だとすれば、そんなことができる奴やつがいるのなら。

「まさか」

『全軍、続け！　隊列はいい。とにかく全速で走りぬけるぞ！』

　すべての装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアが一斉発進。

　草原の草を宙へと噴き上げて、脱兎のごとく一直線に走りだす。

「ちくしょう、結局また鬼ごっこじゃねえか。死に物狂いで逃げてきたってのに！」

「アシュラン早く早く、時速二百キロくらい出してってば！」

「無む茶ちや言うんじゃねえ。これ以上出したらハンドルが持って行かれるんだよ！」

　時速百二十キロ。

　本来ならば整備された幹線道路ハイウエイ以外では許されない走行速度だ。大地の斜面や凹おう凸とつなど、わずかな乱れがタイヤに著しい負荷をかける。

　──捕まらないように全速で。

　──ただし一瞬でも操作を違たがえれば、その場で車両がスリップする。

「リンネ、どうだ」

『今のところ平気』

　車の屋根から、リンネ。

『この速さなら大丈夫。幻獣族も追いつけないと思うの。一体か二体追いついてきても、それくらいならわたしが追い払える』

「無理しなくていい。俺たち以外の車には対空砲もある」

　こちらは装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアが十一台。

　うち十台は緊急連絡を受けて駆けつけた援軍であり、後部に対空砲を搭載している。

　……俺たちに追いつけるのは疾竜ワイバーンくらいか。

　……その一体なら、対空砲の一斉砲火で撃ち落とせる。

　ジャンヌ・バルムンク両指揮官もそう認識していることだろう。

　ゆえに今は、ひたすらに草原を突っ走る。

『人間の道具をありがたいと思うのは初めてじゃな』

　レーレーンの掠かすれた吐息。

『おいカイ、この車はあと何時間走り続けられる！　言っておくが蜥蜴の王バジリスクは執念深い。砂漠の端から端まで獲物を追いかけてくる奴らじゃぞ！』

「問題ねぇよ、まだまだいける。このまま本拠地まで追いかけてこようもんなら、そこの大砲で奴らをねらい打ちだ」

　ハンドルを握るアシュランが、興奮した口ぶりで怒鳴り返した。

「おいサキ、奴らどうなってる」

「……え、ええ！　本当よ。あいつらの姿がどんどん小さくなっていく！」

　後部の席で、双眼鏡を握りしめるサキ。

「やった。な、なんだ余裕じゃない！」

『全軍このまま直進だ。奴やつらは学術都市ロン＝ジユの方角へと去っていくようだが、俺たちも電波塔に帰還して作戦を立てなおす』

　バルムンクからの一斉通信。

『傭よう兵へい王の部隊は依然として消息不明だが────────っ!?　な、なんだ……！』

　亀裂。

　人類反旗軍レジストの行く手を阻むかたちで、大地が横一直線に割れ砕けた。

　猛烈な砂すな埃ぼこりが舞うなかで地面が陥没して大穴を作りだす。底の見えないすり鉢状の穴から、巨大な蛇のようなものが這はい上がってくる。

　岩盤を割り砕き──

　現れたのは、電波塔をも遙はるかに上回る巨きよ躯くの怪物だった。

『な！　なんだと、こいつも幻獣族か!?』

『地ち母ぼ竜りゆうじゃ！』

「地母竜だ！」

　レーレーン、そしてカイの咆ほう吼こうがぴたりと重なった。

　……正史でも幻の個体とされてる竜だ。

　……桁外れの生命力で、五種族大戦でも最後まで仕留めた記録がない。

　蛇に似た流線型の体型シルエツトが特徴となる竜。

　正史においても未知のまま。灼しやく熱ねつの大砂漠の奥地にのみ生息し、かつてはこの竜こそが幻獣族の英雄だという説もあった。

　その怪物が、大樹のごとく立ちふさがる。

「アシュラン停車だ。ぶつかれば潰つぶされる！」

「くそっ……！」

　装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアが一斉に止まる。

　いや、止まらざるを得なかった。この速度で進んでいれば地母竜の這い出てきた大穴に落下するしかなかっただろう。

「アシュラン、ハンドルから手を離すな」

「っ!?　おいカイ、まさか──」

　サンルーフを手動でこじ開けるや、カイは車の屋根から外に飛びだした。

　同時。

　まさにカイが姿を現したのと時同じくして。




「見つけた」




　声は、頭上から。

　地ち母ぼ竜りゆうが喋しやべったのかとも錯覚した。しかしその軽快な声は、地母竜のさらに上から放たれたものだった。

「いろんな種族の臭いがする。人間と蛮神族と、ああなんだ『祝福の生き残り』も一緒か。これはいい。邪魔なのが全部集まってるねぇ」

　ぞくっ。

　背筋を突きぬけていく寒気を感じたその瞬間、カイは亜竜爪ドレイクネイルを抜いていた。

「だから」

　何かが降りてくる。

　地母竜の頭に乗っていた真まっ赤かな獣人────カイよりも小柄で、リンネほどしかない幻獣族が、はるか高度から降ってくる。

　カイが見上げた時には、その獣人が片手を振りあげた後だった。

「まずは潰つぶれるといい」

　大気が爆発した。

　パンッ、と乾いた音。

　獣人の腕の振り下ろしが音速を超えたことで生まれた衝撃波ソニツクブームという物理現象、その不可視の破壊エネルギーが拡散したものだった。

「カイ、あぶな──────」

　リンネの声すら掻かき消けして。

　地に振りおろされた獣人の拳こぶしが大地を割り砕き、地母竜が浮上した衝撃に勝るとも劣らない土砂を噴き上げた。

「あれ外した？　ちょっと高いところから飛びおりたからか」

　溜ため息いきをつく獣人が、コン、と目の前の装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアを蹴りつける。

　逆さに転がった装甲車。

　空振りに終わった獣人の拳が大地を叩たたいた衝撃で、何百キロという装甲車がオモチャのように跳ね上がり横転したのだ。

「…………うそ……だろ……」

　横転した先頭車両を見つめるアシュラン。

「何だってんだあの獣人。武装付きの装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアだぞ、それをボールみたいに吹き飛ばしたって……どんな腕力してんだよ」

　それはカイも同じ心境だ。

　……装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアをボールみたいに殴り飛ばしただって？

　……俺どころかジャンヌより小柄な体格で。

　物理的に到底考えられない。それこそ巨獣ベヒーモスのような巨体でなければ、あんな力ちから業わざはできないはず。

　──怪かい力りよく乱らん神しん。

　人間の理ことわりで説明できない不自然・不可思議な怪力を宿した獣人。

　対し。

「……ようやく会えたの」

　エルフの巫み女こが、血走った形相でもって小柄な獣人を睨にらみつけていた。

「貴様、よもや自分から現れるとは……」

「ははっ。おかしな事を言うねエルフ。ここは我の領地。我がここにいて何がおかしい？」

　敵意を隠さぬ蛮神族。

　それを愉快そうに眺める幻獣族。

「ラースイーエッッッ！」

　レーレーンの怒号が響きわたる。

　真正面から指を突きつけて。

「貴様の蛮行もここまでじゃ。ここで命運つきたと思え！」

「命運？　今さらそんな因果に縋すがるのか？」

「……なんじゃと」

「哀れだね。運命に囚とらわれた蛮神族おまえには同情する」

　獣人が嗤わらう。

　底知れぬ感情をまじえた瞳で天を仰ぎ、そして謳うたった。




「我は牙が皇おうラースイーエ。運命なんて幾らでも替えがきくというのに」
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　凍えるほどに、静か。




　草原に吹きこむ風がいつしか止やんで。

　鳥の囀さえずり、虫の音が消えて。

　そして誰一人、息を殺して言葉を発さない。

　エルフの巫み女こレーレーンが歯を食いしばる、その歯ぎしりの音さえ聞こえると錯覚するほどの静寂──

「ああうるさい」

　燃えさかる炎を想起させる毛皮の獣人が、ゆらりと片足を振りあげた。

「機械というものは耳みみ障ざわりだ」

　駆動し続ける装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアのエンジンめがけ、車体を下から蹴りつける。

　無造作なその暴虐が、横転した装甲車を宙へと吹き飛ばした。木の葉のように回転しながら、はるか後方の地面へ突きささるように墜落する。

『第一班ッ!?　応答しろ！』

　残る九台の車両から次々と飛びだす傭よう兵へいたち。

　なかでも真っ先に飛びだしたのは、今まさに部下を攻撃された獅し子し王おうバルムンクだ。

「貴様っ！」

「んん？　ええとお前は。人間はどれも同じに見えるから識別が難しいねぇ。この連邦の人類反旗軍レジストとかいう組織かい？」

「南ユールンの指揮官バルムンクだ、覚えておけ」

「ユールン？　はて？」

　幻獣族の英雄「牙が皇おう」ラースイーエ。

　尻尾しつぽを器用にくねらせながら、炎色の獣人がバルムンクをじっと観察。

「なぜ南ユールンの人間がここにいる？　とうとう聖霊族に負けて逃げてきた？」

「誰が敗北するか。聖霊族より先に、目め障ざわりな獣どもを狩りつくしにきたまでだ。貴様の方こそ、我らの地に侵は入いってきたそうだな！」

「……人間おまえ」

　ぴくり、と獣人が片目をつりあげた。

「ソレを誰から聞いた」

「……っ！」

「我がユールンの国境を侵したのに気づいたのは聖霊族だけ。あの場に人間はいなかった。ということは人間おまえ、それを聖霊族から聞いたのかい？　聖霊族は人語を喋しやべれないのに？　人語を喋れる個体は一体だけ。つまり六リク元ゲン鏡キヨウ光コは生きている」

「……ぐっ」

「迂う闊かつだねえ。そして我をただの獣と侮あなどったからだよ」

　猫のように巨大な目。

　それをほぼ真円になるまでみひらいて、獅子王バルムンクを凝視する。

「あの賢者、人間に話を持ちこむとは。でもそれは、それだけアイツ自身が弱まっていることの裏返しでもあるんだろうねえ。まさかまさか、聖霊族の大群がコッチに来ているんじゃないだろうね？」

「あいにく貴様にくれてやる情も報のはない」

「んん？　どちらが『上』かまだ認識していないのかい。ほら、見ただろう」

　十メートル以上も後方──

　牙皇ラースイーエの蹴り上げによって小石のように吹き飛ばされた装甲車は、地に横たわり、黒い煙を上げて完全に沈黙している。

「蹂じゆう躙りんするは我」

　小山のごとき巨体の地ち母ぼ竜りゆうを従えた、獣人。

「人間おまえは朽ちるか従うか、その二択しか残ってない」

「そっくり返してやろう。貴様が蹴り飛ばしたのは俺の部下の乗っている車両だ」

「で？」

「礼を言う」

　強こわ面もての指揮官が、口の端を吊つり上あげた。

「貴様は、貴様の一番近い車を蹴り飛ばした。それが運の尽きというものだ。これで部下がまきぞえを食うことがなくなった」

「っ」

　牙が皇おうラースイーエは気づかなかった。

　目の前のすべての装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアが、砲台を向けるかたちで停とまっていたことに。

「撃て！」

『発射します』

　対空砲の近距離射撃。

　鋼鉄よりも強きよう靱じんな竜の甲皮を貫き、城壁に向ければ壁を粉々に砕く大口径兵器。それが、わずか数メートルという超至近距離。

　火柱のごとく噴き上がった炎が、たちまちラースイーエと地母竜を呑のみこんだ。

「っ、ギリギリだな……」

　装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアの陰に避難していなければ、カイも炎に炙あぶられていただろう。獅し子し王おうバルムンクもそれは同じだ。

　……だけど、こっちもそれくらい身を削った駆け引きじゃなきゃ。

　……獣人の反応速度を超えられない。

　獣人はもっとも動体視力と反応速度に優れた種の一つ。

　さらに警戒心が強い。こちらが何かを仕掛けた素振りを見せていれば、確実に気づかれていただろう。

『指揮官、地母竜が地面へ──』

「構うな！　狙いは地上の獣人一体だ！」

　膨大な炎と土煙のなか、わずかに見え隠れしていた地母竜が大穴へと潜りこんでいく。

　だが砲の照準はあくまで地上。

　牙皇ラースイーエを仕留めるのが先決だ。

『我々の後方！　幻獣族の行進が依然として接近しつつあります！』

「構うな、この首領さえ仕留めれば人間おれたちの勝利だ」

『第一弾、全弾射出です』

「装そう填てん急げ。後ろの奴やつらが追いついてくる前に補充を完了しろ！」

　猛たける炎のなかで叫ぶバルムンク。

「ジャンヌ殿、そちらは？」

「待たせたバルムンク殿。貴殿の部下五人はすべて救出した。私たちの車内で手当をしているが命に別条はない」

　土煙のなか、部下を従えて走ってくるのはジャンヌだ。

　──獅し子し王おうがラースイーエを足止め。

　──その背後で、ジャンヌたちが横転した車から負傷者を救出。

　どちらかが提案したわけでもない。

　指揮官二人が自おのずから判断して動いていたものだ。

「……倒しましたか？」

「わからん。幻獣族のタフさは筋金入りと聞く。普通の獣なら木こっ端ぱ微み塵じんに燃え尽きているところだが、油断するなよジャンヌ殿」

　バルムンクが一歩前へ。

　膨れあがる黒煙を注意深く観察しながら、右手には愛用の大鎚メイスを提げている。

「だが地ち母ぼ竜りゆうを見てのとおり。あれだけ巨大な竜が一目散に地中に逃げていった。つまり幻獣族といえど、大砲の直撃を受ければ無事では済まないということ」

「私の目にも、牙皇ラースイーエは砲弾を受けたように見えました」

「うむ。間違いなく深手を負っ──」

　ズッ、と地面がめりこむ音がこだまして。

「ふぅ。終わったかい」

　濛もう々もうとたちこめる黒煙が割れ、紅ぐ蓮れんの獣人が飛びだした。黒い煤すすをまとわりつかせながらも、全身に傷らしい傷が一切ない。

「なにっ!?」

「勘違いしているね」

　バルムンクの眼前へ。

　満月を想おもわせる黄金色の瞳を爛らん々らんと輝かせて。

「地母竜を下がらせたのは、お前たちが我の獲物だからだよ。獲物を独り占めしたいから。わからないかな」

「調子に乗るな獣！」

　巨大な大鎚メイスが振り下ろされる。

　無防備に寄ってきたラースイーエの脳天に突きささり、鈍い音がこだまする。

　が。

　パンッ、と乾いた音を響かせて、粉々に砕けたのは大鎚メイスの方だった。

「……貴様。バケモノか！」

「次はお前がこうなる。弱いモノは哀れだね」

　獣の腕が、バルムンクの首根っこめがけて突きだされる。大鎚メイスを失ったバルムンクが身を退ひこうとして。

　声は、その背後からだった。

「動くなバルムンク殿。──劈つんざけ、『月の弩おおゆみ』よ」

　風を切り裂く一矢。

　エルフの法具『月の弩おおゆみ』から放たれた閃せん光こうが、今まさにバルムンクに襲いかかった獣人の額を撃ち貫いた。

「っ」

　紅ぐ蓮れんの獣が足を止める。

　その一瞬の硬直を逃さず、カイは全力で駆けていた。

「弾はじけろ」

　悪魔の懐ふところへ潜りこみ、亜竜爪ドレイクネイルをその脇腹へ叩たたきこむ。

　──発破。

　亜竜爪ドレイクネイルの切っ先で、略式ドレイク弾の火花が咲いた。超高温、そして火薬の炸さく裂れつから生まれる衝撃によって敵の外殻を完全に破壊する。

　急所に当たれば巨獣ベヒーモスさえ打倒しうる破壊力の一撃だ。

　……正史で造られた近距離破壊弾だ。

　……見たことのない爆弾なら、お前もかわしようがない。

「懐かしいねぇ」

　電流のごとき悪寒が。

　かつて感じたことのない種の悪寒が、カイの全身を駆けぬけた。

　ラースイーエが何事もなく起き上がった脅威もだが、それ以上にその言葉────

「五種族大戦で、シドのまわりの配下が似たような武器を持っていたよ」

「ラースイーエ！　お前まさか……」

「お互い様じゃないか」

　傷一つない獣人がクスリと嗤わらう。

「シドの剣を持っているのはお前だろう？　やっぱり我と同じ側の存在だったか」

「正史の記憶があるのか……！」

「ちょうどよかった。我はずっとシドを探していた。シドに復ふく讐しゆうしたくて溜たまらなかった。その鬱うつ憤ぷんをお前で晴らしていいかい」

「あいにく人違いだ！」

　亜竜爪ドレイクネイルを振りあげる。

　紅ぐ蓮れんの獣人は微動だにしない。亜竜爪ドレイクネイルの刃やいばを脳天に叩たたきつけられ、顔から肩までが爆炎に染まる。

「はて？　それはそれは──」

　火の粉こにまぎれ、牙王ラースイーエは平然とその場に立っていた。

　竜をも落とす対空砲。

　悪魔を打ち倒すエルフの弓。

　さらに正史の武器の火力をもってしても、傷一つ付けられない。

「ひょっとして出し惜しみのつもりかい人間？　世界座標の鍵コードホルダーはどこへやった？　持ってるんだろう。なぜ使わない」

「分析の最中なんでね」

「ん？」

「お前のそのデタラメな耐久力だ」

　紅蓮の獣人をまっすぐ指さし、カイは声を張りあげた。

　ラースイーエだけではない。身構えるリンネやレーレーン、それにジャンヌやバルムンクといった仲間たちに伝えるためにだ。

「お前が赤獅子マンテイコアってのはわかってる。問題なのは、ただの赤獅子マンテイコアじゃないってことだ」

「へえ」

「突然変異体シンギユラリテイ」

　赤獅子マンテイコアは、炎を食らう伝説を持つ獅し子しだ。

　全身を炎に変えて襲ってくるとも言われているが、その肉体強度はむしろ幻獣族の中では低い。対空砲や略式ドレイク弾の破壊力に耐えられるわけがない。

　だが牙が皇おうラースイーエはその例外。

　……正史で推測されていた仮定があった。

　……ラースイーエは、進化の過程で生まれてきた突然変異体シンギユラリテイじゃないかって。

　何千何万体に一体の割合で生まれてくる「進化しすぎた個体」。

　その多くは環境に適応できずに淘とう汰たされるが、幻獣族の中には、ごく稀まれにとてつもなく「戦闘向き」の個体が生まれることがある。

「幻獣族の中で一番強いのは竜種だ。そいつらを押しのけてお前が頂点に君臨するには、それくらい明確な理由がいる」

「…………」

　獣人が嗤わらう。

　ナイフのように鋭い犬歯を覗のぞかせて。

「懐かしいねぇ。そういえばシドに同じことを言われたっけ」

「隠す気がないんだな。突然変異体シンギユラリテイの筋肉肥大と超回復力。さらに言えば赤獅子マンテイコアの弱点である『冷気』も、お前は克服してるんじゃないのか？」

　すべて背後の仲間に向けた言葉だ。

　この獣人を「強い赤獅子マンテイコア」と思ってはいけない。まったくの別種。それこそ竜よりも危険な新種とみなすべきだろう。

　……だけど、ここまでデタラメなのか。

　……耐久力が並外れてるのはデータにあったけど、いくら何でも桁違いだ。

　ほぼ無敵。

　溶岩の海に沈めても、極寒の氷山に閉じこめても、極限の乾燥砂漠に放りこもうとも、この獣はおそらく死なない。

「バルムンク殿！」

　緊張の静けさを突きやぶる、ジャンヌの叫び。

　霊光の騎士が見上げる先には、既に大空を滑空する亜竜ドレイクそして地上を走る蜥蜴の王バジリスクの姿がある。

「もう時間がない。後ろが！」

「撤退だ！　全員、車の中へ。撤退準備を急げ！」

「おっと」

　バルムンク目がけて獣人が地を蹴った。

　空高く、一瞬にしてカイとリンネの頭上を飛びこえて背後へ。獲物を見据えた肉食獣。装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアの手前に立つ獅し子し王おうめがけて飛びかかる。

「他の人間に興味はない。だけど指揮官おまえはダメだ」

　大鎚メイスを失った獅子王は無防備。

　赤獅子マンテイコアの爪でも牙でも、防弾衣ごと薄紙のごとく全身を切り裂かれるだけ。その瞬間を、すべての傭よう兵へいたちが覚悟した。

「指揮官おまえが生き残る未来はないよ」

『好きにするといい』

　ピキッ……

　地を蹴るラースイーエの足音で、何かが砕けた音がした。獣人の足先が踏んだものは、平原に落ちていた小さなペンダント。

　何だこれは？

　違和感を覚えた獣人が一瞬動きを止める。その足下で、砕けたペンダントの装飾部分チヤームから、真まっ青さおな粘液群がどろりと流れだしていた。

『その人間の生死など鏡キヨウ光コにはどうでもいい。──と言いたいけれど』

　ラースイーエの足下にこびりつく。

　粘液群が、あたかも意思があるもののように膝上から太ふと股ももへと登っていくではないか。赤獅子マンテイコアの首まで這はい上がり。

『たかが人間と見誤った。この隙をつかない理由がない』

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コ！」

　獣人が初めて見せた動揺。

　目を大きくみひらくや、身体からだにこびりつく粘液群を強引に剥はがそうと爪を立てる。が、既に聖霊族の術式は発動していた。

　──万ばん象しよう鏡きよう化か『滴しずく』──

　その単語から雨粒や、水の飛沫しぶきをイメージする者も多いだろう。だが聖霊族の「滴」は、そんな穏やかなものではない。

　究極の溶解液。

　あらゆる生物の細胞膜を破壊し、鋼鉄をも侵食して溶かす分解術式。

『生物すべてに効く。幻獣族の皮膚だって溶かす』

　じゅっ、と上がる白煙。

　強酸に触れたヒトの肌が白くなるように、紅ぐ蓮れんの獣人から真っ白い煙が立ち上っていく。

『これならば──』

「ははっ。六リク元ゲン鏡キヨウ光コ、お前、まだ我を測りかねているか？」

　赤獅子マンテイコアの応えは、嘲笑だった。

　全身をゆるやかに侵食されながらも、ただただ悠然と立つ姿には焦あせりというものがない。首から下を覆おおいつつむ粘液群を見下ろして。

「生物に効く。なるほど然しかり。しかし我は突然変異体シンギユラリテイであって只ただの生物に非あらず。シドに敗れたのもシドの剣があったからこそ。アレだけが例外なんだから」

　再生していた。

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コの術式で体表を溶かされつつある一方で、体表組織が次から次へと生まれていっているのだ。融解速度をむしろ上回る速度でもって。

「そしてお前、まだまったく蘇そ生せいできてないだろう？　術から感じるお前の生気がとても小さい」

『…………』

「だから無駄だよ六リク元ゲン鏡キヨウ光コ。さあ退ひきな。このまま自分の身体を消費し続けるかい」

『意味はある。術中、お前は一歩も動けない』

「なに？」

　全身を蜘く蛛もの糸で固められたよう。

　足を動かそうにも、大地にこびりつく粘液群がそれを妨害する。

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コ、何のつもりだい？」

『お前はさっき「世界座標の鍵コードホルダーはどこへやった？」と聞いた。この場にシドの剣はないと見誤った』

「はっ、我があの剣を見過ごすものか。あれだけ眩まぶしい光の剣など他にない」

『世界は上書きされた。お前が鏡キヨウ光コに言ったこと』

「…………」

『その影響で世界座標の鍵コードホルダーも変質した。人間の剣に憑依することでしか存在できなくなったことをお前は知らない』

　沈黙。

　全身を粘液群に絡め取られたまま、首だけで、紅ぐ蓮れんの獣人は背後を見やった。




〝ひょっとして出し惜しみのつもりかい人間？　世界座標の鍵コードホルダーはどこへやった？〟




　すべては伏線。

　あえて亜竜爪ドレイクネイルで攻撃することで、この銃剣がシドの剣ではないと思いこませる。

「世界座標の鍵コードホルダー！」

　英シ雄ドの剣。

　カイの呼び声に反応した亜竜爪ドレイクネイルが、瞬またたく間に神々しい剣へと変貌した。黒塗りの銃剣が、透きとおった陽光色の剣へ。

「いい機転だ六リク元ゲン鏡キヨウ光コ」

「最初からもっていたのか！」

　ビクンッと獣人が全身の毛を逆立てた。

　正史で喫した因縁の敗北──最強生物たるラースイーエが敗れた要因が、再び目の前に顕現したのだ。

『やれ』

「やめろっ！」

　二体の英雄の言葉に押され、輝きの剣を振り下ろす。六リク元ゲン鏡キヨウ光コの粘液群ごと叩たたき斬る。無敵の耐久力をほこる赤獅子マンテイコアの背めがけ、全力で。

　────悲鳴。

「あっ……あああああああああああああっっっっっっ！」

　無敵の獣が受ける、傷。

　あるはずのない痛みを背に受けた牙が皇おうラースイーエの慟どう哭こくが、いとも奇怪な音色となって草原に響きわたった。

　そして。

　地平の先の幻獣族たちに変化が現れたのも、それと同時だった。

「カイ、あいつら逃げていく！」

「今の咆ほう吼こう……ラースイーエの敗北を悟っての逃走か？」

　リンネとレーレーン。

　装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアがならぶ最後尾で、幻獣族を睨にらみつけていた二人が叫んだ。空の亜竜ドレイクも地上の蜥蜴の王バジリスクも、すべて散り散りに地平の向こうへ去っていく。

「ジャンヌ様！」

「油断するな。目の前の敵にのみ集中しろ」

　残されたのは牙が皇おうラースイーエ一体。

　対して車両に乗りこんだ傭よう兵へいたち、そしてカイやジャンヌ、バルムンクといった面々が地上に残っている状況だ。

「幻獣族なかまに見放されたか。暴君が過ぎたようじゃな」

　冷たいまなざしで、エルフの巫み女こレーレーンが獣人を睨みつけた。

「思えば主天アルフレイヤ殿もそうじゃ。あの方は、横暴を極めたことでエルフのみならず天使からも信頼を失った。もっともそれは、貴様の手下である切除器官ラスタライザによって洗脳されたから。そうじゃな？」

「…………」

　紅ぐ蓮れんの獣人は応えない。

　むろんレーレーンとて、その追及に返事があるとは期待していないに違いない。

「貴様も最後に幻獣族なかまに見捨てられた。ふさわしい結末じゃ」




「────無理解だねえ」




　怨念じみた獣人の声。

　世界座標の鍵コードホルダーで斬られたことで前のめりになりながら、牙皇ラースイーエの眼光はなお爛らん々らんと輝いている。

　その眼光に、思わずカイと六リク元ゲン鏡キヨウ光コが追撃を躊ちゆう躇ちよするほどに。

「奴やつらが去っていったのは我がそう命じたからだよ。さっきわざわざ叫んだじゃないか。あれが我の悲鳴だとでも思ったかい」

「……どういうことじゃ。貴様、部下たちをわざと退ひかせたと」

　レーレーンが眉根を寄せる。

　その手前に立つジャンヌ、バルムンクも似た表情だ。意味が分からない。この状況下で仲間を退かせれば完全な孤立ではないか。

「この姿を見せたくないんだよ。幻獣族の長としての見栄でね」

　ぼこんっ。

　泡あぶくが弾はじけるような音を立てて、獣人の背中から巨大な肉片が膨れあがった。

　世界座標の鍵コードホルダーで受けた傷を塞ふさぐだけでなく、さらに肥大化し、ラースイーエの背中から突きだす恰かつ好こうで人間の上半身のような形を作っていく。

　壊れた人形のような少女──

　あらゆる種族に属さない歪いびつな怪物が、ラースイーエの背中から生えていく。その姿に、カイは嫌でも思い起こされるものがあった。

「……切除器官ラスタライザ……？」

『鏡キヨウ光コにもそう見える。そう。従えた切除器官ラスタライザをどこに忍ばせているかと思ったけど、融合していたんだ。だとしても、ずいぶんあっさり披露する』

「隠す気など無いからねぇ」

　牙が皇おうラースイーエが両手を広げる。

　さらに背中から生えた切除器官ラスタライザの上半身も、同じように両手を広げる。

　──二身一体。

　異なる種族同士が融合したというのか。

「ああ来てよかった。なあシドの剣を持った人間？」

　歪な笑みのラースイーエ。

　その鋭い爪先が向けられたのは、自カ分イだった。

「お前こそが真の特異点シンギユラリテイだ。この世界にいてはいけない人間だ。お前がいることで、我と切除器官このこの目的がズレていってしまう」

「……お前の目的？」

「お前と我は似ているんだよ。『シドに連なる者たち』という意味で。だけど……ははっ。まだシドの過ちに気づいていないのか」

　獣人の口からこぼれる荒々しい吐息。

「どういう意味だ。シドが？　あの英雄が何をしたって」

「英雄？　あの男が英雄？　とんでもない、あの男は世界一の大罪人さ。あの男は世界の歴史を壊してしまった。その証拠が切除器官ラスタライザなんだから！」

　法術円環。

　カイの足下に音もなく現れた力の渦が、輝いた。

「……ぐっ！」

　無我夢中で世界座標の鍵コードホルダーを振りおろす。

　運命を切除する──カイめがけて発動しかけた術式が、陽光色の刃やいばによって真っ二つに切り裂かれ、花吹雪のように散っていく。

「そうだ。その剣でシドは歴史を壊した」

　ラースイーエは微動だにしない。

　世界座標の鍵コードホルダーによって術が防がれることも、この獣人にとっては予測済みのことだったに違いない。

「切除器官ラスタライザは誘惑者だ。シドの贖しよく罪ざいを受けた四英雄に接近して、親和を試みた。お前ならわかるだろう六リク元ゲン鏡キヨウ光コ？」

『…………』

「だが我以外の英雄は、すべて切除器官ラスタライザとは相あい容いれなかった」

　切除器官ラスタライザに対し──

　冥めい帝ていヴァネッサは見下し。

　主しゆ天てんアルフレイヤは拒絶し。

　霊元主・六リク元ゲン鏡キヨウ光コは疑問を抱いた。

　ゆえに不適格。

　牙が皇おうラースイーエだけが受け入れた。

『理解できない』

　真まっ青さおな粘状生物スライムは、ただ淡泊にそう言い返すだけだった。

『幻獣族おまえは、なぜそんなものを受け入れた？』

　背中から突きでた怪物を指さす、聖霊族の英雄。

『ソレを取りこんでいったい何がしたい。鏡キヨウ光コには理解できない』

「知ってしまったから」

『？』

「なぜ切除器官このこを欲したか？　『大だい始し祖そ』に抗あらがう力が必要だったからさ」

　紅ぐ蓮れんの獣人の口からこぼれたのは、怨えん嗟さ。

　そして紡がれた大始祖という単語に、カイは内心で眉根を寄せていた。

　……大始祖？

　……なんだそれは。誰かを指す言葉か？

　文脈からしてシドではない。シドであればそう名指ししているだろう。

「大始祖が運命をいじくった。その復ふく讐しゆうに、切除器官このこが必要だった」

「……ラースイーエ！　大始祖ってのは何のことだ」

『鏡キヨウ光コも知らない。心当たりがない』

　カイと六リク元ゲン鏡キヨウ光コが言葉を合わせる。

　が、幻獣族の長はただ黙って冷笑を浮かべるだけだ。

　──哀れだね。

　そんな蔑みまじりのまなざしで。

「正史から放逐された身だ、お前も探していたんだろう、この世界輪りん廻ねを招いた元凶を。その答えが、『大始祖』を自称する愚者たちだ」

「…………なっ!?」

「今はどこにいるかわからない。だが必ず見つけだすさ。そのために切除器官このこが要いる」

『復ふく讐しゆうとは？』

　冬の水面のような静けさで──

　冷然と言葉を返したのは、聖霊族の英雄だった。

『鏡キヨウ光コは、その世界輪りん廻ねとやらを覚えていない。正史というのも。だから理解できない。ラースイーエ、お前は今の幻獣族に不満がある？　大だい始し祖そとやらを憎んでいる？』

「大嫌いだね」

　紅ぐ蓮れんの獣人が、両手を広げた。

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コ、お前さえ知りえなかった連中さ。わかるかい？　奴らは歴史の裏側にひそむ支配者だ。五種族大戦に影もかたちも見せずに、高みの見物で世界を思うまま操ってきた。お前も種の頂点として、嫌悪感を覚えるだろう？」

『…………』

「たとえそうでなくても、幻獣族が世界の真の覇を握るために大始祖は邪魔だ。見つけて排除する。それも早急にね」

『急ぐ？　なぜ？』

　六リク元ゲン鏡キヨウ光コの疑問は、カイにもわかる。

　なぜ急ぐ？

　確かにそうだ。幻獣族は北ウルザへ、東イオへ、そして南ユールンにも攻めこんできていた。他の種族が睨にらみあいを続けるなか、もっとも好戦的な選択を続けてきた。

「大始祖は失ヘ態マをやらかした」

　背中の切除器官ラスタライザがゆっくりと首を傾ける。

　銃を構える傭よう兵へいたちを牽けん制せいし、ラースイーエを守る従者であるかのように。

「奴やつらが引き起こした世界輪廻は、奴らの制御をも上回っていた。放った小ぼ火やに、自らが巻きこまれたんだよ。つまるところ────」

　ラースイーエが片手を上げる。

　目の前に連なる人カ間イたちを指さして。

「大始祖の制御を離れた世界輪廻は、誰にも止められない。間もなく第二階位レベルにいたる」

「第二階位レベル？」

「なんだ気づいてなかったのかい。この地を中心にして世界は『変異』する」

　足下を見やる獣人。

　それが何を意味するのか、カイには思いうかぶものがない。

「……世界が変異？　それはもう起きたことじゃないのか？」

「世界輪廻が引き起こした影響はとても大きい。なあ人間、お前なら正史の五種族大戦を知っているだろう。ふしぎに思わなかったかい」

「何を」

「人間が無主地と呼ぶ領域。正史ではそんなに目立つ場所ではなかっただろう？」

「っ！」

　ドクン、と鼓動が早まった。

　指摘のとおり、まさにその疑問を口にしたことを覚えている。

　……だけど、それが何だって言うんだ。

　……世界輪りん廻ねで改かい竄ざんされた世界なら、そんな無主地があっても不思議じゃない。

　五種族大戦の結果が逆転したこの世界で──

　これ以上、何に驚けというのか。

「それがどうした。今この話と関係があるとは思えない！」

　ラースイーエは「早急に」と言ったのだ。

　大だい始し祖そを排除して幻獣族が世界の覇を握るのを急ぐ。その話と、世界輪廻の第二階位レベルという話に関係があるようには見えない。

「大アリだよ」

「……なんだって？」

「六番目がやってくる前に他を片付けておく。あの機鋼種イキモノはちと面倒だからね」

　その意味を──

　ラースイーエの吐きだした言葉を理解した者は、存在しなかった。

　カイも、ジャンヌも、リンネも。

　蛮神族レーレーンも聖霊族リクゲンキヨウコも。

「もっとも──」

　ラースイーエの声こわ音ねに凄すごみがまじる。

　それに呼応するように、背中から生えた切除器官ラスタライザから奇妙な咆ほう吼こうが。

「お前たちはそれを見る前に終わる」




〝上位能力『無座標改竄ゼロシフト』〟




　ジッ……ジジッ……

　カイの見ている頭上で、空に『ノイズ』が生まれた。

　雷のような細い黒い筋が何十本と空から降って、視界を遮っていく。雑音ノイズではない光学的視界の乱れノイズ。

「……これは……!?」

「なに、少しだけ早めてやったのさ。第二階位レベルの改変を」

　まわりの景観が急速に変色しだした。

　隣に立っているバルムンクやレーレーンの輪郭がブレて、奇妙な紫色に変化していくのだ。肌に浮きでた斑まだら模様。身体からだ全体がみるみるうちに、奇妙なカビに冒されるように何もかもが変色していく。

「バルムンク、レーレーン!?　その肌の──」

「無駄だよ人間。お前は世界座標の鍵コードホルダーによって認識できたとしても、それ以外の何者も、この改かい竄ざんには気づけない」

　紅ぐ蓮れんの獣人ラースイーエ──

　自らも真っ白な毛皮に変色しつつある獣人が、そう発した。

「世界輪りん廻ねもそうだっただろう？　認識できるのはお前だけ。だがお前はあくまで見えるだけ。この改竄は止められない」

　そう。

　これは世界輪廻の発現とまったく同じ状況だった。

　脳裏によみがえる光景──空にぽっかりと空いた渦に何もかもが吸いこまれていった。あの悪夢が、脳裏を過よぎっていく。

　……正史の歴史が上書きされた。それが世界輪廻だと思ってた。

　……まだ続きがあるってことか!?

　世界輪廻は終わってなかった。

　今こうして、すべての人間と蛮神族レーレーンたちの姿が変色しつつある。まさか上書きされるのは歴史だけではなく──

「いけない！　バルムンク、ジャンヌ！　牙皇ラースイーエを止めろ！」

「え？」

「ん？　ど、どういうことだ」

　斑模様に染まりつつある二人は気づかない。

　自分たちの身に起きつつある「改変」に。

「六リク元ゲン鏡キヨウ光コ、レーレーン！　お前たちにも見えないのか!?」

「な、なんじゃカイ!?　急に」

『……何を見ている？　鏡キヨウ光コには何も起きていないように見える』

　聖霊族の英雄さえ自覚していない。

　カイから見た六リク元ゲン鏡キヨウ光コは、真まっ青さおな粘状生物スライムではなく色いろ褪あせたセピア色になりつつあるというのに。

「世界座標の鍵コードホルダーを持たない者すべてが『別物』になるだろう。どう変質していくかは我にもわからないし興味もない。そして、これで大だい始し祖そは慌てるだろう。なにせ支配しようとした世界が壊れていくんだから」

「ラースイーエ！」

　黒い稲妻めいたノイズが降りそそぐなか、世界座標の鍵コードホルダーを握りしめる。

　……まだだ。

　……様子は似てるけど、状況は世界輪りん廻ねの時とはまるで違う。

　この事象はラースイーエが発動させたもの。

　ならば術者本人を倒せば発動を止められるはずなのだ。

「お前を倒せばコレは止まる。そうだろ！」

「愉快だね」

　シドの剣を手にしたカイを見つめる獣人。

　そのまなざしは不敵に輝きながらも、どこか過去を懐かしむ口ぶりだった。

「我を倒せると？　改変が終わるまでに？　あの日、確かに我はシドに遅れを取ったが、奇き蹟せきは二度起きないよ。正史での敗北を覚えているからね」

「あいにくと──」

　唇を噛かみしめる。

　変色しつつある大地を蹴りつけて、カイはたった一人で幻獣族の長へと挑んだ。

「諦めの悪いタチなんだよ！」

「ムリムリ。だって戦わずとも、人間は獣人の脚力に追いつけない。我が時間稼ぎに走りまわるだけで、お前は我に触れることもできないだろう？」

　獣の疾走。

　地を揺らすほどの脚力でもって、ラースイーエが力強く跳び下がる。

　世界座標の鍵コードホルダーの間合いの、はるか外へ。

「はははっ！　その表情だ。シドの継承者、お前も我と同じ怒りを覚えるといい。壊れた世界を見て絶望──────っ……？」

　跳躍が止まった。

　カイは牙が皇おうラースイーエを捕らえていない。

　だがその肩を掴つかみ、同じ幻獣族の剛力でもって強引に動きを止める少女がいた。

「お前……そうか、もう一体いたな、無座標改竄ゼロシフトを視みることができるのが」

「リンネ!?」

「……何のことかわからないけど、アンタのこの術は嫌い！」

　幻獣族の長を掴むリンネ。

　変色していく世界のなか、少女の金髪が眩まばゆく輝きだしていた。空の光ではなく、髪そのものが透けて内部から光が無限に生みだされていく。

　──その陽光色は。

　──まるで世界座標の鍵コードホルダーのように。

　さらに額や二の腕にも、うっすらと光る紋様が皮膚に浮き上がっていく。

　因子の覚醒。

　かつて冥めい帝ていヴァネッサが「混こん沌とん種」と称したリンネの本質が、具現化していく。

「切除器官ラスタライザで何する気なの！」

「はっ、その憎悪こそ大だい始し祖そに向けるがいい！」

　首を掴つかまれたラースイーエが、吼ほえた。

　幻獣族の因子を帯びたリンネの首を、幻獣族の長が掴み返す。

「世界輪りん廻ねによって世界は既に壊れているんだよ。我は、その世界輪廻の侵食を加速させるだけ。焦あせった大始祖を引きずり出してやるために」

「それをやめてって言ってるの！　アンタのその力……わたし嫌い！　大嫌い！」

　リンネの表情が苦く悶もんに歪ゆがむ。

　最強生物たるラースイーエに首を締めつけられているのだ。たとえ幻獣族の因子を帯びているとはいえ、腕力は圧倒的に相手が上。

「リンネ、あと数秒耐えてくれ！」

　動きを止めた獣人めがけて走る。

　その刹那、カイの眼前に、切除器官ラスタライザの手が鞭むちのごとく伸び迫ってきた。

『権限開放「種族改竄オルタコード」』

「……近寄らせない気かっ！」












　紙一重で踏みとどまる。

　あと一歩、いやあと半歩進んでいれば、かつての六リク元ゲン鏡キヨウ光コのように「影」を奪われて奇怪な分身が生まれていたことだろう。

　……ラースイーエの意思とは独立して動く。

　……俺に奴ラースイーエを攻撃させない気か！

　それは同時に、リンネに近づけないことも意味する。

　だが。

「──────いいから、その力、わたしが嫌いって言ってるの！」

　その瞬間。

　一瞬、リンネの背から天魔の翼が羽ばたいたのをカイは見た。




　Orbie Clar "Phy I lu, Ez nes r-cela Deris."　──真言『世界意思』




　周囲に降りそそぐ黒いノイズが消える。

　進んでいた変色が停止。否いな、ただ止まっただけではない。褐色に変色していた空がゆっくりと元の蒼そう穹きゆうへと戻っていく。

「中断した!?」

　牙が皇おうラースイーエが声をふるわせた。

　怒りと驚きよう愕がくと、そしてカイの理解をこえた歓喜極まる表情で。

「この力の波動……さすがは切除器官ラスタライザが恐れる『祝福の生き残り』だ。とっくに潰ついえたはずなのに、しぶとく生き残っただけはある」

「何のこと」

「お前のことだよ、哀れな孤児みなしご。────やれ」

　切除器官ラスタライザが動いた。

　いまだラースイーエに掴つかまれたままのリンネの額を、鷲わしづかみに持ち上げる。

「……い、いやっっ!?　な、何するの！」

「お前がいると世界の改変が進まない。だから世界の果てで眠っておいで」

　リンネの背後に淀よどむ黒い霧。

　それ自体が意思を持つようにリンネを覆おおい包んでいく。

「カイ、たすけっ…………」

「リンネ!?」

　世界座標の鍵コードホルダーを構える。

　リンネを包みこんでいる霧を斬り払おうと剣を振りあげる。そこへ妨害しようと切除器官ラスタライザが手を伸ばしたのを視界に捉え、カイは吼ほえた。

「邪魔するな、リンネを返せ！」

　シドの剣を振り下ろす。

　その瞬間、目の前で膨れあがった光の奔流に呑のみこまれ、カイは意識を失った。
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　無限に続く雲の海。

　緑の草原とそこに並ぶ装甲兵員輸送車アーマード・キヤリアの景観は消えさって。全方位どこまでも空が広がり、そこに綿のような雲を敷きつめた世界。

　カイが立つのは、そこに浮かぶ石の通路の上だった。

「……ここは……」

　自カ分イには見覚えがある。

　一度目は悪魔族の墓所から入って、リンネに出会った。

　二度目は聖霊族の墓所から入って、そこで石化した主しゆ天てんアルフレイヤを見つけた。

　これで三度目。

　いまだ謎の空間ではあるが、決して混乱するほどのものではない…………と。

　──そう思っていた。

「どうなってるんだ。ここはあの場所じゃないのか!?」

　無限に続く雲は、赤かった。

　夕暮れのオレンジがかった色ではない。ぞっとするほどに強く濃い血色の赤。

　空は、褐色。

　泥のように濁った毒々しい茶に染まっている。

「この通路も、まるで腐ってるみたいだし……」

　古代彫刻を想おもわせる見事な石柱が、等間隔で石の通路に建ちならんでいる。

　その石柱に黒い斑点が無数に付着しているのだ。一体なにが付着しているのか近づいて確かめる気も起きない。

　……そもそも俺は、どうしてここにいるんだ。

　……リンネがラースイーエに捕まって、それで何かを仕掛けようとした。

　記憶があるのはそこまでだ。

　無我夢中で世界座標の鍵コードホルダーを振りおろしたところで、意識が途切れている。

「ねえカイ」

「本当に俺が過去に来たのと同じ場所なのか？　雲海と通路は似てるけど、雰囲気があまりに違うわけだし……」

「カイってば。あ、あの、聞いてるかしら？」

「別の場所の可能性も考えよう。そうなると」

「こらっっっ！」

「わっ!?……ジャンヌ？」

　耳元で怒鳴られて慌ててふり返る。

　そんなカイの目の前に、ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官が立っていた。

　たった一人で。

「ジャンヌ、いたのか！」

「……いたわよ。後ろでずっと声をかけてたのに、誰かさんはブツブツ言いながら歩きだしちゃうんだもん」

「俺、気づいてなかった？」

「そうよ。ずっと独り言でわたしの声も届かないんだもん。失礼しちゃうわ」

　むっ、とジャンヌが口を尖とがらせる。

「追いかけて来た身にもなってちょうだい」

「……俺を追いかけたって？」

「だから、ええとその、あなたがラースイーエに斬りかかったでしょ。それで私も加勢しようと思って弓を構えたのよ」

　そう応えるジャンヌの手には、確かにエルフの弓が収まっている。

「あなたが黒い霧を斬った途端に、目の前が真っ白になったの。すごい光が噴きだして、そこに吸いこまれたように見えたから……」

「見えたから？」

「…………」

　むっ、と再びジャンヌが頬ほおを膨らませた。

　何か言いたげにもじもじと目をそらしたり、忙せわしなく首をふってみせたり。

「えっとジャンヌ、その続きは」

「だ、だから！　消えちゃったように見えたから……あ、慌てて追いかけてきたの！」

　なぜか裏声で。

　顔をほんのり赤らめてジャンヌが叫ぶ。

「そうしたら私まで光に吸いこまれて、気づいたらここよ。前に、ユールン連邦の墓所から転移させられたのと似てるけど、なんだか様子が違うわね……」

「心配かけたのは悪かったよ。それと、ここが気になってるのは俺も同感だ」

　前と明らかに様相が違う。

　今までの二回は、無味乾燥な場所ではあったが、この景観自体が太古の神殿のように、厳おごそかで神聖な雰囲気だった。

　だが、今はどうだ。




〝改変は第二階位レベルに到達した〟

〝世界は『変異』する。お前たちがまったく知らない奇怪な未来に向けて〟




　……ラースイーエのあの言葉。

　……世界輪りん廻ねがまだ終わってないような言い方だった。

　この場所の変わりようもそれと関わりがある？

「ここにいるのは私たち二人だけかしら」

「少し歩こう。まだ誰かいるかもしれないし、どのみち出口を見つけないと、向こうにみんなを残したままだ」

「ええ。私も部下を残したままよ、それにラースイーエも……」

　切除器官ラスタライザと融合した牙が皇おうラースイーエ。

　対するは人類反旗軍レジストの傭よう兵へいが約五十人。数の差は明らかだが、それでもあの最強生物に勝てるかというと難しいだろう。

「……花琳フアリンがいるわ」

　石の通路を足早に進みながら。

　ジャンヌが口にしたのは、自身の護衛を務める女戦士の名だった。

「花琳が時間を稼いで、部下たちが車で逃げる時間は作れると思うの。バルムンク殿なら、その指揮だって迅速にこなせるはずよ」

「レーレーンもいる、それに六リク元ゲン鏡キヨウ光コもだ」

「ええ。だから私たちは信じて出口を見つけましょう。それと、わたしたち以外にここに迷いこんでるとすれば」

「……たぶんリンネもだ」

　ラースイーエの無座標改竄ゼロシフトを認識できたのは、自カ分イとリンネの二人だけ。

　理屈はわからない。

　だが無我夢中であれを止めようとしたのがリンネだった。無座標改竄ゼロシフトは停止したようにカイには見えたが──

「さっきのところにはいなかったわ」

「なるべく早く見つけたいな。この場所が、明らかに前と違う感じだし」

　ここに居てはいけない。

　理屈抜きの直感で、そう感じさせる雰囲気がある。

　──まっすぐ。

　終わりの見えない通路をひたすらに進んでいく。右左の分かれ道は無視。闇雲に道を曲がってしまえばそれこそ引き返す道もわからなくなる。

「ねえカイ、あれは何かしら」

　ジャンヌが道の先を指さした。

　祭壇のように盛り上がった広場。

　十段にも満たない階段の先には厳おごそかな大理石調の円柱が三本。いずれも天を衝つくようにそびえ立っている。

　記憶に残っている、あの祭壇──

「ウソだろ」

　リンネが切除器官ラスタライザに捕まっていた祭壇だ。

　喉元まで出かかった言葉を、かろうじて胸の奥へと押しもどした。




〝少女は、天使に見えた〟

〝少女は、悪魔にも見えた〟




　リンネと出会ったところ。

　悪魔の墓所から迷いこんだ自カ分イが、柱に捕まっていた彼女を見つけた場所？

　ただの似ている場所？

　もし同じ場所だとすれば、やはりこの空間は常軌を逸している。

　……以前の俺がここを訪れたのは、ウルザ連邦にある悪魔の墓所からだ。

　……でも俺はさっきまでシュルツ連邦にいた。

　世界大陸の北と西。

　途方もない距離がある二点が、物理的空間を無視して、この空間で繋つながっている？

「そんなことってあるのか……」

「カイどうしたの。そんな急に立ち止まって」

「……行ってみよう。今のところ目立つ場所もあそこしかないし」

　一段一段、様子を窺うかがいながら階段を上っていく。

　そびえ立つ円柱の根元には、切断された鎖とその破片。世界座標の鍵コードホルダーで切断した鎖に間違いないだろう。

　そして──

「リンネ!?」

　祭壇の中央に、金髪の少女が身を折り曲げて倒れ伏していた。

　声をかけても反応がない。大きな負傷をしているようには見えないが、明らかに意識を失っている。

「リンネ、おいリンネ。しっかりし────……っ！」

　息を切らせて駆けよる。

　抱き起こそうとして肩に手で触れて、カイは一瞬、言葉を失った。

　──天魔の翼。

　悪魔と天使の特徴をもった翼が、リンネの背中に現れたままだったのだ。

　牙皇ラースイーエを止めるために力を振りしぼったから？　翼を隠す気力もないまま意識を失ってしまったのだろう。

　そして今は、自分の後ろにジャンヌがいる。

「カイどうしたの？」

「いや大丈夫だ。ジャンヌ、俺がリンネを介抱するから周りを見張っ────」

　隠す間もない。

　一歩遅れて走ってきたジャンヌが、倒れているリンネを覗のぞきこむ。直後、ハッと息を呑のんだことがカイにも伝わった。

　見られた。

「っ……リンネ……その背中のものは……」

「待てジャンヌ。違うんだ！」

「────」

　リンネの翼をじっと見下ろす霊光の騎士。

　人間ではない。

　初めてリンネを見たカイの恐れと同じだ。

　天使であれば蛮神族で、悪魔であれば悪魔族。どちらであっても人間の敵であることに違いはない。

「リンネの翼コレは…………」

「息はあるの」

「え？」

「意識が無くて倒れてるようだけど、息はあるのかしら。心肺蘇そ生せいが必要なら急がないといけないわ」

　ジャンヌが膝をつく。

　微かすかに聞こえるリンネの呼吸音を確かめて、ほっと胸をなで下ろした。

「意識を失ってるだけみたいね。無理に起こすと身体からだに毒だし、様子を見ましょう」

「…………」

「どうしたの。そんな私の顔をジロジロ見て」

「いや、ええと……」

　リンネの翼に気づいてないわけがない。

　事実、一度は驚いてハッと息を呑んだはず。なのになぜ、それ以上を追及しようとしないのだろう。

　ジャンヌは何を考えているんだ？

　いっそ「この翼はなに!?」と驚いてくれた方が話しやすいのに、なぜそう訊きいてこないのか。不自然すぎて自分の方が緊張してしまう。

「……気にならないのか？」

「とっくに知ってたわ。リンネこのこって人間じゃないんでしょ」

　わずかな緊張を孕はらんだ口ぶり。

　けれどそう告げるジャンヌの表情は穏やかで、普段の落ちつきに満ちていた。

「いつから？」

「花琳フアリンから相談されたわ。それくらい当然でしょ」

「あ……そうか」

　花琳は、リンネが法術を使った瞬間を見ていた。

　冥めい帝ていヴァネッサに挑むために政府宮殿へ突撃した時のことだ。それ以来、花琳は密ひそかに推察を進めていたに違いない。

　……一度怪しいとわかれば、リンネの疑わしい要素はいくらでもある。

　……人類特区ヒユーマンシテイで、人間を見て怯おびえたこともあったし。

　人間に似た他種族という可能性。

　現にイオ人類反旗軍レジストには、人間に扮ふんしたエルフが指揮官の側近にもなっていた。

「むしろ私は、いつカイが教えてくれるかなって待ってたわ」

「……うっ」

「何か私に言うことはない？　言うこと、あるわよね？」

　ジャンヌの視線が痛い。

　その無言の圧力に押し負けて、カイは素直に頭を下げた。

「……黙っててごめん」

「黙ってた理由は？」

「俺とジャンヌが出会ってすぐの頃は、こんなこと話しても信用されないと思ったから。『俺は五種族大戦が終わった世界の人間だ』なんて言ってたし。あと話したってリンネが他種族なら処刑されかねないと思った」

「そうね。実際、初対面の私ならそうしてたかも」

　ジャンヌの乾いた微苦笑。

　おそらくは自嘲も混じっているのだろう。

「ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官として、いつ悪魔と全面戦争になるか毎日ピリピリしてたわ。そんな時にリンネこのこを紹介されてたら、悪魔族が人間に化けてるに違いないって火ひ炙あぶりにしてたかも」

「……火炙りって」

「私は本気よ。あの当時なら躊ちゆう躇ちよしなかったと思うわ」

「じゃあ言わなくて正解じゃないか」

「それはそれで腹立たしいわ」

「どっちだよ!?」

「……柔らかいのね。鳥の羽みたい」

　意識を失ったままのリンネを見やって、ジャンヌがおそるおそる背中の翼に触れた。

　その手触りを確かめるようにして。

「訊ききたいことは山ほどあるけど、それはここを脱出してから。だから今は一つだけよ。私はリンネこのこを信じていいの？　人間の味方と思っていいの？」

「────」

　一言「そうだ」と答えるのは簡単だっただろう。

　けれど、それではきっと意味がない。ジャンヌの求める答えにならない気がする。

　……俺はリンネの正体を黙ってた。

　……それにこんな質問、「その通りだ」って答えるのは当然すぎる。

　指揮官の立場として他種族リンネを受け入れられるために。自分ができる理想の答えがあるとすれば、それは──

「リンネがいなかったら、俺は冥帝ヴアネツサに勝てなかった。リンネが身を張って戦ってくれたおかげだ」

「っ」

「新ネオヴィシャールが彫像魔ガーゴイルに襲われた時もだ。俺が倒した彫像魔ガーゴイルは一体だけ。リンネがいなかったら人類特区ヒユーマンシテイは壊滅してたかもしれない」

「…………」

「それをどう思うかはジャンヌに任せるよ」

　互いに沈黙。

　その静寂は、すぐにジャンヌの溜ため息いきによって乱された。

「ずるいわ。そんなこと言われたら、私はもう何も追及できないじゃない」

「俺はほっとしたよ。そう言ってくれて」

「あ、でもあと一つだけ」

　ジャンヌが、人差し指を立ててみせる。

　その指をこちらに向けて。さらにまじまじと顔を近づけてきて、こちらの顔を穴が空くほど凝視してきた。

「な、何か？」

「カイ。一応聞いておくわ」

「何を？」

「まさか、カイまでホントは人間じゃないなんて言わないわよね」

「俺は人間だし!?　見りゃわかるだろ！」

　と──

　その声に反応するように、横たわっていたリンネが小さく身じろいだ。

「リンネ？」

「……っ…………あ、あれ？　ここどこ？」

　リンネが目を開ける。

　まだ眠そうにまぶたを擦こすりながら上半身を起き上がらせて、不思議そうにあたりを見回した。そして最後に自分の背中にある翼に気づいて────

「っ、だ、だめだよ！　ジャンニャ見ちゃだめ！」

　天魔の翼を慌てて後ろへ。

　が、翼を見られたことはリンネ本人も自覚しているのだろう。

「…………」

「……見ちゃった？」

「ええ、十分堪能したわ。でも安心して、あなたが寝てる間にカイから事情は聞いたし、人類反旗軍レジストの部下に教える気もないから」

　ジャンヌが微苦笑。

　そして。

　わずかな躊躇ためらいの余韻を残しながらも、指先をリンネの方へ。

「────」

　リンネの前で。

　リンネの背中の翼を、そっと指先でなぞっていく。髪を指先で梳くしけずるように。

　雪のように白い先端の羽根から。

　冷たく輝く黒い羽根へ、撫なでていく。

「ちょ、ちょっとジャンニャ。くすぐったいよ……」

「あら？　ごめんなさい」

　淑しとやかに微笑ほほえむジャンヌ。

　一方のリンネは、翼をこんなに念入りに触られるのに慣れていないのだろう。恥ずかしそうに頬ほおを赤らめている。

「も、もういいでしょ……」

「気になるかしら？」

　ふっ、と息を吐くジャンヌ。

　手を引っこめると思いきや、銀髪の少女はキッパリと言いきった。

「それなら、もっと続けてあげる」

「ふぇ？」

「──ここね。なるほど、翼のここを触るとくすぐったいのね」

「ちょ!?　ちょっとジャンニャ……あ、ああははははっっっ！　や、やめてジャンニャ、何するの！　た、助けて！」

　ジャンヌに両手で翼をくすぐられ、リンネがその場にひっくり返った。

　よほどくすぐったいらしく顔がみるみる真まっ赤かになって、息も苦しげに身み悶もだえて。だがジャンヌの手は止まらなかった。

「にゃ、にゃにする……の、あ、あはははははっっっ!?」

「お仕置きよ。リンネ、私にこんな翼ものを隠しておくなんて、いけない子ね」

「だ、だって……！」

「言い訳するなら続けるわ」

「あはははははっっっ……ご、ごめんなさ……もう隠さないから、ごめんなさいってば、だからくすぐらないで────────────っっ!?」

「よろしい」

　ぐったりと倒れたリンネ。

　その姿を満足げに見下ろして、ジャンヌがふぅと息を吐きだした。

「よし！　これで私も多少は気分が晴れたわ。何だかストレス解消にもなったし」

「……うぅ。カイにも触られたことなかったのにぃ」

　まだ顔を赤くしているリンネ。

「ジャンニャに意地悪されたよぅ……」

「意地悪じゃないわ。仲良しの証あかしよ。そうでしょ、カイ？」

「そこで俺に振るのかよ」

　カイとしてもどう返事すればいいのやら。

　ただ──

　ジャンヌの発した「仲良しの証」という言葉に、リンネの表情がほっとゆるんだように見えたのは、きっと気のせいではないのだろう。

　それはカイも似た心境だ。

　……俺だって、リンネのことを隠したくて隠してたわけじゃない。

　……打ち明ける機会を見つけられなかったから。

　他種族とわかっているレーレーンや六リク元ゲン鏡キヨウ光コとは、ワケが違う。

　リンネとジャンヌの間柄は、「互いが人間」を前提に築き上げてきたものだからこそ、リンネの翼が見られたら、二人の関係が崩れてしまうかもしれない。

　その不安がカイにはあった。

　もちろん、リンネ本人にも。

「でも一歩前進だな」

「どういう意味かしら？」

「仲良しなのはいいことだろ」

　腕組みするジャンヌに、カイは苦笑で応じた。

「次に打ち明けるとしたらサキとアシュランだけど、あの二人は派手に驚くだろうから。やっぱり慎重にか」

　リンネの手を取って起き上がらせる。

　と。それを見ていたジャンヌが腕組みしながら。

「まったく困っちゃうわ。レーレーンも六リク元ゲン鏡キヨウ光コもだけど、私のウルザ人類反旗軍レジストはどこまで多種族連合になるのかしら」

「これ以上は増えないさ。牙皇ラースイーエは、さすがに分かり合える気がしない」

　牙が皇おうラースイーエは明確な敵だ。

　……四種族の英雄は、種族の繁栄のために戦っているのかと思ってた。

　……だけど牙皇アイツだけは違ったんだ。

　大だい始し祖そなるモノへの復ふく讐しゆう。

　その執念だけで切除器官ラスタライザと融合し、大始祖を探しまわっている。

「とにかく大急ぎでこの場を出たいな。残してきた人類反旗軍レジストも気がかりだし……リンネ、この空間がどうなってるのか想像つくか？　脱出する方法とか」

「……んーん。わたしも全然わかんない」

　リンネが背後にふり返る。

　祭壇の石柱と砕けた鎖。それを見るなり、天魔の少女は表情を曇らせた。

「わたしここ好きじゃない……」

「俺も好きとは言えないな。しかも前よりだいぶ様変わりしてるし──」

　刹那。

　血色の雲海が、ドクンと脈打った。

　とてつもなく巨大な脈動だ。その衝撃に押されて大気が震え、カイたちの立つ祭壇まで小刻みに振動するほどの──




　耳をつんざく嬌きよう声せいが、この奇怪な空間にこだました。




　声？

　ガラスに爪を立てた時の甲高い音色に似ていて、そこに得体の知れない生々しさが加わったような笑い声が。

「切除器官ラスタライザ!?　どこからだ!?」

　手元には亜竜爪ドレイクネイルがある。

　いざとなれば世界座標の鍵コードホルダーへと切りかわり、圧倒的な耐久力をもつ生物ラースイーエにも通じる最強の剣となる。これ以上に心強い武器はない。

　なのに、いま頬ほおを伝っていく滝のような冷や汗はどういうことだ。

　……心臓を鷲わしづかみにされた気分だった。

　……今の声を聞いただけで。

　初めて切除器官ラスタライザと出会った時の衝撃と恐怖。

　いやそれ以上？

　あの嬌きよう声せいの奥に、とてつもない怪物の存在を感じた。そんな重圧に全身が押しつぶされそうになった。

「ジャンヌ、今の声は」

「嫌でも聞こえたわよ。ラースイーエの声とも違ったようだけど、やっぱり何かいるのは間違いなさそうね」

　エルフの弓を番つがえるジャンヌ。

　祭壇の上から全方位を見回す彼女も、唇が冷たく青ざめている。

「切除器官ラスタライザがまだいるの？」

「ラースイーエと融合したのを除けば、俺が知ってるのはあと一体だ。だけど、今の声はソイツとも違う……」

　残る切除器官ラスタライザは、かつてリンネを捕らえていた個体だ。

　だが今の薄気味悪い声はそれとも別。今まで見てきたどの切除器官ラスタライザのイメージとも一致しないように思えた。

　……今までの個体じゃない。

　……さっきのが切除器官ラスタライザの声だとしても、まったく別の新種かもしれない。

　聞こえたのは声だけ。

　どれだけ周囲を見回しても姿は見えない。

「リンネ、無理させるけど動けるか？　いつ何が起きてもおかしくない、脱出できる場所を探さないと…………リンネ？」

「────」

　気づけば。

　背に、リンネが無言で身を寄せてきていた。

　吐息が荒い。

　ぎゅっとしがみついてくるその腕が、どうしようもないほど小刻みに震えていた。

「……怖い」

「リンネ？」

「だめ！　カイ、逃げよう。無理……あの声に勝てない！」

「なんだって!?」

「早く、早くジャンニャも！　早く逃げなきゃだめ！　ここから離れなきゃ！」

　リンネの声はもはや悲鳴。

　そして眼下の雲海も再び大きく脈打ちだした。

　ドクンドクンと。とてつもない力によって雲海が震え、その余波が祭壇上のカイたちにまで押し寄せてくる。

「……リンネに賛成よ。これ、本当に嫌な予感がするわ」

　ジャンヌが唇を噛かみしめて。

「カイ、出口を探しましょう！　どこか心当たりはないの!?」

「ない。とにかくここを隈くま無なく探すしか──────いや、待った」

　階段を駆け下りて。

　そこでカイは足を止め、たったいま駆け下りてきた祭壇にふり返った。

「リンネ、ここ、俺たちが最初に出会った場所だよな」

「……う、うん」

　思いだせ。

　あの時は切除器官ラスタライザからリンネを逃がすために、必死に走った。その先で出口を見つけて悪魔の墓所に帰還した。

　……そうだ、一つだけ出口に心当たりもある。

　……でもそこを通ってしまったら、転移する場所は。

「カイ！　近づいてきてる！」

　リンネが指さしたのは、石の回廊の下にたゆたう雲海だ。

　自分の目には何一つ見つけられないが、天魔の少女は、雲海を凝視したまま顔を蒼そう白はくに染めている。

「雲の下に何かいるの！　浮かびあがってきてる！」




　Mga elmei pheno clarうたえもろびとよ




　未知──

　途方もなく、とてつもなく巨大なモノがいる。この奇怪な空間そのものを震え上がらせるほどの超越的な「何か」が迫ってきている。

　それを本能で理解した。

「リンネ、ジャンヌこっちだ！」

　迷う時間はなかった。

　この空間にいたら全滅する。その直感に従って走りだす。目指すは祭壇の裏。そこから一直線に続いている通路へ。

「ジャンヌ！　俺が知ってる出口は一つきりだ。そこを通ってもどこに繋つながってるか保証できない」

「逃げるのが先決よ」

　すぐ隣を走るジャンヌが、息を荒らげながら。

「ここは人間のいていい場所じゃないわ。とにかく外に脱出しましょう！」

「ああ」

「──カイ、あったよ！」

　先頭を走るリンネが、進行方向を指さした。

　光の亀裂。

　見覚えがある。自分が世界座標の鍵コードホルダーを手にして、初めてここに来た時に通った扉だ。

「カイ、あの光は!?」

「あれが扉だ。いいかジャンヌ、俺たちがいた西シユルツに戻れる保証はないからな！」

　返事は待たない。

　ジャンヌが言葉を発するより先に、カイは光の亀裂へ飛びこんだ。













　　　　　　　２






　赤茶けた大地。

　硬い岩盤にうっすらと砂さ礫れきが積もった荒野が広がっている。その殺さつ伐ばつとした光景を、自カ分イはどれだけ見続けてきたことだろう。




〝午後二時。定時ぴったりだ〟

〝これより『墓所』の監視を始める。ジャンヌ、聞こえてるか〟

〝こちら人類庇ひ護ご庁ウルザ支部。ちゃんと聞こえてるわよ、カイ〟




　悪魔の墓所──

　その監視結果を報告して、通信先のジャンヌへ送る。

　そんな正史での日常を思いだしたのは、隣に彼女ジヤンヌが立っていて、漆黒のピラミッドを一緒に見上げていたからだろう。

「……何がおきたの」

　砂混じりの風に目を細めるジャンヌが、思いだしたように呟つぶやいて。

　どれだけぶりだろう。

　言葉を失って墓所を見上げていたジャンヌが、放心気味にふり向いた。

「ここはウルザ連邦の荒野？　そんな……だって私たちがあれだけ時間をかけてエルフの森を通って、聖霊族の巣を通って、シュルツ連邦に辿たどりついたのに」

　西から北へ。

　あの閉鎖空間を経由して、一瞬で「後戻り」させられてしまったのだ。

「逃げるのが先決って言ったのは私だし、状況も逼ひつ迫ぱくしてたわ。でも流石さすがにこれは想像を超えすぎてるわ……ちょっと……腰がぬけちゃった」

　ぺたんと地面にしゃがみこむ。

　あまりに超常的な現象を前にして、一気に全身の力が抜け落ちてしまったのだろう。

「カイとリンネは、驚かないの……？」

「驚いてるよ。でもそれは今回に限ったことじゃない」

　驚きという点で世界輪りん廻ねに勝るものはない。

　さらにいえば、この転移先はカイにとって半ば覚悟できていたことだ。

「リンネもそうなの？」

「うん。さっきの場所から出られたからほっとしてる。ジャンヌは違うの？」

「……そうだったわね」

　やれやれと首を振り、ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官が立ち上がった。

　懐ふところから通信機を取りだすが。

「花琳フアリン？…………っ、やっぱりダメね。距離がありすぎて端末じゃシュルツ連邦まで電波が届きそうにないわ」

「連絡を取るのは無理か」

「向こうの状況を知りたいけど、打つ手がないわ。ラースイーエとの戦いがどうなったのかもわからない。指揮官の私がこんな時に……」

　苦々しげに、ジャンヌが歯を食いしばる。

「本部まで行きましょう」

「一応聞いておくけど、本部ってのはシュルツ人類反旗軍レジストの電波塔じゃないよな」

「ウルザの本部よ。王都ウルザークの人類反旗軍レジストなら、他連邦まで届く通信設備があるわ。そこで連絡をとりましょう」

　道なき荒野の地平──

　ここを徒歩で横断するとすれば一日がかりだろう。水も食料もない。最寄りの人類特区ヒユーマンシテイで物資を補給しても、王都に辿たどりつくのは一週間近い長旅になる。

　……気がかりなのは幻獣族の動向だ。

　……ジャンヌがいない今、残されたウルザ人類反旗軍レジストも浮き足立ってるはず。

　そこに幻獣族が総攻撃を仕掛けてきたら、西シユルツに残った面々が耐えきれる保証はない。

「日があるうちにできるかぎり歩いて、夜は野宿になっちゃうわね」

　ジャンヌが南西を指さした。王都ウルザークの方角へ。

　意を決し、無言のうちに歩きだす。

「急ぎましょう」

「ジャンニャ止まって」

　その足取りを、最後尾のリンネが制止した。

　険しいまなざしで蒼そう穹きゆうを見上げ、押し殺した声で。

「動いちゃだめ。見つかる」

「え？」

「……遅かった」

　リンネの見上げる上空から、翼もつ種族が急降下。

　ウルザ連邦の支配者──

　荒野に降り立ったのは、漆黒の翼と尾をもった五体の悪魔だ。いずれもカイより巨体で、その体表から暗色の光がにじみ出ている。

　……悪魔族の見張り？

　……地上にいる俺たちに気づいてやってきたのか！

　この地は、悪魔族の支配領域だ。

　王都ウルザークだけは人間が奪い返したが、それ以外は依然として悪魔族が手中に収めていることは変わらない。

　……王都の外で出会でくわすのは完全な想定外だ。

　……こいつらにとっちゃ人間は当たり前に敵種族って認識のはず。

　正面の悪魔をまっすぐ見据える。

　五体はいずれも無言。だが全身から立ち上る法力の輝きは、既に悪魔たちが臨戦態勢であることを如によ実じつに告げてきている。

「人語は理解できるか？」

『────』

　返事はない。人語を解さないのか、意思疎通の気がないのか、あるいはこちらの出方を窺うかがっているのか。

「……わかった。ひとまず俺たち側の言いたいことを伝えておく」

　構えていた亜竜爪ドレイクネイルを下ろす。

　悪魔族の視線が集中するなかで、カイは、銃剣の切っ先を地面に突き刺した。

「カイ!?」

「弓を下ろせジャンヌ。リンネもまだだ、抑えてろ。俺たちはここに迷いこんだだけだ。現時点で戦う気はない。ここで俺とお前たちが戦うことは双方に何の利点もない」

『────』

「知っているか。この地を幻獣族の英雄ラースイーエが狙っている。いま互いに戦って疲弊すれば、幻獣族に攻めこまれるだけだ」

　ウソはついていない。

　そしてこれは聖霊族の六リク元ゲン鏡キヨウ光コが、バルムンクに向けて発した交渉の再現でもある。

『────戯たわ言ごとヲ』

　悪魔の口が開いた。

　嗄かれた老人のような声が荒野に紡がれる。

『コノ荒野、ハ、不審ナ影ガ、動イテイル。人間ダッタカ』

「……不審な影だって？」

『ココハ悪魔ノ地。ソレ以外、消去スル。命令ダ』

　法術の光が螺ら旋せんを描く。

　悪魔の翼にある捻ねじれた角から光が生まれ、それが徐々に火の粉ことなって虚空で大きさを増していく。

「カイ、こいつら攻撃してくる！」

「くそっ、やっぱり話しても無駄なのか!?」

　悪魔が五体。

　勝てない戦力ではないだろう。霊光の戦いくさ装束を着たジャンヌに、冥帝ヴアネツサとも渡りあったリンネ、カイ自身も世界座標の鍵コードホルダーを所有している。

　だがここで戦えば──

　おそらく何十体という悪魔の軍勢が、報復で襲ってくるに違いない。

『消エロ人間』

　法術の輝きが膨れあがる。

　その術が放たれるのを覚悟して、カイも世界座標の鍵コードホルダーに手を伸ばした。人間と悪魔族の避けられない激突の瞬間──

　異変は、地の底からやってきた。




　悪魔が、血しぶきをあげて吹き飛んだ。




　…………

　……え？

　自分は何もしていない。後ろの少女二人もだ。

　ジャンヌはエルフの弓に矢を番つがえた姿勢で、リンネも法術で応戦するために身構えてはいるが、どちらも手を出したわけではない。

『人間ッッ!?』

　倒れた一体を見下ろして、残る四体が同時に吼ほえた。

　それぞれが激げき昂こうの気迫で身を屈かがめ、その広げた翼に法術円環が輝きだす。

『何ヲシタッッ』

「待て！　俺たちは何もしていない、見ていてわかったはずだ。ソイツを攻撃したのは」

　轟ごうッ！

　墓所を望む荒野に、銃撃さながらの破裂音が響きわたった。

　鼓膜をつんざく音は一瞬。その余韻が消える間もなく、さらにもう一体、悪魔が大地に倒れていく。

「……何かいる？　ジャンヌ、リンネ注意しろ！　俺たち以外の何かがいるぞ！」

　二人に向けて。

　だがそれ以上に、残る三体の悪魔に向けてカイは叫んだ。今の攻撃は人間によるものではないのだと伝えるために。

　──大地が、轟とどろいた。

　地表の砂が大きく跳びはねて、草がカサカサと怯おびえたようにふるえだす。

「地殻変動!?　こんな時に……いや、これは」

　脳裏を過よぎっていく昨日の記憶。

　シュルツ連邦の国境を越えてすぐ。鉱山地帯であった鉄てつ屑くずの町アギトでもまったく同じような揺れを経験した。

　……ここはウルザ連邦だ。

　……この揺れ、シュルツ連邦で起きたのと似てる？

　カイ、ジャンヌ、リンネ。そして残る三体の悪魔がその場に立ちつくすなか、赤茶けた地盤に亀裂が入った。

　濛もう々もうと土煙があがると共に、ひび割れた地盤から何かが這はい上がってくる。

『……何ダコレハ。幻獣族？』

　呆ぼう然ぜんとする悪魔たちの前に、ソレは現れた。




　鋼はがね色に輝く甲殻機械体──




　全身が鋼鉄でできた機械の獣。

　だがその表面には血管らしき管が何本も通っており、ドクンドクンと脈動をくり返しているではないか。

　……人類庇ひ護ご庁の機械人形マシンドールに似てる。

　……だけど、なんだこの生物みたいな血管と筋肉組織は!?

　機械であり生物。

「な、何なのよこいつは……！」

「わたしも知らない。見たことないよ……」

　ジャンヌ、そしてリンネの声が掠かすれていく。

　そう、二人の言うとおり。

　こんなものは世界に存在しないはずなのだ。こんな種族は存在しない。それこそ世界の種族史に変革でも起きないかぎり──




〝改変は第二階位レベルに到達した〟

〝六番目がやってくる前に他を片付けておく。あの機鋼種イキモノはちと面倒だからね〟




「……六番目？……まさか…………」

　極度の緊張に、唇がカラカラに渇いていく。

　地底から現れた未知の種族。そして牙が皇おうラースイーエの奇妙な予言。そこから生まれるのは、たった一つの推測だ。

　破滅の未来予想図──

「ラースイーエッッ！」

　この場にいない獣の王へ。

　カイは喉が嗄かれるほどに叫んだ。

「これが世界輪りん廻ねの正体だっていうのか！　五種族大戦のやり直しじゃなくて、根本からまるで違う未来に変異させるのが！」







　──機き鋼こう種。

　五種族大戦には存在しない「六番目」。

　狂おしき運命によって生まれた鋼はがねの生命体が、産うぶ声ごえをあげた。
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　蟻ありが地中に巣を作るがごとく──

　ソレは、はるか地の底の底でひそかに力を蓄え、地上世界への侵攻を開始した。




『ッ……オォォ…………』

　言葉なのか信号なのかもわからない、重低音。

　その鋼の生命体からの音声は、頭部ではなく、胸部装甲の排気口から生まれたものだ。車のエンジンから駆動音が轟とどろくように。

『…………』

　鋼鉄の鎧よろいで全身を覆おおった半人半馬ケンタウルス、と。

　全身のフォルムはそう喩たとえるのが妥当だろうが、頭部は竜のように尖とがった三角形状であり、上半身には肩から四本の腕が生えている。

　四つ腕、四つ脚の鉄鋼生命体が両手を広げた。それが戦闘形態──

『ア、…………ク、マ…………』

　金属が擦こすれあうことで「声」を出す。

　鋼はがねの異種族が発したその言葉が何を意味するか。カイは、背中に冷たいものが滴したたっていくのを感じていた。

　悪魔という発声──

　この鋼の怪物は、明らかに、この地を支配する種族のことを知っている。知ったうえで真っ正面から侵攻してきた。

『幻獣族カ！』

　悪魔が吼ほえた。

　事情を知らない悪魔族にとっては、半人半馬ケンタウルスのような姿から幻獣族を想起することは不自然ではない。

　……悪魔こいつらは思ってもいないはずなんだ。

　……目の前のこいつが五種族のどれでも無いだなんて。

　牙が皇おうラースイーエから宣告を受けていなければ、カイも同じ結論に至っていただろう。これは幻獣族の新種か、と。

　だからこそ。

　ソレが法術を発動させる光景は、悪魔たちを震え上がらせるに十分すぎた。




〝露天鉱唱マインスペル『世界の合言葉は「鋼」』〟




　ブンッ、と大気を振るわせる波動音。

　鋼の怪物の足下に生まれた法術円環が恐ろしい速度で拡張し、カイや悪魔たちの足下にまで拡ひろがっていく。

「なんだこの法術!?　リンネは……」

「わたしもわかんない。全然、こんな法術見たことないよ！」

　リンネが目をみひらく先の地表が、みるみると鋼鉄色に塗り替えられていく。絵の具をこぼしたように地面が鋼色へ。

　靴の先から伝ってくる硬質の感触も土ではなく、本物の鋼そのもの。

「鋼？　まさか」

　ぽつりと呟つぶやいたのはジャンヌ。

「このあたりの土は金属を豊富に含んでいたはずよ。つまりこの術は、土中の金属成分を地表に呼びよせるもの……？」

　結界系？

　だが地表を鋼はがねの薄膜で覆おおったところで、いったい何の意味があるというのか。

『幻獣族ガ、法術!?』

　悪魔は既に人カ間イたちを見ていなかった。

　ウルザ連邦に侵入した他種族に対し、激げき昂こうを滲にじませた形相で睨にらみつける。

『消エロ』

　悪魔の指先に、光が迸ほとばしった。

　禍まが々まがしい暗色の円環が拡ひろがり、紫色の稲妻が何十本という光の筋となって放出される。

　その強大な破壊エネルギーが、鋼の異種族の全身を包みこみ──

『露天鉱唱マインスペル「嘆きの鉄壁」』

　その瞬間。

　地表に浮かびあがった金属成分が、機き鋼こう種を守る巨大な結晶として顕現した。

　──砂鉄の壁。

　それに弾はじかれ、雷撃が霧散した。

　タイヤが破裂したような乾いた音がこだまして、悪魔三体の放った紫電が、金属結晶を凝縮させた壁によって消えていく。

『……ナッ!?』

　悪魔には理解できなかったに違いない。

　幻獣族は法術を使えない。使えたとしても、悪魔族の強大な法術を防御できるほどの力はない。

『ォォォッ』

　機き鋼こう種が、巨大な四本腕を振りあげる。

　獅し子しが前脚を振りあげるような仕草。それは肉食獣が獲物に襲いかかる姿を容易に想像させた。

「加速する気だ。ジャンヌ、リンネ避よけろ！」

　地表を滑るように走る鋼の巨体。

　残像を生むほどの速さでもってカイの隣をすり抜けて、三体の悪魔たちへ。

　──狙いは悪魔族。

　鋼の新種族は、人カ間イなど標的とも見なしていなかった。

　絶叫。

　大砲のごとき破壊力の腕に殴り飛ばされ、二体の悪魔が枯れ葉のごとく吹き飛んでいく。いずれもカイより一回り大柄な古代魔デーモンがだ。

　……悪魔を一撃で殴り飛ばした。

　……幻獣族に匹敵するぞ。なんてデタラメな腕力だよ！

　残る悪魔は一体。

　逃げようとした最後の古代魔デーモンが、凍りついたように動きを止めた。鋼はがねの巨体が伸ばした腕が、悪魔の尻尾しつぽを捕らえていたからだ。

　その脳天めがけ、鋼鉄の拳こぶしが風音を巻き上げて振りあげられた。

『ッッッッッ!?』

　悪魔の悲鳴。

　法術が効かない。さらに尻尾を掴つかまれて逃げ場もない。残された未来は、大型圧搾機プレスのごとき威力の拳で頭部を叩たたき潰つぶされるだけ。

「────させるかよ！」

　機き鋼こう種の拳が空を斬った。

　掴んでいたはずの悪魔の尻尾が、トカゲが尻尾を切り離すように千切れたのだ。それによって拘束を逃れた古代魔デーモンが、全速力で宙へと飛とび退のいた。

　古代魔デーモンが自ら切り離したわけでもない。

　寸前に、カイが亜竜爪ドレイクネイルの切っ先で悪魔の尾を切り落としたのだ。

「頭を潰されるよりマシだろ」

『……ニンゲン!?』

　人間に助けられた？

　その行為に、宙に逃れた古代魔デーモンが呆あつ気けにとられた表情で地上を見下ろす。

「行け！」

　悪魔に向かって叫ぶ。

『……ッ!?』

「お前がやられると、この攻撃が人間おれたちの所せ為いになりかねない。この荒野に見たことないバケモノがいた。さっさと行って仲間に伝えろ！」

　悪魔五体が全滅するのは最悪だ。

　悪魔族の怒りが人間に向けば、ようやく取りかえした王都ウルザークが再び戦火に呑のみこまれることになる。

「行け！」

　既にカイは、頭上の古代魔デーモンを見ていない。

　見上げるほどの巨人──

　機き鋼こう種の足が迫る。堅い地盤を粉々に砕く一撃から跳び退いて、濛もう々もうと立ちこめる煙に紛れこむ。

　その死角にあたる背部めがけ、カイは亜竜爪ドレイクネイルを全力で叩きこんだ。

「爆はぜろ」

　略式ドレイク弾が、破裂。

　強烈な爆風と炎によって対象を外部から破壊する。ただし鋼の半人半馬ケンタウルスが見た目どおり全身金属だというのなら、一撃で仕留めるのは困難に違いない。

　……俺が狙うのは鉄鋼の外皮じゃない。

　……お前の、その剥むきだしのケーブルだ！

　動物の血管にあたる部位。

　下半身と上半身とを繋つなぐ動力ケーブルらしきものが、まるで本物の血管のようにドクンドクンと動いているのだ。

　カイの一撃は、当初からそれを狙ったものだ。

『────』

　機き鋼こう種が平然とふり返った。

　カイが切断しようとした鈍にび色いろのケーブルには、傷一つついていない。略式ドレイク弾の火薬で一度は燃え上がったはずなのに。

　炎が効かない。

　亜竜爪ドレイクネイルの刃やいばを叩たたきつけても、擦かすり傷一つついてない。

「炭素繊維カーボンフアイバケーブルか!?」

　正史で開発された複合ケーブル。

　生産プラントが稀き少しような別史では、まだ人間はこの素材の開発に至っていない。それが、まさか新種族の体内で生まれているというのか。

　生命と機械。

　世界輪りん廻ねによって歪ゆがんだ歴史によって生まれた、奇怪な種──

「カイ、退ひきなさい！」

　エルフの霊弓を構えたジャンヌ。

　弦つるがふるえるほどに限界ぎりぎりまで弓を引きしぼり、そして光の矢を放つ。

　──月の弩おおゆみ。

　大気を切り裂く法力の矢が、鋼鉄の新種族の胸を狙い違たがわず撃ちぬいた。

『…………』

　二歩。

　四つ脚のうちの前足二つがわずかに後退し、上半身が後ろに反れる。それだけだった。鈍い光沢を放つ金属の外皮に傷はない。

「そんな!?　コイツの装甲は戦車より硬いの……？」

「ジャンニャ交代」

　羽根が舞う。

　天魔の翼を広げたリンネが、両手を突きだした。そこに灯ともるのは混色の螺ら旋せん模様。数多あまたの種の法力がまじりあった法術円環から、凄すさまじい勢いで雷光が迸ほとばしる。

「わたし、思いっきりやっちゃうよ！」












　その強大な法力と輝きを一目見て。

　大山のごとく不動を保っていた鋼はがねの巨人が、凄すさまじい勢いで身を翻した。

「地平線まで吹っ飛んじゃえ！」

『露天鉱唱マインスペル「金剛曼荼羅タントラ・ダイア」』

　天の雷土。

　だがダイアモンド結晶は電気を通さない。自然界最強硬度の鉱石が世にも美しい宝石の盾となり、雷撃の奔流をも弾はじきかえす。

「うそっ！　な、何なのこの法術。わたし見たことないよ!?」

「無機物に干渉する力か……？」

　カイも初めて目まの当たりにする法術だ。

　蛮神族の妖精たちが自然界の植物に干渉できるというが、こうした無機物を自在に操る系統は過去に例がない。

　……ただでさえ鋼鉄の身体からだのせいで腕力も防御力も桁外れなのに。

　……ここまで強力な法術も使えるのか。

　弱点らしい弱点が見あたらない。

　さらに言えば、まだ余力を残しているようにも見える。

「カイどうしよう、わたしの法術も防がれちゃう！」

「……奴やつの最初の結界だ」

　赤茶けた砂地だった地表が、今は機き鋼こう種を中心に半径五十メートルほどが鋼はがね色に塗り替えられている。

　カイが立っている地面もそう。鋼の薄膜に覆おおわれている状況だ。

　──露天鉱唱マインスペル『世界の合言葉は「鋼」』。

　あの結界が発動した時点で、敵の布陣は完成していた。

「最初の術で、地底の鉱石を地上に呼びよせたんだ。それがなければ砂鉄の壁もダイアの盾も生成できなかった。だから──」

「ど、どうするの……」

「こうするのさ！」

　亜竜爪ドレイクネイルの弾倉マガジンを引き抜き、再装そう填てん。

　この銃剣の弾倉マガジンは二つ。第一弾倉マガジンは略式エルフ弾。そして第二弾倉マガジンに略式ドレイク弾が籠こめられている。

「カイ、その弾たまは!?」

　ジャンヌが目を細める。

　人類反旗軍レジストの指揮官は一瞬にして見抜いていた。カイが装填しなおした弾丸は、今までの略式エルフ弾より色が濃い。

　透明な白色から、鮮やかな蒼あおの結晶へ。

「新兵器だよ。ぶっつけ本番になるけどな」

　第一弾倉マガジンに収まっている弾丸。

　これは──

　本来ならば亜竜ドレイクの炎に対抗するための弾丸だったはずなのだ。




〝確かめたいことがあるんです〟

〝いつ牙皇ラースイーエが現れるかわからない。できれば本格的な戦闘になる前に〟




　機き鋼こう種が身を屈かがめ、大地を蹴った。

　具現化させた金剛石ダイアモンドの盾を構えたまま、人カ間イを踏み潰つぶさんと押しせまる。

「カイ、危ない！」

「好都合だ」

「え？」

「リンネ、法術をもう一度頼む。使えるなら氷の法術で」

　空中のリンネへと叫び返す。

　弾丸を籠めたばかりの亜竜爪ドレイクネイルを構え、眼前に迫る巨体めがけてカイは引き金を押しこんだ。












「アイツが使える法術は、今のが最後だ」

　機き鋼こう種には聞こえない。

　リンネそしてジャンヌさえも、その意味を瞬時に悟ることはできなかっただろう。

　たった一発の弾丸が──

　すべての法術を、破壊する。

「霊光エルフ弾」

　青く光り輝く結晶が放たれる。

　着弾先は機き鋼こう種ではなく、その足下。鋼はがね色に輝く結界を狙いたがわず撃ちぬいた。




　青の弾丸が、鋼の結界を粉々に打ち砕く──




『……ッ!?』

「エルフの法具を見るのは初めてか？」

　略式エルフ弾ではない。

　ヒトの製造品ではなく、これは正真正銘の「エルフ製」である。

　エルフの巫み女こレーレーンが手がけた弾丸。この弾丸に使われる鉱石は法力を拡散させる性質をもち、純度が高ければ高いほど法術を打ち消す効果が強い。

「そして流石さすがだ、レーレーン」

　人間には再現できない高純度の結晶──霊光エルフ弾によって、機き鋼こう種はもはや地中の鉱物を操る術すべを失った。

「リンネ！」

「『冬の木こ霊だまたち』、あのデカいのを氷漬けにしちゃって！」

　リンネの言こと霊だまが、極寒の風を呼びまねく。

　地表に霜柱が生まれ──

　そこを起点に、鋼鉄の足を絡めとるように氷の蔓つるが鋼の巨体を登っていく。氷が下半身を覆おおいつくして、さらに上半身へ。

　直後。

『────────ッッッ！』

　機き鋼こう種が吼ほえた。

　鋼色の全身が、エンジンが焼きついたように真まっ赤かに染まり、肩まで覆いつくしていた氷塊を凄すさまじい勢いで払いのける。

　法術による防御ではない。

　種族特性の剛腕でもって拳こぶしを打ち下ろし、身体からだにまとわりつく氷を砕いたのだ。

「氷を砕いた!?　カイだめ、離れて！」

「いいや」

　突進してくる鋼はがねの半人半馬ケンタウルスへ、カイは自らも大地を踏みしめ亜竜爪ドレイクネイルを振りあげた。

　迎え撃つ。

「気づかないか？　リンネの法術に耐えたつもりでも」

　振り下ろされる鋼鉄の剛腕。

　身を地面すれすれに屈かがめ、その打撃を紙一重でかわしきる。無防備な懐ふところへ、カイは再び全力で銃剣を叩たたきつけた。

　──炸さく裂れつ。

　略式ドレイク弾の爆炎が膨れあがり、その衝撃に、金属の外皮がピシリッと音をたててひび割れた瞬間をカイは見た。

「お前の鋼は、もう鋼の強度じゃない！」

　そして破裂。

　亜竜爪ドレイクネイルによって鈍にび色いろのパーツが破壊され、鈍色の欠片かけらが砕け落ちる。

『…………』

　倒れていく機き鋼こう種。

　轟ごう音おんとともに倒れるなか、鋼の巨体はいまだ理解できていないだろう。なぜ人間の放った一撃が、金属の身体からだをこうもたやすく破壊したのか。

「鋼だって無敵ってわけじゃない」

　低温脆ぜい性せい──

　極度の低温に晒さらされた金属は、著しく強度が落ちる。

　リンネの法術によって既に機き鋼こう種の身体は変質していたのだ。衝撃さえ加えてやれば、その身体は自おのずと砕け落ちる。

「……倒したの？」

　息を切らせるジャンヌは、今も弓を構えて口元を引きしめている。

　勝利した感覚がわかない。

　それは、この敵が「半機械」の新種族ゆえだろう。生物と戦っていた気がしない。

「大きく破損したように見えるわ」

「倒したとは思う。これが機械だったら完全に故障してるはずだ」

　今の一撃で動力ケーブルも切断した。

　エネルギー供給が断たれれば動けまい。ただし、これがいわゆる生物学的な絶命なのかはわからない。

「ねえ、こいつ気味が悪いよ……」

　リンネが地面に着地。

「わたしこんなの見たことないもん。ジャンニャは？」

「私だって」

　鈍にび色いろの巨体を見下ろすリンネとジャンヌ。

　どちらも戦闘による負傷は免まぬかれたが、今もまなざしに警戒の念が強く浮かんでいる。

　……コイツはまず悪魔族に襲いかかった。

　……その矛先が俺たちだったらって思うと、ぞっとするなんてもんじゃない。

「カイ、さっきの弾丸はどうしたの」

「レーレーンに頼んで造ってもらった。数発しかないから無駄撃ちできないけど」

「さすが蛮神族ね、そんなところかなって思ってたけど」

　ジャンヌが大きく息を吐きだした。

　わずかに安あん堵どした表情で、自分たちの後方へとふり返る。

　──四体の悪魔族。

　まだ息がある。四体から流れ落ちた血が地面を黒く染め上げているが、もともと悪魔の生命力は人間の比ではない。

「あの四体、どうしようかしら」

「さっき逃げていった一体が、じき仲間を連れてくるはずだ。そいつらに任せればいいと思う。俺たちも時間を浪費できるわけじゃない」

　シュルツ連邦での戦況がどうなったのか。

　一刻も早く連絡を取るため、王都ウルザークを目指さなくてはならない。そのためにも、この広大な荒野を突きすすまなくては。

「行こう」

　踵きびすを返そうとした矢先。

　地に倒れた四体の一体が、わずかに身じろいだ。

『……カ…………ッ……』

「意識が戻ったのか。おい、起き上がらない方がいい」

　起き上がろうとする悪魔を制止。

　傷は軽くない。無理に起き上がるより、そのまま地面に伏していた方が身体からだの負担も少ないだろう。

　……人オ間レがこんな声をかける義理もないけど。

　……状況が状況だ。

「もうすぐお前の仲間が飛んでくる。それまで大人しくしてろ。あと一つ。俺たちはこのまま荒野を抜ける。邪魔されるのはご免だからな」

『────』

「その無言、了解と捉えさせてもらう。くり返すけど、俺たちの邪魔を──」

　意識が逸それた。

　起き上がりかけた悪魔へ。カイとリンネとジャンヌの視線と意識が、一瞬、集中した。

　その虚を引き裂くように。




　銃声が、轟とどろいた。




　火で炙あぶられるような灼しやく熱ねつの激痛が、カイの脇腹を掠かすめていった。

　傷は、皮膚一枚。

　出血も無いに等しいのに、肌で感じた衝撃は、大型拳銃の銃弾を連想させる。

　……なんだ。いま俺は、銃で撃たれたのか？

　……？　そんなバカな。

　銃は、人間だけが扱う武器だ。

　他に利用する種族などない。少なくとも五種族の中には。

　……エルフ弾はまだ効いてる。こいつは法術を展開できない。

　……それにさっきの銃声。まさかだろ……。

　脳裏を横切る悪寒。銃よりも法術の方が強力だからこそ、銃を使う種族は人間しかいない。そう思っていた。

　だが、この鋼はがねの生命体だけは例外となりえる。

「ジャンヌ、リンネ伏せろ！」

　カコン、と響く微かすかな接続音ジヨイント。

　機き鋼こう種の腹部にあたる部位が陥没し、その奥に、小さく火花が灯ともったようにカイには見えた。

「こいつ自身が動く砲台だ！」

　体内に銃の構造を内包した機械生命体。

　鋼鉄の欠片かけらを弾丸として、それを強烈な空気圧で撃ちだすカラクリ。そこに一切の法力が絡まない。

　法術でないからこそエルフ弾で無効化できない──

『露天鉱弾マイン・バレツト』

　轟ごう音おんよりも早く。

　超速度の弾丸が、ジャンヌの身体からだを撃ちぬいた。身にまとう騎士の鎧よろい、その胸部から肩にかけてが大きく砕け、パラパラと銀色の欠片が地に落ちる。

「…………っ……！」

「ジャンニャ!?」

　そんな彼女に駆けよろうとして、リンネが一瞬、足を止めた。

「リンネ、屈かがめ────」

　銃声。

　その音が聞こえた時にはもう、音速をこえた鋼鉄片が、悪魔族の皮膚をも貫く凶弾としてリンネの翼を撃ちぬいていた。

「──────っ！」

「リンネ!?」

　声も上げられずにリンネが膝をつく。

　幻獣族の因子によって強きよう靱じんな筋組織を得ていても、その翼は天魔のもの。弾丸を受ければ一ひと溜たまりもない。

「…………ぅ……い、痛っ………………」

　そして大地が再び揺れる。

　巨大な足跡を残して機き鋼こう種が地を蹴って、まずは倒れ伏すジャンヌの頭上へ。巨大な鉄球そのものである拳こぶしを固め、振り下ろす。

　リンネは翼を撃たれて動けない。

　カイは、遠すぎた。

　どちらも間に合わない。奥歯を噛かみしめ、それでもジャンヌへと地を蹴って──

「おどきなさい？」

　弾む少女の声。

　漆黒の翼をもつ少女が、カイよりも先に宙へと身を躍らせた。




　──冥唱グロリア『我が言こと霊だまよ、爆はぜ狂え』」




　大地が沸ふつ騰とうする。

　地表に溜まった鋼はがねすら溶かす業ごう火かが、空高く舞い上がった機き鋼こう種を弾はじきかえした。

　噴き上がる火の粉こ。

　キラキラと瞬またたく炎の光のなか、一体の夢魔サキユバスが翼を羽ばたかせた。

「これはお返しよ。私の使い魔デーモンを助けてくれたから」

　姿は十五か十六の少女だろう。

　色素の薄い蒼あお髪に黄金色の瞳。細身ながらも妖艶グラマラスな肉体はさすが夢魔サキユバスというべきか。魔性の肢体を見せつけるような露出の派手な衣装とイアリング。周囲からは、黒い風にも似た法力が溢あふれだしている。

「……お前っ」

「話は後よ。先にコイツを処罰する」

　夢魔姫サキユバスロードハインマリル。

　悪魔族の中でも数体しかいない『英雄級』。冥めい帝ていヴァネッサに次ぐ二番手ナンバーツーが、氷の微笑でもって睨にらみつける。

「悪魔わたしの領土に踏み入った。使い魔デーモンに手を出した。どちらも極刑に値する」

『…………』

　鋼はがねの半人半馬ケンタウルスが無言で起き上がる。

　大地が煮えたぎるほどの業ごう火かに炙あぶられながら、まだこの怪物は動きを止めない。

「まさか、私一人に手を煩わせる気じゃないわよね？」

　それが自分に向けられた言葉だと。

　カイが悟ったのは、夢魔姫サキユバスロードハインマリルのまなざしだ。決して好意的とはいえない、図ずう々ずうしげな笑みをまじえて。

「人間おまえが悠々と観覧だなんて許さない。ついてきなさい」

　妖艶な夢魔姫サキユバスロードが翼を広げる。

　鮮やかなステップで空へと舞い上がる姿を追って、カイは亜竜爪ドレイクネイルを握りしめた。

　……そうだろうな。

　……悪魔おまえが、何から何まで助けてくれるわけがない！

　この夢魔姫サキユバスロードは、人カ間イに手を差しのべる気など毛頭ない。

　生き残りたければ人間おまえが戦え。

　その言の葉こそが、悪魔族からの唯一の施しなのだ。

『露天鉱唱マインスペル「魔鋼刃」』

「法術!?　エルフ弾の効果が切れたのか！」

　機き鋼こう種の言こと霊だまに従って、地中の金属成分が吸い寄せられるように地上へ。それが巨大な戦せん斧ぷとなり、鋼の巨腕に収まった。

『────』

「はっ！　愚の骨頂。法術で私に挑むと!?」

　夢魔姫サキユバスロードが吼ほえる。

　法力を帯びた目を、月のごとく爛らん々らんと輝かせて。

「礼儀を知らぬ新顔に、真の法術を教えてあげる」

　ざわりとその髪が揺らめいた。

　髪の束一つ一つが蛇のごとく蠢うごめく。それは、悪魔の少女から立ち上る膨大な法力の波動によるものだった。

「冥唱グロリア『我が奈落に炎あり』」

　視界が「赤」に包まれる。

　あまりにも美しく、荘厳で、そして凝縮された炎の花が、機き鋼こう種の巨体を包みこんだ。その手に握られた戦斧が一瞬にして焼却されて塵ちりとなる。

　万象を塵ちりと化す──

　攻撃法術に特化した悪魔族の、まさにその真髄ともいうべき力。

「咲き狂え」

　紅ぐ蓮れんの華が、破裂した。

　重厚な鋼鉄の肉体でできた怪物が、爆炎に呑のまれて破裂する。

『────』

　炎に焼かれながら地を蹴る機き鋼こう種。

　最後の力でもって夢魔姫サキユバスロードハインマリルへと拳こぶしを握り、飛びかかろうと身構えて──

「お終しまいだ」

　その執念を、カイの亜竜爪ドレイクネイルが今度こそ完全に断ちきった。

　上下真っ二つに切断された鋼はがねの機械生命体が、数百ものパーツへとばらばらに自壊し、そして地に転がって消えていく。

　地面に吸いこまれるように、土へと消えていった。





　　　　　　　２






「……男装の指揮官でよかったわ。鎧よろいのおかげね」

　悪魔の墓所を望む荒野で。

　ぺったりと地面に腰を下ろしたジャンヌが、砕けた鎧を怖々と手でさわる。

　胸から肩にかけての装甲が陥没している。機き鋼こう種の放った弾丸に撃たれたところだが、この鎧が無かったらと思うと背筋が凍りつく思いだ。

「ジャンニャ平気？」

「……あなたこそ」

「わたしは翼だけだもん。痛いけど平気」

　その痕あとを、不安そうに見つめるのがリンネである。

　こちらも自分の翼を痛そうに撫なでている。

「わたしね、あの時、もうジャンニャが助からないんじゃないかって……」

「縁起でもないこと言わないで」

「こんなことになるなら、一回くらいカイと二人きりにさせてあげれば良かったね。ごめんねジャンニャ」

「どういう意味よ!?……もう、ご覧のとおり無事って言ってるでしょ！」

　こほんと咳せき払ばらい。

　ほんのりと顔を赤らめて立ち上がり、ウルザ人類反旗軍レジストの指揮官はすぐに表情を引き締めた。

「やあねえ、そんな睨にらんじゃって」

　夢魔姫サキユバスロードハインマリルの呟つぶやき。

　もちろん、それはジャンヌ当人に聞こえるようにわざと発したものだろう。

「初対面でこんなに警戒されるなんて。私、こんな可愛かわいい悪魔なのに」

「カイから聞いてるわ」

「ああそう。なら話が省けるわ。ヴァネッサお姉様はお前に興味を持ってたみたいだけど、私は今のところ興味がないから」

　地表から数センチだけ上を浮遊し続ける夢魔姫サキユバスロード。

　ちょうどカイと並ぶ視線の高さで。

「興味があるのは、こっち」

「興味の矛先は俺じゃなくて、俺の話だろ」

「そう。そういうのが好いいわ。人間じぶんの立場を理解してる」

　夢魔姫サキユバスロードと、その背後に傅かしずくのは四体の古代魔デーモンたちだ。

　いずれも機き鋼こう種の犠牲となって息絶えかけていたが、夢魔姫サキユバスロードはそうした部下を事もなげに蘇そ生せいさせてみせた。

　……悪魔が蘇生法術を使えるなんて聞いたことがない。

　……これも正史にない独自進化か。

　悪魔族の因子が混じっているリンネならば使えるだろうか？

　そう訊たずねたカイに、つい先ほどリンネは「できない」と答えたばかりだ。正史の存在であるリンネが知らない術だという。

「で。カイ、さっきの話の続きが聞きたいわ。お前たちは西の連邦で幻獣族と戦っていた。その戦闘中、牙皇ラースイーエに転と移ばされた。そう言ったわね」

「ああ」

「幻獣族のくせに法術を使ったと？」

「それも、さっき話した通りだ。牙皇ラースイーエが使ったんじゃなくて、アイツと融合した怪物の力だと思う」

「切除器官ラスタライザねえ……」

　言の葉にまじる小さな苛いら立だち。

「信じられないか？」

「三十分前ならそうね。『この私を誑たぶらかすな人間が！』って叫んでたかも。さっきの、あの鋼はがねの種族を見てなかったらね」

　ハインマリルの苛立ちの正体──

　それは、己おのれの知りもしないところで世界が変動しつつあった事実に対してだ。

　……悪魔族は五種族大戦のつもりでいた。

　……だけど事態はもっと複雑で、五種族どころの話じゃなかったんだ。

　切除器官ラスタライザという怪物がいる。

　そして世界輪りん廻ねの影響で生まれたと思おぼしき機き鋼こう種もそう。今ここで倒したのはわずかに一体で、まだ地底に何体いるかもわからない。

　……アイツ一体で古代魔デーモン五体が全滅寸前におちいった。

　……幻獣族並に強きよう靱じんなくせに、リンネの法術を防ぐほどの法力も持ってる怪物だ。

　十体いれば人類反旗軍レジストの拠点が壊滅するだろう。

　あの一体で終わりだと思いたいが。

「そうねえ。カイ？」

　妖艶な唇から紡がれる、色っぽい吐息。

「お前、西シユルツに残してきた人類反旗軍レジストが気になるんでしょう？　それで王都ウルザークに急いでいるところ。そう言ったわね」

「間違ってない。だから率直にいって、邪魔しないでもらえると助かる」

　王都ウルザーク以外はすべて悪魔の領土。

　この荒野をこえた先でも悪魔たちに見つかるのは間違いない。だがカイたちにとって、それは避けるべき無用の戦いだ。

「俺たちを見過ごすことも、お前なら部下にそう命令できるはず」

「んー、そうね。人間おまえが幻獣族と戦うためっていうのなら、吝やぶさかじゃないわ。王都までは見逃してあげようかしら」

　艶あでやかな唇に指先をそえて、夢魔姫サキユバスロードが目を細めた。

　愉快そうに。

「──と言いたいところだけど、私から別の提案があるのよねぇ」

「なんだって？」

「それはね」

　焦じらす口ぶりで夢魔姫サキユバスロードが言葉を続ける。

　いや、続けようとした時に。

「こ……ここはどこじゃあああああああああああああああああっっっっ!?」

　不安でいっぱいの悲鳴が、荒野にこだました。

　そびえたつ墓所──

　正史では封鎖石と呼ばれる栓で閉じられていた穴から、小柄なエルフが突然に顔を見せたのだ。

　キョロキョロと、怯おびえたまなざしで荒野を見わたして。

「な、何なのじゃ！　走って走って、ようやくあの気味悪い空間から脱出できたと思ったのに、こんな荒野は知らぬぞ。ここはシュルツ連邦のどこなのじゃ！」

　薄うす衣ぎぬを重ねた七なな単ひとえの着物。

　小柄な背丈ながらも、その真まっ青さおな髪は地につくほど長く、美しい。

　その姿を間違えるわけがない。

「どう見てもレーレーンよね……」

　黒のピラミッドを見上げるジャンヌ。

　狐きつねにつままれたような面持ちだが、それはカイも、そしてリンネも同じだ。

「彼女も転移に巻きこまれていたみたい」

「ああ。でもよかった、俺たちがさっきいた場所に閉じこめられてなくて。俺たちと同じ扉を見つけられたのか」

　異様な変わり様をしていた空間──

　その脱出直前に聞こえた「何者か」の嬌きよう笑しようも気になるところだが。

「レーレーン、降りてこい。俺たちここだから」

「ぐっ、どういうことじゃ、あれだけいた人間が一人残らずおらんじゃと!?　カイは……カイはどこへ行った。リンネも、それにあの六リク元ゲン鏡キヨウ光コさえ……」

　墓所のすぐ下にいるのに気づかない。

　焦あせりと不安のあまりはるか地平線を見回すのに夢中で、近くのカイたちが視界に入ってないらしい。

　……灯台もと暗しだっけ。

　……まあ見事なくらい俺らに気づいてないな。

　墓所の下から、カイは小柄なエルフへと手を振ってみせた。

「おいレーレーン」

「誰か、この荒野にいる者はおらんのかっ！」

「だから目の前にいるってのに。おーい」

「……ん？」

　きょとんと、エルフの巫み女こが目を瞬まばたかせた。

　長い耳を器用に動かしながら。

「はて気のせいか。いまカイの声が聞こえた気が──────…………カイッ!?」

　黒のピラミッドの中段に立つエルフが、こちらの姿を見つけるなり、両手を広げて一目散に駆け下りてきた。

「うわあああああああっっっんっ！」

　そして抱きついてくる。

「……レーレーン？」

「この罰当たり者が！　今までどこにいたのじゃ、このワシを放っておいて……離すなよ、手を離すでないぞ！」

　よほど寂しかったのだろう。カイの背中に手を回して離れようとしない。

　なお──

　それを見守るリンネとジャンヌの目つきが、鋭い。

　どれだけ鋭いかというとレーレーンを睨にらんでいるはずなのに、それを察したカイの方が居心地悪くなるほどだ。

「こら真っ平らエルフ！　すぐそうやってカイにくっつく！」

「そうね。目の前でそんな大胆な真ま似ねされると、さすがに見過ごすわけにはいかないわ」

「な……なんじゃリンネ。ジャンヌもおったのか」

　はっと我に返るレーレーン。

「主ぬしらもいたのか。なら話が早い、ここは何ど処こじゃ。ワシらは西シユルツのどこにおる」

「残念、ここは北ウルザなの」

　囁ささやくように。

　レーレーンの肩に手をのせたのは、夢魔姫サキユバスロードハインマリル。

「悪魔族わたしたちの土も地の。わかる？　蛮神族おまえの居場所はここに無いの」
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「ここに立ち入った蛮神族にはお仕置きが必要よねぇ？」

「悪魔族じゃと!?」

　声にならない悲鳴をあげてエルフの巫み女こが跳び下がる。

　触れていた夢魔姫サキユバスロードの指先を強引に払いのけ、背を低くして臨戦態勢へ。

「貴様────」

「待てレーレーン！」

　身構えようとする蛮神族レーレーンと、それを愉快そうに眺める悪魔族ハインマリル。

　その両者の間へ、カイは割って入った。

「抑えろ！　ここはウルザ領土だ。戦ったところで悪魔が次から次にやってくるだけだ」

「……ぐっ」

「あと今だけは事情が特殊だ。コイツらも俺たちと戦う意思はない」

「そうねえ。己おのれの幸運を喜びなさい？」

　レーレーンが表情を強こわばらせるなかで、ハインマリルがいかにも拍子抜けした様子で、大きく溜ため息いき。

「蛮神族おまえ、あんまり隙だらけだったしバカっぽいし、私も毒気を抜かれちゃった。相手する価値もなさそう」

「ば、バカっぽい!?　ワシを愚弄する気か？」

「おまけに胸も小さいし。エルフってホント貧相ねぇ」

「真っ平らな胸のなにが悪い!?」

　どこかで聞き覚えのあるやりとり。

　しかし、そんな他種族抗争やりとりに構っていられる時間はない。

「レーレーン、手短に状況だけ話す」

「む？」

「くり返すけど、俺たちがいるのは北ウルザだ。ラースイーエの奴やつに転移させられたと思っていい。西に戻って人類反旗軍レジストとも合流したい」

「そ、そうじゃな……」

「だけどその為には、悪魔の見張ってる地を通過するほかない。俺たちはその話をしてたんだ」

　王都ウルザークへ向かいたい。

　その旅路を邪魔するな──カイの申し出に、だが夢魔姫サキユバスロードハインマリルは含み笑いとともにこう言ったのだ。

　私から別の提案がある、と。

「ハインマリル、さっきの話だ。お前の提案ってのを聞かせてもらう」

「急いでるんでしょ？　人間の足で王都ウルザークまで行こうとすれば何日もかかる。それじゃあ間に合わないかも？」

「…………」

「幻獣族がその気なら、西シユルツの人間は全滅しちゃうわよねえ」

「……お前にどんな提案があるっていうんだ」

　クスッと。

　わざとらしい艶美な吐息を含ませて。

「力を貸してあげる」

「なに？」

「あなたたち三人、王都ウルザークに送り届けてあげる。人間が足で移動するより早いわよ」

　その言葉に。

　カイは、無言でジャンヌと顔を見合わせた。リンネとレーレーンも、まるで理解が追いつかずにぽかんと呆ほうけてしまっている。

　王都ウルザークに送り届ける？　自分たちを？

　この夢魔姫サキユバスロードが何を企たくらんでいるのか。それがまったく想像もできないからだ。

「…………」

「あら、どうしたの。そんな渋い表か情おしちゃって」

「どうせロクでもない代償がいるんだろ」

　悪魔のささやき。

　それが決して安い交換にならないのは目に見えている。こちらが切迫している事を知っての提示ならば、なおさらだ。

「いいえ」

　だからこそ──

　まったく予想だにしない答えに、カイは自分の耳を疑った。

「そう命令されているの。だから安心なさい、人間おまえに求めるモノは代償じゃない。もっともっと愉快なものだから」
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　シュルツ連邦、南西部。

　太陽が沈んで空から地平線までのすべてが黒一色に染まった世界のなか、点滅するように激しく燃えさかるビル群があった。

　学術都市ロン＝ジュ。

　まだ太陽が空にあった刻ときに亜竜ドレイクの炎を受けた都は、今も強いオレンジ色の炎に巻かれ、無数の火の粉こを噴き上げている。

　廃はい墟きよから塵ちりへ。

　ヒトの生活圏であったビルが燃え落ち、土へと還かえっていく光景──

「些いささかの問題もない」

　強い言葉。

　断言にいたる口ぶりと、その強きよう靱じんな精神力に支えられた自信が物語っている。これは決して虚勢でないのだと。

「しょせんは廃はい墟きよ。幻獣族ケモノの臭いが染みついたビルに価値はない。すべての雑種を排斥し、俺は、新たなヒトの地を創造する」

　男の姿が、紅ぐ蓮れんの炎のなかから浮かびあがった。

　傭よう兵へい王アーカイン・シド・コラテラル。重厚な短機関銃マシンピストルを両手に構え、背後の学術都市ロン＝ジユへとふり返る。

　──そこに倒れた巨獣。

　噴き上がる火の粉この舞う地上に伏すのは、この都を襲った亜竜ドレイクだった。

　いかにして返り討ちにしたのか。

　シドの名を持つ男には一切の負傷らしきものがない。飛びかう火の粉さえも彼には届いていなかった。

「まずは幻獣族だ。そして悪魔族、聖霊族、蛮神族……」

　夜を焦こがす勢いの業ごう火かを見上げて。

　ぽつりと。

「だがどういうことだ」

　その男が、精せい悍かんな顔つきをわずかに歪ゆがめた。

「四種族をこの世界から消し去る。それがヒトの栄華にいたる勝利条件だと、お前はそう言ったはずだ」

『────』

「答えろ光こう帝ていイフ。歴史にない種族とはどういうことだ」

『機き鋼こう種。六番目の種』

　厳いかめしい老人の声が、どこからともなく響きわたる。

　夜の星々の明かりに混じって、ぼんやりと、空に巨大な『頭部』が浮かびあがった。

　古代の石像。その頭部だけを切り取ったような姿。

『私の預言は未来予知にあらず。未来を導く言の葉である』

「それは知っている」

『幻獣族の英雄ラースイーエは、犯してはならぬ禁忌を破ったのだ。間もなく世界は崩れていくだろう。我ら預言神の授ける預言との差異は、そのためだ』

「…………」

『運命の逆襲が始まる。「シド」よ、お前は運命に勝利せねばならない』
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　ユールン連邦。

　月夜に照らしだされた白の荒野で──

『そのための預言神われらなのだから』

「……われら？」

『過去・現在・未来。それぞれの象徴として預言神われらがいる。光こう帝ていイフ、祈いのり子ごアスラソラカ。そして我──運命竜ミスカルシェロ』

　月光のもと、一人の少女が浮かびあがる。

『だが勝者はお前だ、テレジアよ。我が預言こそが至言であり、我とともに征いくお前こそがヒトの救世主となる』

「そのつもりよ」

　人間兵器テレジア・シド・フェイク。

　素足にサンダル、身にまとうのはボロボロの法ほう衣え一枚。そんな見み窄すぼらしい装束ながら、月明かりに照らされる銀髪は透けるように美しい。

　降りたての新雪のように白く淡い、銀。

「どんな種族が立ちふさがろうとも、私がヒトを解放するの」

　──聖せい痕こん。

　法力の発現をしめす痣あざを額に持つ少女は、歩き続ける。

　西へ。

「そのために。早く手に入れたいわね、世界座標の鍵コードホルダー」

『現在の持ち手は、世界座標の鍵コードホルダーの所有者にはふさわしくない。あの者は、預言神われらが導くのに適する者ではないからだ』

「選ばれなかった。そういうことでしょ？」

『そういうことだ』

「可哀かわい想そうね」

　鼻歌交じりに歩きだす。

「そんな弱い人間が、今まで必死に世界座標の鍵コードホルダーを守っていたなんて。早く私がかわってあげないと」

『これより先、世界は、お前と運命竜われを求めるだろう』
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　イオ連邦。

　広大なエルフの森──

　蛮神族の塒ねぐらから離れた地にひっそりと位置する、苔こけむした青の大聖堂サンクチユアリで。

『ジャンヌ、臆することはありませんよ』

　真っ白い巨大な女神像からの、声。

『あなたには私がついている』

　預言神が一体。

　祈いのり子ごアスラソラカは、何物にも悟られぬ静かな声で語っていた。

『あなたはシドではない。でも、あなたには未来を語るにふさわしい意思がある。ヒトを導くことができるはず』

　そして。

『カイ』

　深き慈愛を滲にじませた声。

　ローブを羽織った人間の女性像は、ゆっくりと言葉を続けた。

『シドがなぜ世界座標の鍵コードホルダーを悪魔の墓所に隠したのか、私には知る由よしもない……けれど、見つけてくれたことに心から感謝します』

　あの少女を連れて──

　世界座標の鍵コードホルダーを手にして──

　世界から忘れられた少年は、どこまで運命の渦に巻かれていくのか。

『カイ、あなたとはもっと早く出会いたかった』
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　ウルザ連邦、北東部──

　悪魔の墓所を囲むように広がる荒野もまた、黒い帳とばりに包まれていた。

　草木も虫も寝静まる深い夜。

「いい頃合いね」

　その静けさを破ったのは、小柄でありながらも豊満な体つきの夢魔サキユバスだ。

「そしてご苦労。皆の者」

　夢魔姫サキユバスロードハインマリルが手招き。

　それを合図に、空を浮遊していた悪魔たちが一斉に地上へと降りてきた。

　総勢二十体もの小悪魔インプたち。いずれも体長数十センチほどで、立ってもカイの膝の高さまでしかない。

　悪魔族のなかでもっとも非力で、法力も微量。使える法術も一つしかない。しかしその法術は、あらゆる術の中でも特に高難度とされる時空干渉系である。

「転移呪法サモンスペル……」

　ずらりと地に降りたつ小悪魔インプたち。

　その姿を端から端まで眺めるジャンヌは、苦々しく口元を歪ゆがめていた。

「ジャンヌ、本当にいいんだな？」

「ありがとカイ。平気って言ったらウソになっちゃうわ。抵抗感は拭えないわね……」

　ジャンヌがそっと微苦笑。

　今も苦々しい面持ちで、その拳こぶしはぎゅっと握りしめられたままだ。

　……無理もない。

　……こいつらの転移呪法サモンスペルにずっと苦しめられてきたんだから。

　今はその逆。

　小悪魔インプの転移呪法サモンスペルで王都ウルザークへ転移するのが、悪魔族ハインマリルの提案だ。

　……転移呪法サモンスペルは術者の知ってる場所にしか転移できない。

　……王都は、もう何十年と悪魔族に支配されてきたからその条件も解決できる。

　なんとも皮肉に満ちた提案だ。

　そして間違いなく、夢魔姫サキユバスロードハインマリルはそうした人間側の心情を読んだうえで、意趣返しのつもりで提案してきたに違いない。

「さあお前たち」

　夢魔姫サキユバスロードハインマリルが指をうち鳴らす。

「この人間たちに力を見せてやりなさい」

　しゃん、しゃん、と涼やかに鳴る鈴の音色。

　小悪魔インプが一つずつ手にした鈴を掲げて円陣を組む。その輪の中に、暗色の円環が浮かびあがってきた。

「カイ」

　その光景を注意ぶかく見守るのがレーレーンである。

「くりかえすが悪魔こやつらは本当に信用できるのか？」

「…………」

「エルフの森で見たじゃろう。転移法術を使った罠わなは凶悪じゃぞ。小悪魔インプの転移呪法サモンスペルも、どこに飛ばされるかわかったものではないぞ。火山口のマグマに放りこまれるか、魔獣の巣に放りこまれるか」

「──聞こえてるけど？」

　ハインマリルがふり返る。

　疑念を堂々と口にするレーレーンに怒るどころか、むしろソレさえ心地よいと言わんばかりの弾む口調で。

「私が同行してあげるって言ってるじゃない。あと覚えておきなさい。蛮神族おまえたちと違って、悪魔族わたしたちはそんな回りくどい遣やり方かたしないの」

　悪魔族はもっとも好戦的な種族だ。

　罠など用いない。強大無比の法術をもって圧倒し、蹂じゆう躙りんする。ハインマリルの発言は、カイの知る悪魔族の特徴とも一致している。

　……嘘うそじゃないんだろうな。

　……本当に、俺たちを王都ウルザークまで送り届けるつもりでいるんだ。

「王都ウルザークは遠いから繋つなげるのに時間がかかるわね。ところでカイ？」

　転移呪法サモンスペルの円環が拡ひろがっていく。

　それを横目に、夢魔姫サキユバスロードが首だけを向けてきた。

「さっきから私コツチをずっと見てるの、気づいてないと思った？　んー、もしかしてそろそろ魅了が効いてきたかしら」

「夢魔サキユバスの幻惑系エンチヤントは、人間に直接触れて発動する接触型だ。俺は一度もお前に触れられてない」

「なんだ、詳しいのね」

　からかい甲が斐いもない。

　そんな様子で、悪魔の二番手ナンバーツーが大げさに肩をすくめてみせた。

「で？　何か言いたそうな表情だけど」

「さっき何度も聞いたことだ。お前に命令したのは誰かって」

「ヒミツ」

　ハインマリルが不敵な微笑。

　自分が気にかける仕草が楽しくて堪たまらないと言わんばかりに。

「さっきも答えたじゃない。なに？　そんなに気になるの？」

「気にならない訳がない」




〝あなたたち三人、王都に送り届けてあげる〟

〝そう命令されているの。だから安心なさい、人間おまえに求めるモノは代償じゃない〟




　違和感しかない。

　この夢魔姫サキユバスロードが命令された？　誰に？

　冥めい帝ていヴァネッサの後釜である英雄級悪魔が、いったい誰に命令されたというのか。

　……しかも人お間れに協力しろって命令を？

　……どう考えても非現実的だ。

　あるいは空言。自分がこうして悩む姿を満喫したいのか。

　しばし無言で睨にらみあうが。

「────」

　カイは、墓所の方へと目を逸そらした。

　悪魔たちに背を向けて、数歩先へと歩いていく。

「見つめあいはお終しまい？」

「忘れ物だ」

　足下をじっと見下ろす。

　闇夜のなか地面を凝視するのは困難だが、幸い、後ろには転移呪法サモンスペルの法術円環が光源として瞬またたいている。

「ねえねえカイ、どうしたの」

「何か地面に落としもの？」

　後ろからリンネが追いかけてくる。

　その前で屈かがみこみ、カイは地面に転がっていた黒い破片を拾い上げた。

「それは──」

「昼間に戦った機鋼種アイツの欠片かけらだよ。ほとんど自壊して小さな砂になったけど、これだけは残っててよかった。……こんな証拠でも、まったく無いよりマシかなって」

「あの戦いの証拠？」

「俺たちが戦った一体きりなら杞き憂ゆうで済むんだけどな」

　アレは一体でも途方もない怪物だ。

　残っているのなら五種族すべてにとって等しく脅威になるだろう。

　しかも、あの鋼はがねの機械生命体は地中を移動していた。どの連邦にいつ侵攻してくるかわからない。




〝大だい始し祖そが運命をいじくった〟

〝お前も探していたんだろう、この世界輪りん廻ねを招いた元凶を〟




　あの凶悪な六番目の種族は、世界輪廻の影響で生まれた者たち。

　牙が皇おうラースイーエの言葉を信じるならば、だ。

「リンネさ」

「なに？」

「大始祖って聞き覚えあるか？」

　小声で、リンネだけに伝わるよう声を抑えた。

「ラースイーエがそう言ってたよな。切除器官このこと手を組んだのは大始祖への復ふく讐しゆうだって」

「うん。でも大始祖っていうのはわたし知らない」

「俺もだよ」

　正史にいない。

　少なくとも、その言葉で類推できるモノが人類庇ひ護ご庁の記録に残っていない。

　……そんなわけがあるか。

　……だって牙皇ラースイーエは、「大始祖のせいで世界輪廻が起きた」って言ったんだぞ。

　世界輪廻は正史で起きた。

　ならば「大始祖が運命をいじくった」というのも正史の出来事のはずなのだ。つまり、大始祖は正史に存在していた。

「俺もリンネも知らないのが腑ふに落ちないんだ。人間の記録に手がかりが残ってないのも、あまりに不気味すぎる」

「うん。でも……」

　リンネが首をかしげる仕草。

「わたしとカイのいた正史は、五種族大戦しか無かったよね？」

「…………」

「カイは、あの獣人のこと信じるの？」

「リンネも見ただろ。アイツのあの本気の顔、嘘うそに思えなかった」




〝奴やつらは歴史の裏側にひそむ支配者だ〟




　血走った眼光。

　鬼気迫る声とあふれる殺気。あれほどの気迫でもって偽りを語る理由がない。

　……ラースイーエが嘘をついてないとしたら。

　……世界輪りん廻ねの元凶は、その大だい始し祖そって奴になる。

　ようやく。

　名前だけではあるが、ようやく世界輪廻の元凶にまで辿たどりついた。

　ならば五種族は巻きこまれただけ？

　牙が皇おうラースイーエは世界輪廻を引き起こした大始祖への復ふく讐しゆうのために、切除器官ラスタライザを受け入れた。

「待てよ。そうだとして、じゃあ預言者シドはどういう立場だったんだ？」

　薄うす墨ずみ色の空を仰ぎ見る。

　正史の預言者シドに対して四種族の英雄はそれぞれが語っていた。しかしどの言葉も、断片的すぎる。




　冥帝ヴアネツサは、シドの剣を預かった。

　──奴シドは、世界に起きるこの異変を予見していた。

　主天アルフレイヤは、シドから何かの秘密を授かった。

　──存在する。いや、『存在したはずだった』。シドはそう言っていた。

　霊元主リクゲンキヨウコは、シドの贖しよく罪ざいを聞いた。

　──運命の逆襲が始まる。すべては私の所せ為い。私の過あやまちがもたらした未来だ。

　牙皇ラースイーエは、シドの剣を指してこう言った。

　──そうだ。その剣でシドは歴史を壊した。




　いずれもパズルのピースのように不ふ揃ぞろいで、完璧なものがない。

　だが同時に、一つ。

　うっすらとだが見えてきたものもある。霊元主リクゲンキヨウコと牙皇ラースイーエの証言が示し唆さするもの。

　それは「預言者シドは自分の過あやまちを悔やんでいた」ことだ。

　どんな過ちかはわからない。

　……シド、アンタは何を後悔してたんだ。

　……人間を導いた英雄から、なんで「私の過ち」だなんて言葉が出る？

　さらにシドは世界輪りん廻ねの訪れを知っていた。

　その世界輪廻は、牙皇ラースイーエが大だい始し祖そと呼ぶ者によって引き起こされた。だとすれば、そこから考えられるのは何だ？

「────」

　長い、長い沈黙の末に。

「……結局、最初の疑問が一番大事だったのかもしれないな」

「カイ？」

「俺、思うんだ。やっぱり俺が正史でやってきたことは無駄じゃなかった」

　不思議そうに見上げるリンネに。

　カイは、小さく頷うなずいた。

「俺が調べなくちゃいけないものは世界輪廻でも切除器官ラスタライザでもない。正史の預言者シドだ。あの英雄が正史で何をしたのか。それを最初に調べつくすべきだったんだ」

「……どうして？」

「たぶん唯一の目撃者だからさ」

　まっすぐ先を指さしてみせる。

　夜の闇よりも濃い漆黒のピラミッドを指さして、カイは答えた。




「シドだけは、正史で大始祖を目撃していたんじゃないか？」
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　時同じく。

　世界大陸のはるか西、シュルツ連邦──

　人類反旗軍レジストの本拠地にあたるクーレンマデル電波塔は、過去に例のない緊張とざわめきに満ちていた。




「ミン司令官！　鉄屑の町アギトより緊急連絡、町の鉱山一帯が、得体の知れぬ怪物たちに包囲されているとのことです！」




　通信室から司令官執務室へ。

　息を切らせて駆けこんできた傭よう兵へいの第一声で、そこに居並ぶ隊長たちが一斉に顔を険しくした。

「銃も火薬も効かず、既に一部で戦線が決壊！　このままでは朝を待たずして鉄屑の町アギトは壊滅すると…………！」

「ど、どういうことですか!?　グレン通信兵！」

　テーブルを叩たたいて、女司令官がその反動で勢いよく立ち上がる。

　ミンストラウム・シュルテン・ビスケッティ。

　西シユルツの傭兵を束ねる若き少女は、既に顔が青ざめている。

「バルムンク指揮官とジャンヌ指揮官の両部隊から通信が途絶えた。あなたはそう報告してきたばかりではありませんか！　こ、これも同じ報告ですか……!?」

「ミン指揮官、お気を確かに」

　指揮官補佐の老兵が、嗄かれた声こわ音ねでもって諭す。

　この少女にかわって実質的な指揮をとるグリングズ総隊長は、テーブルに両腕を乗せた姿勢で眉間に皺しわを寄せていた。

「両指揮官が向かったのは連邦の南西部。そして鉄屑の町アギトは東です。方角がほぼ逆であり、同じ事件の線は薄い」

「で、では……」

「グレン通信兵」

　老兵が、扉前に立つ兵を睨にらみつける。

「得体の知れぬ怪物とはどういう意味かね。銃も火薬も効かないということは、未確認の幻獣族であると？」

「……不明です」

「なに？」

「まるで鋼鉄の塊のような怪物とのことです！　全身が鋼鉄か機械のようで、鉄屑の町アギトに駐在する兵からも、あんな生物は見たことがないと！」

「────」

　しん、と静まりかえる執務室。

　指揮官ミン、総隊長グリングズ、そしてそこに連なる十名以上の統括隊長が、唖あ然ぜんとして言葉を失う姿がそこにはあった。

「な、何なのです立て続けに……バルムンク指揮官とジャンヌ指揮官が消息不明。それに見たこともない新種族が現れただなんて……」

　幼い少女の悲鳴。

　張りつめた叫びが、こだました。

「この連く邦にで、いったい何が起きているというんですか!?」





あとがき







　神罰という言葉について──

　一般には超常的な神からの制裁を意味しますが、ここでは逆に、「神に罰（報復）を」与える一匹の獣ラースイーエというサブタイトルにしてみました。

　物語が一気に動きだした、そんなお話になっていれば幸いです。




『なぜ僕の世界を誰も覚えていないのか？』（『なぜ僕』）第４巻、手にとってくださってありがとうございます！

　五種族大戦の敵種族がこれで全部登場したわけですが、今まで一英雄＝一巻構成だったのが、今回の幻獣族は初めて次巻に続く構成になりました。『六番目』の乱入があったり、それだけ種族抗争が大きくなってきた証あかしかなと。

　もちろん『なぜ僕』の世界観は、まだまだ広がる予定です。

　さらに大きな展開がいくつも待っているので、10月予定の５巻もご期待くださいね。




　そしてコミカライズのお話へ──

　月刊コミックアライブで、ありかん先生作画による『なぜ僕』が掲載中です。

　ニコニコ静画、コミックウォーカーで最新話が無料配信されていて、こちらも嬉うれしいことに好評です。ありかん先生の作画がもう本当にすごくて、世界輪りん廻ねの圧倒感や、カイが世界座標の鍵コードホルダーを手にしたシーンは、ぜひとも見てもらいたい美麗さです。

　コミック版『なぜ僕』１巻──

　この小説４巻にあわせて６月23日発売です！

　小説と一緒に、ぜひぜひ手にとってみてくださいね！




　また次の刊行まで、よければということで、並行して進んでいる細さざ音ねの別シリーズをご紹介させてください。


●ファンタジア文庫



『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（『キミ戦』）

　戦場でぶつかりあう剣士と魔女のヒロイックファンタジー。

　主人公とヒロインが敵同士でライバルで、そんな二人がどうなるのか──という独特な世界観です。こちらもコミカライズ＆オーディオドラマ化と、連続でメディアミックスが決定して絶好調です。

　この夏に第５巻も予定していますので、チェックしてみてくださいね！




　というところで、あとがきも残り少なくなりました。

　最高に恰かつ好こいいイラストで本作を彩ってくださったｎｅｃｏ先生、個人的に六リク元ゲン鏡キヨウ光コがとっても可愛かわいいなあと！

　いつもお世話になっている担当Ｎ氏、おかげさまでコミカライズも始まって、ここからまた頑張っていきたいと思います！

　そして何よりも、本作を読んで下さっている方に心から御礼を。

　願わくば──

　夏に刊行の『キミ戦』５巻で。

　そして10月の『なぜ僕』５巻でお会いできますように。物語もさらに盛り上げていきますので、ご期待ください！





春の日のお昼に　　細音　啓けい　







　　　　　　https://twitter.com/sazanek　※ツイッターで刊行のお知らせいたします！
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